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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　目次







第１章　獣人の国で荒稼ぎ

第２章　黒猫の少女

第３章　心を重ね、寄り添って

第４章　勇気ある一歩

第５章　神々の熱き戦い

終章　北へ

あとがき

プロフィール















　　　　　１






「さーあ、寄ってらっしゃい見てらっしゃい！」

　佐さ嶋じま駿しゆん介すけは大声を張り上げた。

　到着したばかりの城下町で、人通りの多い広場を見つけると、前もって打ち合わせたとおり、集客を始めることになったのだ。

「本日披露しますのは、東方の美少女によります、美しくも情熱的な歌と演奏！　そして音楽をバックに、これまた美少女による集団群舞！　見逃したら損も損、大損ですよ！　さあさあ、物は試し、百聞は一見にしかず！　ほんの少しでいいので、足を止めて見ていってくださーい！」

　見知らぬ場所で、見知らぬ人々に声をかけることほど恥ずかしいものはない。

　できれば誰かに代わってもらいたかったが、そうもいかないのが実情だった。

　なにしろ、手の空あいている人間が駿介しかいないのだ。

　いや、正確には、高たか山やま萌も絵えも空いてはいるのだが、彼女は人前に出たがらない内気な女の子だし、そもそも、大声で集客できるようなタイプでもない。

「佐嶋くん、ごめんね」と気き遣づかってはくれたものの、決して手伝おうとはしないあたり、けっこうしたたかでもある。

　とはいえ、彼女はこれから始まる「舞台」の監かん督とくなのだ。演出を考え、構成を考え、どのような場所で、どうやって集客するかなどをまとめた、総合プロデューサーである。

　そんな彼女に、呼び込みまでさせるわけにもいかないのだった。

　駿介の懸命の呼びかけにもかかわらず、人々の足はほとんど止まらない。何事かと目を向け、物珍しそうに駿介を眺めるだけで、みんな通り過ぎていってしまう。

　そもそも、駿介たちがいまいる場所は、少しばかり特殊なのだ。

　旅の案内役であるマリカ曰いわく、「獣じゆう人じんが治める獣人のための国」である。

　獣人は、見た目こそは人間とほとんど変わらないが、動物の特徴が体の何カ所かに現れているのだ。

　一番わかりやすいのはシッポだろう。

　ほとんどの動物にシッポがあるように、獣人のほぼすべてがシッポを持つ。

　いまも、駿介たちの前を通り過ぎる者すべてに、大なり小なりのシッポが揺れていた。

　他にわかりやすいのは耳だろうか。

　猫ならピンと立った耳を頭の上のほうに持ち、犬は種類によっては垂れ耳を持っている。駿介の声に反応するように、みんな耳をピクピクと動かしてはいるが、興味を示す者はいなかった。

「みんな、ちゃんと聞こえてるんだよね？」

　海かい原ばら菜な々な子こが呟つぶやくと、マリカが答えた。

「もちろんだ」

「なんか、迷惑そうな顔してる人が多いけど」

「獣人は動物特有の能力を備えているからな。目と耳と鼻は、人間よりも遙はるかに優すぐれていると考えていい」

「つまり、佐嶋っちの声がうるさくて迷惑してるってこと？」

「そういうことだ」

　そういうことだ、ではない。このままでは、駿介の呼び込みは徒労に終わるだけでなく、人々に苦く悶もんを与える騒音公害になってしまう。こうなったら、なんとしてでも人の足を止め、「舞台」を成功させなければならない。

「さーあ、寄ってらっしゃい見てらっしゃい！　本日披露しますのは──」

「さっきから煩うるせぇんだよ！」

　突然、目の前を歩いていた男が叫んだ。その口元からは、駿介を威い嚇かくせんばかりの鋭い牙きばが覗のぞいていた。

　その牙が自分の喉のどに食らいつく光景を想像して、駿介は息を呑のんだ。

「人間がこの国で騒ぎを起こすんじゃねぇ！」

　一いつ喝かつして、男は去って行く。

　駿介の全身は凍り付いたように固まっていた。

「……普通に怒ど鳴なられるより、おっかねぇな」

「いまのは狼おおかみの獣人だな」マリカが解説する。

「犬の獣人よりも、一段階鋭さが違う」

「人間の犬けん歯しとは比べものにならないな……」

「大きさだけなら、獅し子しや虎の獣人のほうが凄すごいぞ。ヤツらの牙は、まさに食いちぎるためにあるからな」

　肝きもの冷える話である。

　そんな人々が、衣服を身につけ、人語を解かいしてそこら中を歩き回っているのだ。ただでさえ異世界に来たばかりの駿介には、異様な光景でしかない。

　しかも、このボルスモルという国は、獣人が人口の九割を占める国である。その首都ともなれば、割合は九割九分にもなるだろう。つまり、ここでは駿介たちのような、普通の人間のほうが珍しいのだ。

「『舞台』を始める場所、間違えたんじゃないか？」

「確かに、異種族を無条件で歓待する人々ではない。彼らは妖よう精せい族ほどではないが、人間に比べると絶対数が少なく、動物としての能力を人間によって使し役えきされた過去もあるからな。我々との関係は、微妙なものがある」

「だったら、どうして？」

「獣人は動物の特徴を受け継ぐ分、文化的な活動は苦手らしい。かといって、感受性に乏しいというわけでもない。自分たちで娯ご楽らくが生み出せない分、多種族からの娯楽の輸入は頻ひん繁ぱんに行われているんだ」

　実際、この国で見かける獣人以外の種族は、外交官を除けば、ほぼ興こう行ぎよう団体のメンバーなのだという。

「だから、今回のような『舞台』は、彼らも待ち望んでいるはずなのだ」

「その割には素通りが激しいけど」

「雑技にしろ音楽にしろ、これだけ少人数で興行を行うのはまずないからな。例外は名の通った吟ぎん遊ゆう詩し人じんだが、そういった人々はまず国が招待している。私たちのように突発的に興行を行おうとする者など、素人しろうとに毛が生えた程度の認識なんだろう」

「だったら、その認識を変えてやればいいわけだ」

「まあ、そうなんだがな……」

　そのためには、獣人たちの足を止め、注目を集めなければならないわけだが、うまくいっていないのが現状だ。

「なぁ、やっぱり呼び込みってのはムリがあるんじゃないか？」

　思わず、愚ぐ痴ちがこぼれる。公害認定されかけている身としては、これ以上の努力は辛つらいものがあった。

「なによ、もう音ねを上げるの？」

　眉をつり上げたのは、野の木ぎ清さや花かだ。

　スタイル抜群の彼女が、「舞台」の主役である。

「じゃあ、野木さんがやってみなよ」

「主役に客引きをさせる気？」

「主役だから、客を引いてみせるべきだと思うんだ」

「仕方ないわね」

　茶色い髪を一つかき上げて、清花は前に進み出る。

　そして、すぅっと息を吸い込むと、歌を歌い始めた。

　透き通るように美しく、それでいて芯しんを感じさせる伸びやかな声。

　何度聴いても、うっとりするような歌声だ。

　これには、通行人たちの足もつい止まる。一度止まってしまえば、もうその場を離れることができない。もっとよく聞こうと、どんどん近づいてくる。

　正味、一分程度の歌唱だっただろう。気がつけば、駿介たちの周りには大きな人垣ができていた。

「……すげぇ」

「これが格の違いよ」

　まったくもってその通りだ。役者が違う。

「さて、人も集まってきたことだし、始めましょうか」

　清花の合図で、「舞台」の幕が開く。

　最初は、清花の歌だ。

　彼女は、小さい頃から音楽の英才教育を受けており、その才能と技術は折り紙付きである。

　そんな清花の歌は、広々とした空間であっても、余すことなく声を響かせ、どこまでも突き抜けるように飛んでいく。

　だから、遠くを歩いていたり、店の中で番をしているような人々にも声は届き、人の輪がさらに増えていく。

　そして、間近で聴いている者は、その歌声に完全に聴き入っているようだった。

　ある者は目を閉じ、ある者は目を見開き、そしてある者は、獣の耳をピクピクと動かして、清花の奏でる音楽に身を浸ひたしている。

　歌が終わると、大だい喝かつ采さいが巻き起こった。

　よほど感かん銘めいを受けたのか、みんな瞳ひとみをキラキラさせながら、盛んに手を叩たたき、歓声を上げる。

　始まったばかりだというのに、観客のボルテージは早くも最高潮だった。

　なんかもう、これだけでいいんじゃないかと駿介は思ったが、せっかく萌絵が考えた演目が後に控えているのだ。とにかく、出せるものは出して、できるだけ多くのお金を、この聴ちよう衆しゆうから引き出さなければならない。

　続いて、清花はヴァイオリンのような小振りの弦楽器を持ち出した。

　旅の途中で購入したその楽器を、清花は毎日のように練習して、わずか一カ月足らずでものにしてしまったのだ。

　元から素養があったとはいえ、とんでもない才能である。

　清花はその楽器を、情熱的に弾き始める。

　清花の演奏は、充分にリズミカルで熱っぽいが、この曲に関しては、清花が主役ではない。

　後方からそっと進み出た、踊り子たちがメインなのだ。

　整然とした踊りを披露するのは、戦いくさ乙女おとめである九人のワルキューレだ。

　彼女たちは普段の鎧よろい兜かぶとではなく、きらびやかなドレスを身に纏まとって、華か麗れいな群舞を行う。

　いつもは無表情な彼女たちも、このときばかりは輝くような笑顔で、一糸乱れぬ統制をみせていた。

　誰も彼もが目を引くような美少女なので、観客の目は完全にワルキューレに惹ひきつけられている。

　軽快なステップや真円を描くようなターンはもちろん、一ミリのずれもないような隊列を組んだり、全員が見えない糸で繋つながっているのではと疑うほどのシンクロをみせる動きは、なにも知らない者からすれば、人間離れした超人技に見えるだろう。

　それはそうだ。

　なにしろワルキューレたちは人間ではないのだから。

　駿介の横では、マリカがハラハラした様子でこの光景を見守っている。

　ワルキューレは人間ではない。いわゆる、魔力体なのだ。

　マリカにいわせると、魔力が人の形を取るなど、常識外れもいいとこらしい。それがふりふりの衣装を着て、音楽に合わせて踊っているのだから、驚きは何倍にもなっているに違いない。

「いくらそういう指令を与えているとはいえ、魔力体が笑って愛あい想そうを振りまくなんて……、ありえない」

　彼女の口から、もう何度、「ありえない」という言葉を聞いただろう。それだけ、清花が扱うワルキューレの存在は、異端なのだ。

　曲が終わると、またも喝采の嵐。

　大きな声援を受けながら、ワルキューレたちはお茶目に手を振って引き下がる。そして、物陰に隠れたところで、その姿を消した。

　魔力体である彼女たちは、存在するだけで清花の魔力を大量に消費する。だから、出番が終わったらすぐに消さなければならないのだ。

　演奏と魔力の消費とで、清花は肩で息をしていた。しかし、出し物はもう一つある。本当は休憩を入れたいところだが、観客の熱を冷まさないためにも、萌絵は非情にも続行の合図を送っていた。

　再び、楽器の演奏。今度は、尖とがった音とアクセントを多用した戦闘的な音楽だ。

　ここでは、マリカと菜々子が参戦する。

　互いに剣を持って向かい合い、次の瞬間には激しくぶつかり合った。

　わずかなつばぜり合いの後、お互いに反動を利用して間を取り、すかさず斬きりかかる。

　マリカが横から斬りつければ、菜々子はそれを刀身でいなして体勢を崩し、反攻に出る。だが、マリカは無理に体勢を整えようとはせず、地面を転がって距離を取り、菜々子を迎え撃つ。

　傍はたから見れば、音楽に合わせた演舞に見えるだろう。

　しかし実態は、本気で剣を交える戦いだ。

　もちろん、多少は音楽に合わせる必要もあるので、その辺は演出が入っている部分もあるが、ほとんどはアドリブ、つまり二人に流れを任せているのだ。

　だから、観客は本物の戦いを見るような迫力を感じているだろう。当然だ。本当に戦っているのだから。

　二人が剣を斬りつけ、ぶつかり合うたびに、観客から悲鳴にも似た歓声が上がる。

　実戦を目の当たりにすることなど、一般の人たちはないだろうから、みんな、手に汗握る様子で見入っていた。

　二人の雄ゆう姿しを眺めながら、駿介は「成長したなぁ」と感かん慨がいに浸っていた。

　マリカは自由剣士として、この世界を渡り歩く猛も者さだ。

　対する菜々子も、剣道の世界では全国レベルの剣士である。しかし、本当の意味での実戦を経験したのは、この世界に来てからである。

　そのため、菜々子はマリカに教えを請こい、旅の間中、ずっと実戦的な剣技を身につけようと、悪戦苦闘していた。

　その結果、菜々子はマリカが舌を巻くほどの実力を得た。遠えん慮りよなく剣を交わしても、互角以上に戦えるようなっていた。

　そんな二人だから、まさに息を呑むという言葉がふさわしい戦いになっている。

　一緒に鍛たん錬れんを行っていたためか、呼吸もぴったりだ。

「金髪の姉ちゃん、頑張れー！」

「スカートの姉ちゃんも負けるなぁー！」

　観客からは、声援が起こる。

　金髪の姉ちゃんがマリカで、スカートの姉ちゃんが菜々子だ。

　菜々子は、学校の制服を身につけている。この世界では浮きまくる格好だが、「東方の衣装」とごり押しすることで、物珍しさと異国情じよう緒ちよを前面に押し出すことに成功していた。

　菜々子は、声援に応えるように、ニヤリと笑った。

　あっ、と駿介は息を呑む。

　あの顔は、調子に乗ってなにかをやらかす時の表情だ。

　菜々子は、剣の切っ先を地面に向けて構えを解く。菜々子は一瞬だけ怪け訝げんな表情になるが、すぐになにかを心得たのか、小さく頷うなずいてみせた。

　次いで、マリカが地を蹴けって斬りかかる。だが、菜々子は避ける様子も、剣で迎え撃つ仕草もみせない。それどころか、マリカに向かって一直線に走り出す。

　どよめく観客たち。いったい、どうするつもりだ。

　二人がぶつかり合う寸前、マリカが剣を水平になぎ払う。と、菜々子は両足で地面を蹴って、剣の切っ先を空中で一回転してかわしてみせたのだ。

　しゃがみ込むようにして、着地を決める菜々子。

　次の瞬間には、爆発的な歓声が巻き起こった。

　その歓声に、菜々子は剣を振り上げて応えてみせた。

「ムチャするなぁ……」

　駿介は思いきりため息をついた。

　アクロバティックな演舞は、菜々子が申請していたことだ。しかし、危険な上に体力の消耗も激しいので、駿介と萌絵はストップをかけていたのだが……。

　清花の熱演に触発され、観客の盛り上がりも菜々子の背中を後押ししたのだろう。

　キチンと決めてみせたのはさすがだが、裏方としては冷や汗ものの光景である。

　あと、どうでもいいことだが、パンツが丸見えだった。

「見せパンよ、見せパン」

　ということだが、観客にそんなことがわかるはずもない。男性たちは、別な意味でも興奮が最高潮のようだった。

　曲が終わり、マリカと菜々子が一礼して手を取り合うと、観客からは今日一番の歓声が起こった。大勢の声が、まるで一つの塊かたまりとなったような圧力に、気け圧おされそうになる。

　これほどの歓声を、駿介は元の世界でも聞いたことがなかった。あえて言うなら、テレビの中で聞いた野球やサッカーの応援がこれに近いだろうか。

　剣士二人が下がると、清花は情感たっぷりに、しっとりとした曲を演奏する。

　それを合図に、駿介は大きな籠かごを背負って、観客の前に繰り出した。

　観客たちは、絶賛の声とともに、おひねりを籠の中へと投げ込んでいく。

　半分もいかないうちにズッシリとした重さを感じるようになり、駿介は興行の成功を確信した。

　駿介たちは元々、この世界の住人ではない。何らかの理由で、ここフレアルードという異世界に呼び込まれてしまったのだ。

『神しん言ごん』と呼ばれる魔法が扱えるこの世界だが、そこには強く大きな制約が科せられている。

　駿介たちはその制約に縛られないため、異端扱いを受けることとなった。

　マリカが不安げにワルキューレを見守っていたのは、ここに原因がある。もし魔力体であることが判明したら、大騒ぎになるのだ。

　さらに、駿介たちは世界中に強い影響力を持つ教会と、ランドベルズという国から追われる身となってしまったため、ここ三カ月はいくつかの国を渡り歩いていた。

　そうしてたどり着いたのが、ボルスモルである。

　駿介たちは、東方の旅芸人という建て前を作った。

　清花の歌と演奏は各地で評判で、とりあえず、衣食に困らない程度は稼ぐことができた。

　しかし、拠点となる住居まではまかなうことができないため、短期間での移動を余よ儀ぎなくされたのだ。

　そこで、萌絵が総合プロデューサーとなって、さらなる資金獲得に動いた結果が、今回の興行である。

　いくつもの新しい魔法を開発してきた萌絵だが、まさか魔力体であるワルキューレに踊らせ、マリカと菜々子の修行すらも見世物にするという案は、他の誰にもない発想だった。

　普段から本を読みあさっている萌絵は、発想力や想像力が豊かなのかもしれない。ただ、彼女自身は絶対に前に出ようとはしない。そういう性格ではあるのだが、駿介たちを容よう赦しやなくこき使うという意味では、彼女はただの引っ込み思案ではないようだ。

　とにかく、萌絵がプロデュースした最初の興行は大成功を収めた。

　これは、宿に帰ってからの収支報告が楽しみだと、背中の重さをかみしめながら、駿介はちょっとだけにやけた。
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　撤収作業を行っていると、駿介は不意に視線を感じた。

　顔を上げると、少し離れた建物の陰から、粗末な衣服を纏った小柄な少女が、こちらを見つめているのに気がついた。

　駿介たちより少し下、十二、三歳くらいだろうか。猫のようなまん丸な瞳と、ショートカットの黒い猫っ毛が印象的な女の子だ。もしかしたら、猫の獣人なのかもしれない。

　ハタと目が合うと、彼女は身の危険を感じたように顔を青くして、物陰に逃げ込む。

　なんだろうと不思議に思ってそのまま見ていると、こちらの様子を窺うかがうように、おずおずと顔を出す。しかし、駿介と視線が合うと、また引っ込んでしまう。

　何度かそんなやりとりを繰り返していると、清花も気づいたらしい。

「なにやってるの？」

「いや、わからないんだよ」

　清花が目を向けると、少女は顔だけを出して、じっと様子を窺ってくる。

「ちょっと、行ってくるわね」

「えっ？　でも……」

　近寄ったら逃げられるのでは、という駿介の予想は外れた。

　相変わらず逃げ腰ではあったものの、少女は清花が目の前に立っても、じっとその場に佇たたずみ、清花の顔を見上げていた。その様子を見て、駿介も近づいてみる。

「どうしたの？」

「あ、あの、えっと……」

「私の歌、良かった？」

「あ、は、はい！　それはもう、ステキでした！」

　なるほど、清花のファンか。それにしても、相変わらず及び腰なのはどうしてだろう。

「しばらくはこの街に滞在するみたいだから、またおいで」

「はい！　でも、その……、いいんですか？」

「なにが？」

「だ、だって、私……。私……」

「ん？　どうしたの？」

　少女が言いよどんでいると、菜々子と萌絵もやってきた。

　少女の顔を見ると、「お、可か愛わいい子だね」と感想を述べてから、なぜか呆あきれたような表情で駿介の肩を叩いた。

「それにしても、こんないたいけな子をナンパするなんて、佐嶋っちもいけない男の子だねぇ」

「してねぇよ！」

「だったら、どうしてこんなに怯おびえてるのさ」

「声をかける前から、ずっとこんな感じなんだよ」

「ふぅん。ねぇ、お嬢ちゃん」

「は、はいっ!?」

「お名前は？」

「あ、あの、ミア、って、言います」












「ミア、か……。その姿、もしかして猫の獣人？」

「……はい」

「じゃあ、ミアにゃんだね」

「は、はいっ？」

「気にしなくていいよ。この子、変な名前の呼び方する人だから」

「変って言うな！」

　二人のやりとりに、ただでさえ丸い目をさらに丸くして、少女は呆あつ気けにとられる。

　だが、なにかを思い出したかのように、俯うつむいた。

「あの、私が、猫の獣人だって、わかるんですよね？」

「あれ？　もしかして違った？」

「違ってないです。でも、その、私……、黒髪ですよ」

「そうだね」

「そうだね？」

　なぜか、驚かれる。

「な、なんとも、思わないんですか？」

「なんともって、なにを？」

「え？　だって、私……」

「く、黒猫だ！」

　突然、誰かの声がミアの言葉を遮る。

　声のした方を向くと、街の人々が引きつった表情で、遠巻きにこちらを見つめていた。

「まだ、この街にいたのか」

「なんて不吉なんだ」

「さっさと、どこかへ追い出せばいいのに……」

　不穏な言葉の数々に、駿介はただ事ではない空気を感じ取った。

　その空気を、ミアも感じ取ったのかもしれない。獣人である分、人間よりも敏感だったということもあるだろう。

　彼女は置き去りにされた迷い子のような顔になると、踵きびすを返して走り去った。

「あ、おい……！」

　ちょっと待った、とすら口にできないほどの、素早さだった。

　ミアの姿が見えなくなった後も、人々は口々に不安を口にする。いったいなにが起こっているのか、さっぱりわからなかった。

「なあ、これはどういうことなんだ？」

　この世界の住人であるマリカに尋ねる。だが、彼女も街の人々と同じように、緊張感を孕はらんだ表情で立ち尽くしていた。

「そうか、きみたちは知らないんだな。迂う闊かつだった。まさかこんなところに黒猫がいるとは……」

「黒猫がそんなに問題なのか？」

　駿介の問いに、マリカは口元に指を当てて、言葉を閉ざすよう指示する。

「ここで話すのはまずい。どこか、人目のないところに行こう」

　促うながされ、街の外れに移動する。

　マリカはまず、忠告から入った。

「いいか、今後は軽々しく黒猫のことを口にするな」

「だから、黒猫がどうしたって言うんだよ」

「黒猫は、不吉な存在なんだ」

「不吉？」

　駿介はミアの顔を思い返した。

　俯き加減で、怯えきった表情をしたあの子が、不吉？

　地球でも、黒猫は不吉という言い伝えがある。しかし、それは時代や場所によってまちまちで、逆に縁起がいいとされる場合もあるのだ。ようするに、ただの迷信である。根拠などなにもない。

　だが、マリカや街の人々は、迷信を信じるといった感じの警戒感ではなかった。

「黒髪の猫の獣人は非常に数が少ないんだ。世界中を見ても、十人はいないだろう」

　地球でいうところの、オスの三毛猫みたいなものだろうか。あれも、かなり珍しいという。

　だが、オスの三毛猫が数百万、下へ手たすれば数千万単位で取引されることを考えると、この世界でも重宝されるのではないかと思うのだが……。

　そんな疑問をぶつけると、マリカはハッキリと首を振った。

「逆だ。十人もいない、ではなく、十人もいる、なんだ」

「……どういうことだ？」

「黒猫は、どういった因果か、恐ろしく強い魔力を持って生まれてくるんだ」

　その一言で、だいたいのところが察せられた。

　フレアルードはかつて、強大な魔力を持った人間が世界を滅ぼそうとしたことがあるという。

　この世界では、規制から外れた魔法を使うと「異端者」と呼ばれるようになる。さらに、国家や世界に重大な影響を及ぼす者を「魔人」と呼び、最重要の悪人として断罪されるのだ。

　そんな魔人たちを統率し、世界中に戦いを挑んだ者がいる。

　その者は強力な魔法を扱い、世界を恐怖のどん底に叩き落とした。いつしか、魔人を束ねる者として、「魔王」と呼ばれるようになったという。

　それが、一〇〇年前の出来事だ。

　甚じん大だいな被害を受けた人々は、それから魔法の規制に乗り出し、強力な縛りを生み出した。それは、魔王によって刷り込まれた潜在的な恐怖が味方となって、フレアルードの人々に強力に、かつ意固地なまでに徹底されることとなったのだ。

　そんな世界だから、強い魔力を持った存在というのに敏感なのもわかる。しかし、あんな幼い少女に恐れを抱くというのはよくわからない。

　マリカは続けた。

「もちろん、他にも理由はある。一番の理由はなんといっても……、一〇〇年前の魔王出現時、多くの黒猫が魔王軍に参加したという事実があるからなんだ」

　なるほど、と納得できた。

　おそらく、生まれたときから魔王の恐ろしさを説とかれてきたフレアルード人にとって、魔王軍に参加した事実というのは無視できないのだろう。

　おまけに、ただでさえ数の少ない黒猫が、大勢参戦したとなれば、先天的に世界に害をなす資質があると判断するのもムリはない。

　しかし、それは過去の出来事だ。おまけに、ミア本人は関係ない。

　いくら強力な魔力があろうとも、本人にその力を行使する意志がなければ、なにも問題はないのではないか。実際、駿介たちも似たような立場である。

　刷り込みがない分、魔法の制約に縛られない。そのおかげで、いくつかの危機を脱することができ、また、異端者として追われることにもなったのだが。

　そのことを伝えると、マリカは複雑な表情になった。

　彼女自身も微妙な立場を抱えているのだ。そして、その立場から危機に陥り、異端者扱いを受ける駿介たちに救われた経験を持つ。

　だから、一般の人々よりも、異端者に対する偏へん見けんは少ないほうだ。それでもこれだけ警戒するのは、ミアが、というより黒猫が、ただの異端者よりも恐れられているなによりの証拠なのかもしれない。

「だから、黒猫についての話題は口にしないほうがいい。もしまたあの子を見かけても、かまうな」

「いくらなんでも、薄情じゃないか？」

「気持ちはわかる。だが、私たちも異端者として追われる立場だということを忘れるな。わざわざ火種に突っ込むようなマネをする必要もないだろう？」

　理屈としてはそうだろう。けれど、ミアの諦めきったような、寂しい表情を思い出すと、気になって仕方がなくなる。

　街の人々の反応からすると、恐れられている以上に、虐しいたげられている可能性もある。

　だとすれば、地球での黒猫の扱いのように、「ああ、そういう風習もあるんだ」で済ませられるものではなかった。
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　宿に戻ると、全員で駿介の部屋に集まって収益の計算を行うこととなった。

「さぁて、いくらぐらいになりますかねぇ」

　と、舌なめずりをしそうな勢いで、菜々子がモミ手をする。品がないことこの上ないが、最後の最後で気分が沈むことがあったので、ムリヤリ雰囲気を明るくしようとしているのだろう。

　だから、駿介もその意を汲くむことにした。背中に感じた籠の重みを脳の奥から引きずり出し、にやけるような笑みを浮かべる。

「相当いったんじゃないか？」

「よし、じゃあ早速始めますか」

　フレアルードの金銭は、硬貨だけである。印刷技術が未熟なため、まだ紙し幣へいが製造できないのだ。

　銅貨、銀貨、金貨が世界共通の通貨として使用されているが、一般市民の間では、いまだに物々交換も行われているという。そんな彼らが投じてくれた硬貨は、より重さを感じさせてくれるのだ。

　床一面にぶちまけられた硬貨を、種類別に一定数ずつ積み上げていく。

「さすがはボルスモルだ。いいものには惜しみなく対価を払ってくれる」

　普段から落ち着いた性格のマリカも、今回ばかりは気持ちが高揚しているらしい。

「他の国では、これほどにはならなかっただろう」

「そうなのか？」

「もちろん、国などから招待され、劇場で公演を行えばまた違うだろう。しかし、事前の告知もなく、突発的な公演でこれだけの収入を得られるのは、この国くらいだ」

「そういえば、娯楽が少ないって言ってたな」

「ボルスモルは建国してから一〇〇年に満たない新興国だ。国としても小さいし、大きな産業があるわけでもないから、それほど豊かでもない。そんな国に、好きこのんでくる芸人や音楽家は少ないから、なかなか芸術や文化的な活動に触れる機会も少ない。機会があったとしても、こんな所へ来るのは、一段も二段も実力が下がる者たちだろうな。この国の住人は、本物の実力者に飢えているんだ」

　だから、今回の駿介たちの興行は本物として認められ、それにふさわしい対価を惜しみなく支払ったのだという。

「確かに、他の国じゃこんなに集まらなかったよな」

「豊かな国や街ほど、一流が集まるからな。道ばたで突発的に行われる興行には、たとえ素晴らしいものだったとしても、なかなか対価を支払うという気にはなれないのだろう」

　ボルスモルにやってきた理由はそこにある。

　大きな国や街では、名を上げるのが難しく、ライバルも多い。しかし、ボルスモルはライバルも少なく、目立つことさえできれば、国に召し上げられる可能性が高い。いわゆる穴場なのだ。

「でも、そう考える人って多いんじゃないか？　他の国では売れない人たちなんかがやってきそうだけど」

「考える者はいるだろう。しかし難しいだろうな」

「どうして？」

「ボルスモルは獣人による獣人のための国だ。そこに他種族の者が足を踏み入れ、また本腰を入れて過ごす気にはなれないだろう」

　そこには、人間と獣人との過去の関係が影響しているのだという。

　かつて獣人は、人間に使役されていたらしい。そのときの屈くつ辱じよくが、いまだにわだかまっているようなのだ。

「もちろん、それは過去の出来事だ。内心はどうあれ、現在の国王は、できるだけ開かれた国を目指しているらしいからな」

　けれど、他種族の流入は一向にはかどらない。獣人側に問題があるというより、人間側が避けている面もあるらしい。

「見た目が違うというのが、大きな障壁になっているんだ。それに、いうなれば獣人は半人半獣だ。どちらでもない中途半端な存在として認識されている節もある。だから……こういう言い方は好きではないのだが、人間よりも立場が低く見られているんだ」

　もちろん、すべての人間がそう見ているわけではない。しかし、そのような偏見は、大きな国や立場が上の者ほど顕けん著ちよに見られるという。

　マリカは元々、ランドベルズの王族である。確か、第三王女だったか。とにかく、王宮で暮らしていた彼女は、王族や高官たちの獣人たちへの評価を直接見聞きしていたのかもしれない。

　マリカの言葉には、事実を裏付けるような重みがあった。

「だから、積極的にこの国へ売り込みに来る者は少ない。当然、娯楽も少なくなる。狙ねらい目なのは間違いないんだ」

　その成果が、目の前にあるわけだ。

　路上での興行を繰り返し、名を上げ、いずれは国に召し上げられる。それを目的にして、駿介たちはボルスモルへとやってきたのだ。

「なんだか、騙だますようで悪いわね……」

　清花がポツリと漏もらす。

「別に、騙すわけじゃないだろ」

「でも、利用することは間違いじゃないわよね？」

　否定できなかった。

　駿介たちは、教会とランドベルズから追われる身である。

　これまで、定まった拠点を持たなかったのは、できるだけランドベルズから離れる必要があったからだ。

　しかし、いつまでも放浪の身でいることはできない。どこかで定住できる地を探していたのだが、そこで白羽の矢が立ったのがボルスモルなのだ。

　理由は、先に述べたとおり。しかし、そこには打算も含まれていた。

　駿介たちが国の専属となれば、他国は干渉しにくくなる。教会からも、国を後ろ盾にして反論することができる。

　もちろん、教会の権威を考えれば、国が守ってくれるという保証はない。しかし、なにもない、流浪の状態よりは、遙かにマシなはずだった。

　国と、そして国民が駿介たちを守ってくれる。そう期待して、やってきたのだ。

「この国の王は、人格者だとも聞いている。良く言えば広い心の持ち主、悪く言えば異端者寸前、そんな評判だ」

　マリカの一言が、ボルスモル行きを決定づけた。

　異端者にすら寛かん容ようなのであれば、自分たちを守ってくれるかもしれない。そんな打算を持って、やってきたのだ。

　話をしながら仕分けを進め、本日の収入が判明する。

　日本円に換算すると、どうやら五〇万円以上になったらしい。

　あの場にいたのは、数百人といったところだろう。そのすべてが料金を払ったわけではないだろうから、一人当たりの金額は一〇〇〇円くらいになるだろうか。

　駅前にいるストリートミュージシャンのことを考えると、一〇〇〇円というのはかなり高額だ。この国の人たちが、いかに清花たちを評価したのかがよくわかる。

「これまでの最高って、二〇万くらいだっけ？」

　菜々子が確認を求めると、萌絵は頷いた。

「だいたいそれくらいだったかな？　記録更新だね」

「凄いなぁ。二倍以上になったんだ」

「どうやら、初めて貯蓄生活ができそうだな」

　マリカは満足げにため息をついた。

　これまでは、どんなに収入があっても、旅支度をするとほとんどなくなっていた。蓄えがあるというのは、それだけで心強い。

　旅人や冒険者が金銭を持ち歩いて旅をするのは危険だし、商売人が自宅に売り上げを置いておくのも危ない。

　だから、フレアルードでは銀行のようなものが作られており、そこにお金を預けると、代わりに証書が発行され、それがあればどこの銀行でもお金を下ろすことができるのだ。

　ちなみに、興行で得た売り上げは、ある程度の額を全員に分配した後、全額をマリカに預けることになっている。異世界の事情に疎うとい駿介たちが持ち歩くよりは安全で確実であろうという判断からだ。

「佐嶋っち、今回は盗まれないように気をつけなよ」

「わかってるよ」

　実はこれまでに二度、駿介はスリの被害に遭っている。

　元の世界の中でも屈くつ指しの犯罪率の低さを誇った日本では、スリや強盗への配はい慮りよはいらないに等しい。その意識のまま異世界を歩けば、被害に遭うのも当然だった。

　とはいえ、すべてをマリカに任せてしまうのも都合が悪い。物欲のない駿介ならともかく、女性陣はなにかと物入りなのだ。

　菜々子は砕くだけてしまった竹刀しないの代わりに武器を新調したし、そうなるとメンテナンス用の道具も必要になってくる。

　萌絵は行く先々の街で本を買いあさっているし、清花も楽器の新調や備品の購入などで出費がある。そのたびにマリカにお願いするのは面倒だし、お金を使うのに気が引けるのもよくないからと、当面の生活に困らない分を除いた額を各自に分配しているのだ。

「この前買った剣はちょっと手に馴な染じまないんだよねぇ。いっそのこと、二刀流にでも挑戦してみようかな……」

　菜々子はすでに、用途について思いを巡らせているらしい。

「私は、もうちょっと質のいい弦と弓が欲しいな……」

　清花も、使い道を決めているようだ。

　彼女の場合、収入の要かなめであるため、楽器に関しては別会計にしようと提案したのだが、本人がかぶりを振って断ったという経緯がある。

「こういうのってこだわりだしたらキリがないから。いくらでも使っていいってなると、本当に際限なくすわよ？」

　だから、自分のお小遣いの範囲でやりくりする方がいいのだという。

「ボルスモルに落ち着けるといいんだけど……」

　少し不安そうに言うのは萌絵だ。

　彼女は聞かずとも、お小遣いが本に消えることはわかっている。ただ、長旅に本はかさばるので、滞在先で購入しては読み切って、その場で売るしかない。

　手元に残らないのが不満なのか、本を手放すたびに、名残なごり惜しそうな表情を見せるのだ。

　ここで、目的通りにボルスモルに落ち着くことができれば、萌絵は読書三ざん昧まいの日々を送ることができるだろう。

『あんたたち、色気がないわねぇ』

　呆れたような声はサリィである。

　床に置かれた携帯電話の画面に、一人の美女が映し出されている。

　彼女はサリィ。ここフレアルードの唯一神、ジュノーの全権大使である大精霊だ。

　なにがどうなったのかはわからないが、駿介たちがこの世界に呼び出された際、駿介の携帯電話にサリィが同化してしまい、出られなくなってしまったのだ。

　彼女自身は、元からおおらかというか、動じない性格なのか、特に不便を訴えたりはしないが、駿介にしてみればそうもいかない。

　なにしろ、駿介が見聞きしたものはすべてサリィに筒抜けになってしまうのだ。これもどういう原理なのかはわからないが、トイレで用を足すにも、サリィが同じ光景を見ていると考えるだけで憂ゆう鬱うつな気分になるのだった。

『年頃の女の子なんだから、もっとおしゃれに気を遣ってもいいんじゃない？』

「気を遣う余裕なんかないでしょ？」

　醒さめた表情で、清花が答える。

「必要なものを買ったら、それで手元にあるお金がなくなるんだから」

　そうは言うが、この中で一番外見に気を遣っているのは清花だろう。

　元の世界にいたときからおしゃれだった彼女は、人前に立つという立場上、どうしても見た目にもこだわらざるを得ないところがある。しかし、自分で言っているように、そこまでなかなか手が回らないのも事実なのだ。

　もう一つ言えば、面倒くさいということもあるかもしれない。

　最初は、パフォーマンスをするにあたって、多少なりとも化粧をしたり着飾ったりしたのだが、元の世界とは勝手の違う化粧品に悪戦苦闘し、挫ざ折せつしたという経緯がある。一から勉強するのもおっくうだし、見た目にこだわる時間を歌と楽器の練習に回したいと考えるのも当然だった。

「あたしは、見た目にはそんなにこだわってないんだよねぇ。正直、髪留めと髪をくくるゴムがあれば平気だし」

　菜々子はあっけらかんと言った。サリィではないが、年頃の女の子としてそれはどうなのかと言いたかったが、おしゃれのなんたるかを語れるほどの経験を持ち合わせない駿介には口にできないのだった。

「おしゃれに気を遣うくらいなら、毎日お風呂に入りたいな……」

　実は、一番この世界に順応できていないのは萌絵なのかもしれない。

　読書家の彼女は、フレアルードの本の少なさに辟へき易えきしており、旅の最中はずっとつまらなそうな顔をしている。

　そんな彼女だから、おしゃれをするくらいなら本を買いたいと思うのは理解できる。しかし、本よりもお風呂に入りたいという意見が出てくるのは少し意外だった。

　ただ、これもわからなくはない。

　お湯に浸つかりたいという欲求は、もはや日本人には抗あらがえない宿命だ。それがなかなかできないというのは、相当なストレスに違いない。

　その点、菜々子は憧れていた必殺技の開発が行えるし、清花も音楽で生計を立てられるようになった。この二人は、異世界で自分の特性を活かして過ごすことができている。けれど、萌絵は読書も思うようにできず、お風呂にも入れないと、二重のストレスを味わっているのだ。

「安心しろ、モエ。この街はさすがに王都だけあって公衆浴場がある。夕食の後に、みんなで行こう」

　マリカの言葉に、萌絵ははかなく笑った。

　本当は一人でゆっくりしたいんだけど……。そんな本音が透けて見える笑いだった。

『うーん、もったいないわねぇ。みんな、ちゃんと着飾れば、誰もが振り向く美人さんなのに』

「着飾るって柄じゃないって」

　菜々子は否定するが、まんざらでもなさそうだ。彼女の本音としては、着飾ってみたいがどうすればいいのかわからない、といったところだろう。

『ああ、もどかしいわねぇ！　こんなところに閉じ込められてなきゃ、私が手取り足取りいろいろ教えてあげられるのに！』

　画面の中で、地じ団だん駄だを踏む勢いで悔しがる。

『っていうか、駿介くん、こういうときこそあなたの出番でしょ!?』

「えっ？　お、俺!?」

『どうせお金の使い道なんかないんでしょ？　だったら女の子たちにプレゼントの一つや二つ買ってあげなさいよ』

「なんで俺が……」

『それぐらいの甲か斐い性しようは見せなさいよ。日頃からお世話になってるんでしょ？　……いろいろと』

「いろいろって、なに？」

　素朴な疑問を呈する菜々子に、駿介は「い、いろいろ、だよ」としか答えられなかった。萌絵の顔だけがやや赤いということは、彼女はいろいろについて理解してしまったらしい。きまずい。非常にきまずい。

「そ、それより、そろそろ夕食の時間じゃないか？」

「む、そうだな。では、さっさと分配して、残りを預けに行ったら夕食にしよう」

　マリカが締めに入る。

　話題を変えることができてホッとするが、サリィだけは『ぐふふふふ』と大精霊様にふさわしくない下世話な笑みを漏らすのだった。
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　夕食は宿の食堂で提供されることになっていた。

　行ってみると、すでに豪勢な料理が用意されており、駿介たちの度ど肝ぎもを抜いた。

「あれ？　こんなに頼んでたっけ？」

「いや、ごく普通の夕食を頼んだはずだが……」

　聞いてみると、宿屋の主人が広場での興行を見ていたらしく、すっかり気に入ってしまったというのだ。

　おかげで駿介たちは、通常料金で食べきれないほどの料理を腹に収めることができたのだった。

　ここ最近はまともなものが食べられなかっただけに、駿介はもちろん、女性陣も食欲を存分に発揮した。

「いやぁ、いい食べっぷりだねぇ。こっちとしても作り甲斐があるってもんだ」

　宿の主人は満足そうに笑った。

　主人は犬の獣人らしく、垂れた耳と、笑ったときに覗いた牙が特徴的だった。

「いえいえ、おやっさんの腕がいいから、いくらでも腹に入るんですよ」

「そう言ってもらえると嬉うれしいねぇ。しばらくは滞在するんだろ？　毎日うまいもん食わしてやるからな！」

「ありがとうございます！」

　女性陣の感謝に、主人はますます満足げな笑みを浮かべる。

「いや、でもマジでうまいよな」

「移動中は干物や乾物ばっかりだもんねぇ」

　菜々子は椅子に寄りかかって、満腹になった腹を叩いた。

「暖かいものを食べられるだけで、ホント、幸せだよ」

　旅の道中は、どうしても日持ちのする食べ物ばかりになる。魚を釣ったり野生の動物を狩ることができればまた違うのだが、食糧の確保にそうそう時間を割さくわけにはいかないので、偏かたよった食事になるのはしかたのないことだった。

　たまに、街から街へ、国から国へ移動する商隊キヤラバンと同行できることはあった。

　彼らは大所帯で馬車などを活用して移動するため、食事もそれなりなものが提供される。そこに用心棒として参加したときは、まともな寝床も与えられて非常に快適だったものだ。

　しかし、自分たちの進む方向に、常に商隊がいるわけではない。

　ボルスモルまでの道のりは、買い込んだ保存食で腹を満たし、野宿を繰り返してきたのだ。女性陣たちにとってみれば、食事が提供されるだけでなく、屋根のある場所で眠れるだけでも嬉しいに違いない。なにしろ、花も恥じらう女子高生たちなのだ。トイレのあるなしは、死活問題である。

　食事が終わると、一番活躍した清花は「疲れた」と言って早々に部屋へ戻ってしまった。残った面々は食後のお茶を楽しんでいたが、そのうち、女性陣はそろってお風呂へと出かけることにしたらしい。

　本当は駿介も一緒に行けばいいのだが、なんとなくためらわれるものがあって、食堂に居続けることにした。

　ぼうっとしながらお茶を飲んでいると、片付けが済んだらしい主人がやってきて、駿介の隣に腰を下ろした。

「おまえさんたち、しばらくはここに滞在するんだろ？」

「ええ、その予定です」

「だったら、暇なときでいいから、東方のことについて聞かせてくれないか？　東方人なんて滅多に見かけないし、噂うわさくらいしか聞いたことがないからさ」

「……どんな噂ですか？」

「断片的な噂でしかないけどな。文化や風習が独特だとか、妙な格好をしてるとか」

　いまの駿介は、元いた世界の、学校の制服を着ている。これがフレアルードの人々には、異国情緒に溢あふれた姿に見えるらしい。いわゆる、民族衣装的なものと認識しているようなのだ。

「見た目も、この辺に住んでる人間とはちょっと違うとか」

　そう言って、主人は駿介の顔をまじまじと見つめた。

「確かに、ちょっと違うよな。あの自由剣士の姉ちゃんは東方人じゃないだろ？」

「はい。彼女は、ランドベルズの出身です」

「あの子以外はやっぱ、どこか違うなってわかるんだよ。おまえさんも、他の三人の女の子も」

　地球で言うところの西洋人と東洋人の違いのようなものだろうか。それくらいの違いなら駿介にもわかるが、東方人を見たことのない駿介にはどれほどの違いがあるのかわからないのだった。

「そういえば、何人かいた踊り子はどうしたんだ？」

　ワルキューレのことだろう。これについては、あらかじめ言い訳を用意してあった。

「あの子たちは、別のグループなんですよ。旅の途中でたまたま出会って、なにか一緒にできないだろうかってなったんです」

「なんだ、じゃあ、もしかしてあの一回きりなのか？」

「ボルスモルには他の国へ行く途中で立ち寄っただけって言ってましたから」

「そうかぁ、残念だなぁ」

　元から、ワルキューレを人目にさらすのは一回きりと決まっていた。清花の消耗が激しいのはもちろんのこと、魔力体であることが知られれば、駿介たちはとたんに追われる身となってしまうからだ。

　追う側は警察のようなものや、軍隊だけにとどまらない。異端者に対しては、一般市民であっても、それこそ、老若男女問わず、恐怖の対象として見られてしまうのだ。それこそ、目の前にいる気さくな主人であっても、駿介たちの素性を知ったらとたんに豹ひよう変へんするだろう。

「でも、いまいる子たちは不思議な魅力があるよなぁ。みんな特徴的な美人だし。やっぱあれか？　あの中の誰かと、いい仲だったりするのかい？」

「いやいや、そんなことはないですよ」

「なんで？　あれだけ可愛い子たちなのに、口説いたりしないの？」

「……できないですよ」

　なにしろ、彼女たちとまともに会話をするようになったのは、この世界に来てからなのだ。時間にすればたった三カ月である。これでは、惚ほれた腫はれたを論ずることもできない。

「それこそなんで。けっこう、みんなと仲よさそうだったじゃないか。向こうの方も、あんたのことはまんざらでもないんじゃないか？」

　そう見えるのは、元の世界では経験し得ないような、濃密な時間を見過ごしてきたからだろう。けれど、それは甘あま酸ずっぱいものではなく、どちらかといえば不測の事態に協力せざるを得なかった強制的な連帯感なのだ。

　さらに言えば、恋人はもちろん、友達とも違った関係である。仲間や同士、と言ったほうが近いかもしれない。最近は、興行主とパフォーマーとその付き人、という関係になりつつあるような気もするが。

　いずれにせよ、みんな恋愛関係とは遠いところにいる。なにより、異世界で生活していくのにいっぱいいっぱいで、恋愛をする余裕がなかったというのもあるし、もちろん、いまの居心地のいい関係を崩したくないという自制も働いていることを、駿介は否定できなかったが。

「なんだよ、もったいない。みんな違うタイプなのに、一人くらい気になる子はいないのか？」

「いまのところは、そういう感じにはならないですね」

「あの歌のうまい子はどうなんだ？　スタイルもいいし、声も綺き麗れいだ」

「でも、けっこうきつい性格ですよ？」

「じゃあ、一番小さい子はどうだ？　なんだか守ってやりたくなるような、従順そうな女の子じゃないか」

「でも、けっこうしたたかですよ？」

「だったら、一番明るい子はどうなんだ？　一緒にいると楽しそうじゃないか」

「でも、けっこうアホですよ？」

「自由剣士の子は？　しっかりしてそうだが……」

「でも、けっこう凶暴ですよ？」

「あんた、そんな欠点をあげつらうような見方ばっかりしてて、人生楽しいか？」

　そんなこと言われても、事実なのだから仕方がない。

　主人の印象は、第一印象としては間違っていない。ただ、少しでも彼女たちの本性を知ると、真逆な印象を抱くのだ。

　とはいえ、その印象が欠点ではなく、それはそれで彼女たちの魅力というか、「らしさ」として感じられるのだから、決してマイナスなイメージにはならないのだが。

「人間はもっと欲望に忠ちゆう実じつに生きてる印象なんだがなぁ」

　そういえば、マリカは獣人は一段低く見られていると言っていたか。

　彼らはそのことを当然、知っているだろう。広場での最初の反応を見れば、獣人側も人間に対してあまり良い感情を持っていないのかもしれない。

　それでも、こうやって歓迎してくれる辺り、獣人のほうが柔軟なのか、清花の力に寄るところが大きいのか。

「もしかして、あの子たちに手を出しちゃいけない決まりでもあるのか？」

「まあ、そういう感じです」

　話を打ち切るために適当に返事したが、半分は本当のことだった。

　菜々子に清花、そして萌絵は、過去に駿介と出会っていて、自分の行動によって救われたと言っていた。

　駿介にその自覚はないのだが、面と向かって感謝されるくらいには重要な出来事だったらしい。

　だから、彼女たちが駿介のことを憎からず思っていることは理解していた。にもかかわらず、そこから先へ進展しないようにブレーキをかけているのは、駿介自身が自分にあまり価値を見いだしていないからだった。ようするに、自分と彼女たちとでは釣り合わないと思っているのだ。

　主人に言われるまでもなく、彼女たちはみんな魅力的な女の子である。

　菜々子は気さくな性格で、人付き合いが苦手な駿介でも会話に困らないタイプの子だし、萌絵は読書家で物静かだが、意外なほどに強い芯を持っている。清花に至っては、ギャルっぽい見た目とは裏腹に、音楽に対しては熱いものを心の内に秘めている。

　そして、マリカは追われる身とはいえ、ランドベルズの王族である。

　駿介からしてみれば、みんなはまぶしすぎるのだ。

　おもしろい話が聞けそうもないとわかると、主人はさっさと話題を変えてきた。

「そういえば、あんまり大きな声じゃ訊きけないんだが……」

「なんです？」

　主人は内緒話をするように、顔を近づけてきた。

「東方人って、ジュノー様以外の神様を崇あがめてるって、本当か？」

　初耳な情報に、駿介は返答に窮した。

　駿介たちは東方人を名乗っているが、実はマリカを含め、誰も東方人には会ったことがないのだ。

　あくまで噂を含めた伝聞でイメージを作り上げているに過ぎない。それでいままでなんとかやってこられたのは、東方人があまり他国の人間と交流しない、閉鎖的な人種のおかげだったからだ。

　多少のウソが混じっていても、フレアルードの人々はそれを見抜けない。そして、ウソをついている駿介たちも、それがウソかマコトかわからないまま、東方人を名乗るという奇妙な展開に陥っているのだ。

　だから、いまの質問も、駿介には答えられない。とはいえ、答えないわけにもいかなかった。

「いや、そんなことは、ありませんよ」

「そっか。そうだよなぁ。ジュノー様以外の神なんて、いるわけないもんなぁ」

　正解だったかどうかはわからない。ただ、魔法の規制や教会の勢力を考えると、一般人であっても別の神を許容するとは思えなかったのだ。無難な答えに落ち着かざるを得なかった。

「……その話は、どこから？」

「いや、あくまでも噂だよ。俺も東方人には会ったことないからな。でも、もし、そんな信仰を持っていたら、ちょっと許せないよなぁ」

「他の神を崇すう拝はいするなんてありえないですよ。だって、それって、偽物の神様ってことでしょう？」

「そうなるな。まあ、あんたの答えを聞いてホッとしたよ」

「もし、他の神を崇拝してるって言ったら、どうしました？」

「そりゃ、教会なりなんなりに通報するだろうさ。ジュノー様以外の神を崇拝するってことは、世界への反逆だ。それはつまり、第二の魔王の出現を願ってるってことだろ？　異端者は厳しく取り締まらないとな」

　駿介の背中を、冷や汗が流れる。

　無難な答えに徹して良かったと、心の底から思った。
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　興こう行ぎようは、野の木ぎ清さや花かの体調を考こう慮りよして、二日に一度のペースで行うと決めていた。

　だから、興行の翌日は、営業と宣伝に、街中をかけずり回ることになる。

　各自が街中に散らばって、売り込みに出かけた。

　駿しゆん介すけは、清花と一緒に行動することになった。

　本当は、彼女には休んで欲しかったのだが、「もっと公演に適てきした場所を探したい」という要望もあって、連れ立つことになったのだ。

　最初の公演は街の出入り口近くだったが、今回はなるべく中心街、できれば、王宮からも見えるような場所が理想だと清花は言った。

「やっぱり、最終目標は国のお偉いさんに認めてもらうことだから。見えるだけじゃなくて、声も届けば完かん璧ぺきね」

　ただ、その理想の実現は難しいようだった。さすがに王宮ともなれば、一般人が気軽に立ち入ることはできない。街と王宮の間には高い城壁がそびえており、声が届く距離という要望は叶かないそうもなかった。

　となると、次の候補地は、街の中心部にある中央広場だろう。

　ちょっとした野球場くらいの広さがあり、人の通行量も多い。それに、少し遠目になってしまうが、王宮の上のほうからなら、この広場は目につくはずだった。

　ここが人で埋め尽くされれば、イヤでも目立つだろう。

　しかし、清花は翌日の会場よりも、違う場所が気になるらしい。

　彼女の視線は、広場の少し先にある、大きな箱形の建物に注がれていた。

「あれは？」

「王おう立りつ劇げき場じようよ。国に認められれば、最初の公演はあそこになるでしょうね」

「世界へ羽ばたくための、足がかりだな」

「それもあるけど……、やっぱり、音楽家としては、ああいうしっかりした劇場で演奏したいのよ」

「そうなのか？」

「歌も楽器も、音を響かせる必要があるでしょ？　でも、屋外だとその響きが全方向に散ってしまうし、上に抜けてしまう。本来、演奏には向かないのよ」

「それでも、野木さんの演奏は凄すごいと思うけど？」

「屋内ならもっと良くなるのよ。ホールも楽器の一つって言われるくらいだし」

「そんなに変わるの？」

「お風呂場で歌うとうまく聞こえるでしょ？　あれと同じような感じ。音も反響板で跳ね返って、会場内にまんべんなく行き渡るから、聴ちよう衆しゆうが受ける音圧は段違いよ」

　うまく想像できないが、彼女が力説するのだからその通りなのだろう。

　万全の態勢で演奏したい。そういう気持ちはわからないでもなかったが。

　会場が決まると、あとはその周辺で宣伝を行うだけだ。

　清花の噂うわさは、中心街にも広まっていたらしい。

　彼女が顔を覗のぞかせ、公演の案内をすると、みんな瞳ひとみを輝かせて「楽しみにしている」と言ってくれた。

　さらに鍛か冶じ屋やの男性は、豪ごう快かいな笑顔で出迎えてくれた。

「お、あんたが噂の歌うた姫ひめか。宿屋の親父おやじから話は聞いてるぜ」

「ありがとうございます」

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうだが、背はそれほど高くない。筋肉質の体に、巌いわおのような顔つきなのだが、頭の上には可か愛わいらしい長い耳がぴんと伸びている。シッポも、短い上にやけに丸い。

　おそらくは、ウサギの獣じゆう人じんなのだろう。残念ながらこの組み合わせは、かなり異様に見える。

　そんな感想はおくびにも出さず、駿介は男の言葉に耳を傾けた。

「あいつが興奮した口調でまくしたてるからさ。こりゃ、是ぜ非ひとも聞いておかなくちゃって思ってたんだ。みんな、期待してるぜ。そうそう、それから商店街の連中と話し合ってな、俺たちもちょいとばかり、お手伝いをしようと思うんだ」

「手伝い、ですか？」

「まあ、そこは当日のお楽しみってな。場所は、そこの中央広場でいいんだろ？」

「はい」

「広場のどのあたりでやるんだ？」

「大きな花壇がありますよね？　あの前でやる予定です」

「そっか。わかったよ」

「いったい、なにをするんです？」

「だから、それは当日のお楽しみだよ」

　意味深に、笑ってみせる。

　顔を見合わせた駿介と清花だが、翌日になって会場に着くと、彼の言っていたことが判明した。







「どうだい、この舞台は。一日仕事にしてはよくできてるだろ？」

　鍛冶屋の親父が、自じ慢まんげに胸を張る。

　駿介たちは、呆あつ気けにとられてそれを見上げた。

　花壇の前に、木で作られた即席の舞台ができあがっていたのだ。

　確かに、よくできている。

　骨組みはしっかりと組み上げられているし、舞台の床も、かなり厚い木でできている。

　菜な々な子ことマリカが飛び回っても、簡単には踏み抜けないだろう。

　また、高さが二メートルほどある。これだけの高さがあれば、少し離れたところからでも、舞台の様子が見えるはずだ。

「あんたたちに舞台を用意してやりたかったっていうのと、遠くの人たちにも見えるようにしたかったんだ」

　とは、宿屋の親父だ。

「俺も、最初の公演のときは、背伸びしてようやく見えたくらいだからな。女や子供たちには厳しいと思ったんだ」

　その心こころ遣づかいに、駿介は全身全霊で頭を下げることしかできなかった。

　それだけ、期待されているということだ。

　広場には、駿介たちの宣伝に加え、口コミで広がったのか、非常に大勢の人々が押し寄せていた。

　どんなに少なく見積もっても、一〇〇〇人は超えているだろう。

　早くも皮かわ算ざん用ようを始めたくなったが、少し心配なこともあった。

「野木さん、大丈夫？　緊張しない？」

「するわけないでしょ」

　駿介の杞き憂ゆうを、清花は一言で斬きって捨てた。

「この程度で緊張していたら、人前になんか立てないわよ」

　そうは言うが、少し表情が硬い。音楽での受賞歴があるとはいえ、ブランクもあるのだ。これほど大勢の前で演奏を披露するとなれば、ムリもない。駿介には絶対に不可能な芸当だ。

　それに、今回は一昨日おとといと違って、期待に胸を膨ふくらませた観客ばかりなのだ。舞台を設営してくれた鍛冶屋の親父たちも裏切れない。そのプレッシャーは半端ではないだろう。

　こういうときにこそ、ワルキューレが使えれば……。

　ワルキューレは、清花にとっては盟めい友ゆうのようなものだ。彼女たちが一緒にいれば、きっと心強かったに違いない。

　本当なら、マリカと菜々子も一緒に出て行けばいいのだが、公演の主はあくまで清花なのだ。そこだけはぶれさせないでくれと萌も絵えに頼み込んだのは、他ならぬ駿介自身である。

　公演の主体がぼやけては、意味がない。清花の才能に惚ほれ込こんだ駿介は、それだけは譲れなかったのだ。

　その意を、萌絵は忠ちゆう実じつに汲くんでくれた。おかげで清花にとんでもないプレッシャーがかかっているわけだが、そのことで清花が不満を漏もらすことはなかった。

「訂正。やっぱ少し緊張してるわ」

「そうだよな……」

「でも、この程度で本ほん領りようが発揮できないようじゃ、世界では戦えない」

　自らを鼓こ舞ぶするように言い切って、清花は即席でこしらえられたステージに向かって歩き出す。

　こうなったら、駿介には公演の成功を祈ることしかできない。後は、清花の胆たん力りよくに期待するだけだ。

　歌い始めた清花の声は、やはり少し固かった。張りはともかく、伸びがいまいちだ。

　けれど、それは駿介が聞き慣れていたからだろう。

　広場に集まった聴衆は、どよめきを持ってその歌声を迎え入れた。

　どよめきはやがてざわめきへと変わり、そのうち歌声に聴き入るために静せい寂じやくとなって清花の歌に応えた。

　その反応を肌で感じ取ったのだろうか。清花の声は、尻上がりに調子を取り戻していく。

「なんとかなりそうだね」

　菜々子がホッとした様子を見せる。駿介も同じ顔をしていただろう。

　このままいけば、成功は間違いなしだ。

　そう確信した矢先だった。

「おらおら、邪じや魔まだ！　どけぇい！」

「なんの騒ぎだいったい！　通行の邪魔になるのがわからんのか！」

　いきなり、誰何すいかの声が上がる。

　ぎょっとして駿介は、声のした方に目を向けた。

　そこには、一〇人ほどの武装した兵士が、一人のでっぷりとした男を守るようにして歩いていた。特に獣人としての特徴が見受けられないから、彼らは普通の人間なのだろう。

　この国で人間を見るのは初めてだった。太った男は豪ごう奢しやな服とマントを身につけているから、どこかの国の外交官なのだろうか。

　気になるのは、街の人々の反応だ。

　みんな、忌いま々いましげな、嫌けん悪お感かんむき出しの表情を、この一行に向けているのだ。

　一瞬、人間と獣人の対立構造が脳裏に浮かぶ。しかし、駿介は即座にそれを否定した。

　自分たちは、歓迎こそされなかったが、これほどの悪意をぶつけられることもなかった。物珍しさからではありえない態度だ。

　いったい、彼らは何者なのだろう。

　兵士たちは、近くにいる聴衆を視線と武器で威い嚇かくしながら、強引に道を切り開いていく。

　こうなると、聴衆は清花の歌どころではなくなる。みんな、不満そうな表情を浮かべながらも、渋々と道を空あけて通路を作った。

「まったく、これだから獣人どもは！」

「徒党を組むことだけは一人前だな！」

　兵士たちは悪あく態たいをつきながら、押し進む。

　そんな中、太った男が舞台上の清花に目を向けた。

　なめ回すような視線に、清花は身をよじる。

　そこへ、反対側から凄すさまじい速度で、慌てた様子の二人の兵士がやってきた。こちらは特有のシッポを持っていることから獣人とわかる。菜々子のポニーテールのようなシッポと、人間離れした脚力から、馬の獣人なのかもしれない。

「だ、ダイン様、いつこちらへ？」

「たったいまだ。見てわからんのか？　ああん？」

　ダインと呼ばれた太った男は、粘り着くような声で畏かしこまる二人の兵士を見下ろした。

「それより、貴様らは礼儀がなってないな。貴様らはなんのためにここへ来た？」

「そ、それは、ダイン様をお迎えしようと……」

「迎えに来た？　貴様らの国では、客人を歩かせるのが礼儀なのか!?　普通は馬車なりなんなり用意するところだろうが！」

「は、は！　申し訳ありません！」

「これだから獣人どもは！　貴様ら、馬の獣人だろう？　せめて本物の馬になれればいいものを、そんなこともできないから貴様らは中途半端な存在なのだよ」

　一方的な物言いにも、兵士二人は頭こうべを垂れて謝罪を繰り返すことしかできない。

　すぐ近くで、演奏を中断された清花が戸と惑まどいの表情を見せていた。どうしたらいいのかとこちらに視線を送ってくる。

　なんだかわからないが、邪魔をされたことは確かだ。他人に対しての横おう柄へいな態度も腹が立つ。

　さらに、決定的な言葉がダインの口から放たれた。

「ふん、粗野な連中には下品な音楽がよく似合う！　乞こ食じきに感かん銘めいを受ける気が知れんな！」

「下品、だと……？」

　さすがに、聞き捨てならなかった。黙っていられなかった。

　文句を言ってやろうと、一歩を踏み出したとき、誰かが駿介の肩を摑つかんで引き留めた。

「やめておけ」

　聞き慣れない低い声に、駿介はギョッとして振り返った。

　そこには、見上げるような大男がいた。

　身長は二メートル近くあるだろうか。彫りの深い顔立ちに、獅し子しのたてがみのような髪を持った男だ。

　厳いかつい容貌ながら、マリカと通じる気品のようなものを感じる、不思議な雰囲気の男だった。

「あいつらに関わるのはまずい」

　忠告するその口元からは、鋭い牙きばが覗き見える。おそらく、見た目通り、獅子の獣人なのだろう。












「どうしてですか。あいつら、俺たちの邪魔を……」

「ヤツは隣国の大使だ。下へ手たに突っかかると、些さ細さいなことでも牢ろうにぶちこまれるぞ」

「でも……」

「それに、外交問題にも発展しかねない。あんたらが余所の人間だとしても関係ないだろうな」

　自分たちだけならともかく、この国にも迷惑がかかるとなると、それ以上は強く出られなかった。

　萌絵は清花を手招きして呼び戻す。ダインたちに絡まれたら、厄やつ介かいだからだろう。

「佐さ嶋じま、あいつら……」

　清花は不安そうながらも、憤いきどおりを見せている。大切なステージをぶちこわされたのだ。文句の一つも言ってやりたいところだろう。

　事情を説明してなだめるが、納得はしていないようだった。

「あいつら、そんなに偉いヤツなの？」

　菜々子の疑問に、獅子の男は頷うなずいた。

「ヤツらが、というより、ヤツの後ろにいる国が、というべきだろうな。ヤツの国は隣国のサンズガルド、世界屈くつ指しの大国だ。ボルスモルはサンズガルドの後ろ盾で成立した国だからな。頭が上がらないのはムリもない」

「でも、あの様子は明らかに虐しいたげられてるみたいですけど……」

「力の上下関係がハッキリしているからしかたないんだ。ボルスモルはサンズガルドの後ろ盾なくしてはやっていけないが、サンズガルドはボルスモルにたいした価値を見いだしていない。あってもなくてもいい国だから、扱いがぞんざいになるのさ」

「対等じゃない、ってことですか？」

「実際、ボルスモルは小国だからな。周囲を険しい山脈と広大な森に囲まれているという立地に、サンズガルドの庇ひ護ごがあるから、どこからも攻められることもなく存在することができているんだ。もしサンズガルドが手を引いたら、こんな国、一日で消滅するはずだ」

「どうして、サンズガルドはボルスモルの後ろ盾になったんですか？　こういったらなんですけど、あまり利用価値がないような……」

「ここは防ぼう波は堤ていなんだよ。山と森という天然の要よう塞さいがあるとはいえ、これらを越えてくるのは不可能じゃない。一国の軍隊はともかく、お尋ね者やならず者が流れ込んでくることはよくあるんだ」

　駿介はギクリとした。自分たちがまさに、そうやって流れ込んできたお尋ね者なのだ。

「物騒な連中が押し寄せてきたら、サンズガルドとしては迷惑だ。だから、自国の手前に防波堤となる国を作ることで、そいつらを押しつけることにしたのさ」

「それをよく、受うけ容いれましたね」

「獣人が治める国を作るのは、獣人たちの悲ひ願がんだったからな。さっきの対応を見ただろう？　獣人っていうのは、悔しいがヤツの言う通り、中途半端な存在なんだ。人間でもなく、かといって動物でもない。エルフやドワーフのように、独自の生き方ができるわけでもない。それに、獣人は過去に、人間に使し役えきされていたという過去もある」

「動物の特性を引き継ぐ獣人は、戦争や過か酷こくな労働に駆り出されることが多かったらしい」

　マリカが引き継ぐ。この辺の話は、フレアルードでは有名のようだ。

「だから、先々代の国王がこの国を立ち上げたとき、サンズガルドの要請を受け容れざるを得なかったんだ。それから一〇〇年、なんとかここまで発展してきたボルスモルだが、サンズガルドからの扱いは変わらないままなのさ」

　大男は、諦めたようなため息をつく。

　だから、サンズガルドの大使であるダインには頭が上がらないということか。下手に反抗すれば、それを口実にどんな仕打ちを受けるかわからないからだ。

　ここで、駿介たちが怒りにまかせてダインをぶちのめすのはたやすい。しかし、その後に待ち受けるボルスモルのことを思うと、とても実行に移せるものではなかった。

　ダインは、ボルスモルの兵士に先導されて広場を後にした。その際も、ずっとボルスモルや獣人に対する暴言を吐きまくっていた。

「むかつくヤツですね」

「それは国民の誰もが思っていることだ。いまだって、事前の通告もなくやってきたはずだ。迎えの馬車を用意できるはずもないだろうに、ヤツはそれをわかっていて、わざとやっているのさ」

「どうにか、できないんですか？」

「できないだろうな。サンズガルドの公館は、ボルスモルとの国境沿いにある。公館とは言いながら、実質はボルスモルを監視する要塞だ。こちらの対応次第では、いつでも攻め落とすつもりなんだろうな。どんな扱いを受けても、ボルスモルは我が慢まんしなくちゃならない。なにも反抗できないことがわかっているから、ダインも調子に乗るんだ」

「じゃあ、今日も嫌がらせのためだけに……？」

「いや、さすがにヤツもそこまで暇じゃないだろう」

　言い切ってから、男は不意に声を潜めた。

「実はここ数年、ボルスモルでは獣人の子供だけが行方不明になる事件が相次いでいるんだ」

「行方不明？」

　穏やかではない情報だ。

「もう、十数人にはなるかな。自分の意志で行方をくらますような年齢ではない子供もいたし、家に押し入られて連れ去られた子供もいる。つまり……、誘ゆう拐かいだ。それも、おそらくは同一犯によるものだろうな。なんの目的があるのかはわからないが、被害の数が尋常ではない。国も全力を挙げて犯人の行方を追っているが、手がかりすらない状況なんだ」

「そんなこと、あり得るんですか？」

「あり得てしまっているから、困っているんだよ」

　男は、重苦しいため息をついた。苦笑する余裕すらなさそうだった。

「それが、サンズガルドとなんの関係が？」

「手口から言って、なんらかの犯罪組織が関わっているのは間違いない。いまはボルスモルだけが被害に遭っているが、その連中がいつ、サンズガルドに魔の手を伸ばすかわからないからな。だから、ダインはことあるごとに犯人を一刻も早く捕まえるよう、国王に圧力をかけにきてるのさ」

　嫌みや悪態をつくダインに対し、平身低頭しながら努力を約束する国王の姿が目に浮かぶ。まだ見たことも会ったこともない国王に対し、駿介は同情を覚えた。

「それにしても、いろいろと詳しいですね」

「……この国にいれば、これくらいは自然とわかるのさ」

「そういえば、まだ名前を聞いてませんでしたね」

「あれ？　そうだったか？」

　きょとんとした表情は、厳つい顔とは裏腹に、どこか愛あい嬌きようを感じさせた。この辺り、猫科の動物の特徴なのかもしれない。

「すまないな。俺はバロン。見ての通り、獅子の獣人だ。一応、ボルスモルの王宮に雇われて、市し井せいの様子を調査、観察する役目を負っている。とはいえ、そんなに堅苦しい役所ではないから、見かけたら気軽に声をかけてくれ。外国の、それも東方人から見たボルスモルがどんな風に見えるのか、知りたいからね」

　役人というのは驚いた。しかし、王宮に繋つながる人物と知り合いになることは、悪いことではないだろう。

　続いて、駿介たちも自己紹介する。すでに噂を聞いていたのか、細かいことを語る必要はなかった。

「それより、これからどうするんだ？　観衆はまだ帰ってないみたいだが」

　確かに、広場にはまだ人々が大勢残っている。興行が中途半端なところで打ち切られ、帰るに帰れないといったところか。ダインの態度に、愚ぐ痴ちを言い合っている人もかなりいるようだが。

「野木さん、どうする？」

「どうするって、このまま終わるわけにはいかないでしょ？」

「いやな気分のまま、帰らせるわけにも行かないからね」

　清花だけでなく、菜々子もやる気満々のようだった。

　ならばと、駿介は清花を再び舞台へ送り出した。

　結果的に、清花は健けん闘とうした方だろう。菜々子とマリカも頑張った。

　しかし、一度途切れた緊張と集中力は、すぐに取り戻せるものではなかった。それは観衆も同じだったに違いない。

　公演は多いに盛り上がったが、初日のような熱狂というまでには至らなかった。

　なにもかもが中途半端なままで、二回目の公演は幕を閉じたのだった。
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「不完全燃焼だわ……」

　清花が呻うめくように呟つぶやいた。

「今日ばかりは仕方ないよ」

「ううん、実演にハプニングはつきもの。それを乗り越えて本領を発揮できてこそプロなのよ」

　相変わらず、求める理想が高い。だからこそ、人々の心を動かす演奏ができるのだろうが。

「とにかく、帰ったら反省会ね。今後もああいうハプニングがあるかもしれないから、ある程度は事前に対策を練っておかないと」

　清花の言葉で、駿介たちは撤収することになった。

　今日は、報酬の入った籠かごが軽い。初日よりも大勢の人が訪れたのに、この結果である。隣国の大使たちに、駿介は怒りを覚えた。

　宿への帰り道、駿介は裏通りの小道が騒がしいことに気がついた。先ほどの騒動が頭にあったので、慌てて駆け寄ってみる。

　すると、そこでは五、六人の子供がとっくみあいのケンカをしているところだった。だが、よく見てみると、一人の少女を他の子供が寄ってたかって殴なぐったり、蹴けり飛ばしたりしているのだ。

　これはケンカではない。いじめなどというレベルでもない。一方的な暴力だ。

「ちょっとあなたたち、やめなさいよ！」

　駿介が声を上げるよりも早く、菜々子が叫んだ。

　ビクッとして子供たちは振り返るが、臆おくした様子は見せなかった。

「なんだよ」

　リーダー格らしい男の子が、駿介たちを睨にらみつける。

「なんで止めるんだよ」

「止めるに決まってるでしょ！　自分たちがなにをやってるかわかってるの!?」

「わかってるよ。黒猫を懲こらしめてるんだ」

「黒猫……？」

　言われて、一方的にやられていたのがミアだったことに気づく。

　彼女は、地面にうずくまって、こちらの様子を窺うかがっていた。

　服はボロぞうきんのように汚れ、所々破れている。あちこちに擦すり傷きずがあり、青あざも至る所に散見された。相当、酷ひどくやられたようだ。

「だって、黒猫は悪いやつなんだろ!?」

「とんでもない魔力を持った異端者じゃないか！」

「こいつのせいで、魔王は世界を滅ぼすような力を手に入れたんだ！」

「こいつはいつか、世界を滅ぼすに違いないんだ！」

「だから、いまのうちにやっつけておくべきなんだよ！」

「あんたたち、そんな迷信信じてるの!?」

　菜々子は怒ど鳴なった。殺気立った声色は、子供たちをひるませるのには充分だった。

　だが、子供たちも負けてはいなかった。

「ほ、本当のことだよ！」

「みんな言ってるよ、黒猫は危険だって！」

「ボルスモルで子供が行方不明になってるのも、こいつのせいだよ！」

「こいつのせいで、ボルスモルの王様が迷惑してるんだ！」

「サンズガルドなんかにいいように言われて、こき使われるんだ！」

　いくらんでも話が飛ひ躍やくしすぎだった。

　百歩譲って、迷信から黒猫を恐れるのならまだわかる。しかし、子供が行方不明になる事件までミアのせいにするのは、こじつけもいいところだった。

「この子がやったっていう証拠はあるの？」

　清花が威圧するように子供たちを見下ろす。

「な、ないよ。でも、いくら探しても犯人が見つからないんだ！　だったら、こいつしかいないじゃないか！」

「はぁ？　バカじゃないの!?　証拠もないのにこの子を疑うわけ？　疑うどころか、暴力まで振るうわけ？」

「だって、黒猫はいないほうがいいんだろ!?」

「こんなやつ、さっさとやっつけるか、追い出しちゃえばいいんだよ！」

「よしわかった」

　底冷えするような声で、菜々子が言った。

　気がつけば、いつの間にか剣を抜いている。

「だったら、あたしがあんたたちをこの国から追い出してあげるよ」

「な、ナナコ！　やめろ！　こんなことでもめ事を起こすな！」

「止めないでマリリン！　あたしは、こういう性しよう根ねの腐った連中が大嫌いなんだ！」

「気持ちはわかる！　だが、この子たちをどうにかしたところで根本的な解決にはならないだろ！　黒猫に対する恐怖はこの子たちだけじゃない、国全体、世界全体の共通認識なんだ！」

　菜々子はぐっと唇をかみしめた。

　道を作るために森を切り開くのに、雑草をいくつか抜いたところでなんの進展にもならない。それと同じことだ。それどころか、駿介たちが再び犯罪者として追われることになりかねない。

「あんたたち、東方の芸人なんだろ？　東方人ってのはやっぱどっかおかしいんだな」

「黒猫を守ろうとするなんて変だよ！」

「やっぱ、ジュノー様以外の神を崇あがめてるっていうのは本当なんだな！」

　まずい方向に話が流れ始めた。ここで自分たちに異端者のレッテルを貼はられるのはまずい。かといって、積極的に否定する気にもなれなかったが。

　子供たちは、散々悪態をついた後、陳ちん腐ぷな捨すて台詞ぜりふを残して去って行った。

　その様子は、まるで子供版ダインのようだった。

　子供たちがいなくなって、駿介は膝をついてミアに手を差し出した。しかし、彼女はその手を取ることはしなかった。

　目に涙を溜ため、悔しそうに唇をひき結んでいる。

「どこか、痛いところでもあるのか？」

　ぶるぶると首を振る。

「じゃあ、とにかく立とう？　いつまでも地面に座ったままじゃ、困るだろ？」

　それでも、ミアは手を取らない。それどころか、困惑したような表情で、駿介の手を払いのけた。

「……ミア？」

「私に、かまわないでください」

「いや、でも……」

「私に関わると、ろくなことにならないから……」

　そう言って、ミアはまたも駆けだしてしまった。

　後を追おうとするが、身のこなしが素早い。角を一つ曲がったところで、すぐに見失ってしまった。

「……速いな。さすがに、猫の獣人だけのことはあるってことか」

「ミアにゃん、どうしてあたしたちからも逃げるんだろうね」

「生まれたときから、ああやって迫害されてきたんだろう。人を信じるということができないのかもしれないな」

　マリカの言葉には、さらに無力感を味わわされる。

「だったら、ミアにゃんもこんな所にいないで、どこか別の場所に行ったほうがいいんじゃ……」

「同じだ。さっきも言ったが、黒猫に対する恐怖は世界共通なんだ。私でさえ、面と向かうのはためらうくらいだからな。この世界であの子を無条件で受け容れられるのは、シュンスケたちだけだろう」

「そんなことはないさ」

　突然、誰かの声が割り込んできて驚く。

　見れば、獣人のバロンが路地の入り口に立っていた。

「すまん、騒ぎを聞きつけてきてみたんだが……、いまのは黒猫の少女だろう？」

「は、はい」

「さすがに無条件とはいかないが、彼女を受け容れる者は存在するよ」

「誰です？」

「この国の国王さ」

「国王、様？」

「あのかたは先々代の王が目指した『差別のない開かれた国を作りたい』という意志を継いでおられる。だから、彼女のような黒猫も、国民の一人として受け容れたのさ」

　ミアは元々、この国の住人ではない。どこからかやってきたのを、国王が保護したのだという。

「だったら、どうしてもっとちゃんと守ってやらないんですか！　あれじゃあ、なにもしてないのと一緒ですよ！」

　激げつ昂こうする駿介を、バロンは身を引きながらなだめた。

「そう怒るなって。まあ、気持ちはわからないでもない。でもな、国としては現状が精一杯なんだ」

「精一杯？」

「話が長くなる。どこか落ち着けるところにいかないか？」

　そう提案してくるので、駿介たちは自分たちが利用している宿の食堂を使うことにした。

　主人に飲み物と軽食を用意してもらい、全員でバロンを囲むようにして席に着く。

　バロンはなぜか、食堂に入るなりフードをかぶった。たてがみが見えなくなるだけで、別人のように見える。

「何してるんですか？」

「俺みたいな立場の者が、特定の個人と懇意であると思われるのは好ましくないんでね」

　茶目っ気たっぷりにそう言って、急に真顔に戻る。

「まあ、なんだ。黒猫っていうのは、非常に厄介な存在なんだよ」

　国がミアを手厚く保護するとなれば、どんな風ふう評ひようが流れるかわからない。他国はもちろん、自国民からも、どんな目で見られるのかわからないのだという。

「それでもこの国はできるだけのことをしてきたんだ。上等ではないが、住むところも与えたし、食うに困らない程度の職も与えた。引き渡しを要求してきた教会の連中も突っぱねたしね」

　そこまで聞いて、国王の行為がどれだけギリギリのものであるかがわかった。

　教会は、全世界に展開する組織だ。これに刃向かう者は異端者の烙らく印いんを押されかねない。その要求を突っぱねたというのだから、かなり危ない橋を渡ったことになる。

「教会だけじゃない。隣国のサンズガルドも、彼女の処分か引き渡しを要求してきた。それもどうにか退けたんだ」

　なるほど。どこへ行っても扱いが同じで、下手をすれば命の危険すらあることを考えれば、住むところを与えただけでも立派なのかもしれない。

「バロンさんは、ミアのことが怖くないんですか？」

「俺か？　そうだな、怖くないと言ったらウソになる。やはり、黒猫の恐怖は潜在的に植え付けられてるからな。しかし、『開かれた国を作る』と国王が喧けん伝でんしている以上、それは黒猫であっても例外にはできない。受け容れようとは思うんだが、なかなか、ね」

　肩をすくめてみせる。

　努力をしている、と見せかけて、本心をはぐらかしたようにも感じられた。

「きみたちはどうなんだい？　やけに彼女の肩を持つが……」

　ギクリとして、駿介はみんなの顔に視線を走らせた。

　なんと答えれば無難にやり過ごせるか。

　こういうときに頼りになるのは萌絵だ。

　案の定、彼女が真っ先に口を開いた。

「私たちは東方人なので……。あまりそういうことにはこだわらないんです」

「ふぅん？」

　真意を探るように、バロンは駿介たちの目を覗き込んできた。

　まるで、警察官が容疑者のウソを暴こうとするかのような視線だった。

「もしかして、私たちのことを疑ってます？」

　思っていたことを萌絵が口にして、駿介はギョッとした。

「どうしてだい？」

「バロンさんは、市井の調査と観察が役目だと言っていました。外国から来た東方人なんていうのは、真っ先に監視の対象になるんじゃないですか」

「まあ、そこは否定しないよ。なんといっても、珍しい国の人たちだからね」

「そんな旅人が黒猫に妙にかまう。私だったら、怪しいと睨みますけどね」

「怪しいとは言えないだろう。確かに黒猫を擁よう護ごするような人は珍しいが、それが即、何らかの罪になるわけじゃない」

「罪になる可能性ならありますよ」

「ほう、例えば？」

「私たちが黒猫を利用して、悪事を企む異端者だった場合」

「…………」

「それと、最近頻ひん発ぱつしている子供誘拐事件の犯人だった場合」

「……なるほどね」

　バロンはニヤリと笑ってみせた。しかし、目は少しも笑っていなかった。

　大当たり、とまではいかなくとも、半分は正解だったということか。

「確かにその可能性は捨てきれない。ただ、俺はどちらも可能性は低いと思っている」

「どうしてです？」

「まず異端者だった場合。これは、あんたたちには悪事を企む理由がない。ただの旅人だったならともかく、きみたちは芸人だ。あれだけの芸を披露できれば、やがて世界中に名を轟とどろかせる事もできるだろう。そんなきみたちが悪事を働くなど、想像もできない」

「わかりませんよ」

　萌絵が挑戦的に笑ってみせる。だが、バロンはその挑発には乗らなかった。

「わかるよ。多くの人間を見てきた俺だからわかる。そして二つ目、誘拐事件の犯人説だが、これもあり得ない。きみたちはつい最近この国に来たばかりだ。犯人ではあり得ない」

「犯罪組織から、新しく派遣されてきたのかもしれませんよ」

　バロンは目を見開いた。その発想はなかったらしい。

「それでもあり得ない。これだけ目立ってしまったら、誘拐などできないだろう？」

「人々の油断を誘ってる可能性もありますよ？」

「だとしてもリスクのほうが大きい。なんだい？　きみたちは、そんなに犯罪者にして欲しいのか？」

「もちろん違います」

「だったら、変なことは口にしないほうがいい。黒猫や誘拐事件に関しては、みんないい思いをしないだろうからな」

「でも、疑ってはいるんですよね？」

　これに、バロンは無反応だった。これまでになんらかのリアクションをしていたから、図星だったのかもしれない。

「きみたちが、どうして黒猫にこだわるのかはわからない」

　バロンは表情を崩さずに言った。飄ひよう々ひようとした雰囲気が消えると、獅子のような迫力が前面に押し出される。

「だが、そのこだわりが、彼女の境きよう遇ぐうや待遇にあることは、なんとなくわかる。それは彼女に対する同情であり、憐れん憫びんだ。世間一般的にはともかく、そうした感情を抱くことは、立派だと思う。だが……」

　どうしてそういう感情がわき起こるのかが、わからないという。

「黒猫は、世界中の人間が恐れていると言ってもいい。我が国王だって、建て前としては受け容れているが、本心はわからない。そんな世界で、無条件で黒猫の味方をするなど、まずあり得ない。なぜだ？」

　バロンの問いは、駿介たち全員に向けられていた。

「東方人というのは、変わっていると評判だ。しかし、あくまで評判でしかないし、フレアルードの住人であることには変わりがない。そう簡単に、黒猫に対して見方を変えられるものなのか？」

　バロンの視線は強かった。どんな些細な噓うそも見抜いてやると、無言で訴えるようだった。

　萌絵は、口の周りを舌で湿らせてから答えた。

「私たちは、見たものしか信じません。黒猫が世界に仇あだなしたのは一〇〇年も前です。おまけに、あの子自身はまったく関係ない。だから、私たちは彼女を恐れる必要を感じないんです」

　噓ではなかった。

　かといって、本当のことでもない。

　自分たちは、黒猫のことをなにも知らない。恐れる下地を持たない。だから、平気なのだ。ただ、それだけである。

　しかし、間違ってはいないという強い意志を込めて、駿介はバロンの目を見返した。みんなも、同じつもりだっただろう。

　やがて、バロンは視線を外すと、ふっと肩の力を抜いた。

「君たちのような人間ばかりだったら、黒猫はおろか、獣人の立場も、もっと違ったのかもしれないな」

　独り言のように、呟く。

「すまん、疑うつもりはなかったんだが、どうしても興味がわいてね」

「だから、私たちの後をつけてたんですか？」

「えっ？」

　初耳だったが、萌絵はまっすぐバロンを見据えたままだった。

「いや、それは違うと言っておこう。確かに、きみたちは気になる存在だ。しかし、あまりに目立つし、行動もハッキリしているから、監視するほどのことではない。さっきはあくまで、黒猫の少女の様子を窺っていたに過ぎないんだ」

　なるほど、タイミング良く登場したのはそういうわけか。

「国王からの勅ちよく命めいというほど大層なものではないが、黒猫のことを気にかけてくれと言われているんでね。そこに偶然、きみたちが絡んできただけなんだ。うん、こちらの手の内がばれてしまってはしかたがない。ここは堂々と依頼させてもらおうか」

「依頼？」

「暇なときであればいつでもいい。俺に東方のことを聞かせてくれないか？　きみたちの価値観は、この国のあり方に関わってきそうな気がするんだ。その代わり、こちらもいろいろと便べん宜ぎを図ろう」

「便宜というと？」

「そうだな、実は無許可の大規模な集会は禁じられているんだ。だから、厳密に言えば、きみたちは犯罪者だ」

「げっ」と菜々子が唸うなった。

「その罪を見逃し、今後も特別に公演を許可する。それでどうだい？」

　どうだいもなにもない。公平な取引のように見えて、完全に脅おどしである。

　しかし、その提案を呑のまない手はなかった。問題があるとすれば、東方人ではない駿介たちが、どこまで東方人になりすますことができるか、だが。

「そうだ、一つ、訂正しなければならないことがある」

「なんですか？」

「黒猫の少女に関してだ。きみたちは、彼女を恐れる必要はないと言ったな？」

「はい」

「実は、彼女については、ある噂がある。噂と言っても、かなり信しん憑ぴよう性せいのある話だがね。彼女は一人きりだ。身寄りもない。どうして一人きりでこの国に来たと思う？」

「それは、やっぱり、どこにも居づらかったんじゃないですか？」

「家族は？」

　駿介は息を呑んだ。

　そうだ。この世で唯一、味方になれるはずの家族はどうしたのだろう。

「家族も、やっぱり黒猫だったんですか？」

「わからない。ただ、黒猫は突然変異として生まれてくる。彼女の家族は、普通の猫であった可能性のほうが高いだろう」

「じゃあ、家族は、ミアをもてあまして捨てたってことですか？　あの子が恐ろしくなって、放り出したんですか？」

　家族も黒猫であれば、立場は同じだ。どんな境遇であるにせよ、必ず寄り添うはずだ。

　そうならなかったということは……、家族の状況は、いくらでも考えられる。

　ミアの味方ではあったが、周囲からの悪意に耐えられなくなったか、そもそも、ミアのことを恐れていたか。

　どんな理由があるにせよ、ミアを見放したことには変わりがない。

　憤りを感じた駿介に、バロンはやるせないとでも言うようなため息をついて見せた。

「それならまだ、救いがあるね」

　家族に捨てられることが救いになる？　では、さらに救いのない状況とはいったい……。

「ここから北の方に、小さな村があった。取り立てて特徴のない、資源も少ない、誰にとっても、あってもなくても困らないような、本当に小さな村だ」

「はい」

「その村が、突如として消えた」

「えっ？」

「いや、滅んだ、と言うほうが正しいな。とにかく、わずかな時間で、その村は消し炭になっていたんだ」

「ど、どうしてですか……？」

「理由は諸説ある。しかし、もっとも信憑性のある理由は……」

　ミアが、その村を滅ぼしたのだ、ということらしい。

「そ、そんな!?」

「彼女は村で唯一の生き残りだ。当時一〇歳にも満たない女の子が、一人だけ生き残るのは不自然だ。それに、先ほども言ったように、その村を滅ぼして得になることはなにもない。部外者が村を襲ったということは考えにくかった」

「も、モンスターとかはどうです？　あいつらなら……」

「モンスターが人を襲うときは、自分の住処すみかを荒らされて撃退しようとするときか、もしくは食料にするためだ。いずれにせよ、モンスターに襲われたのなら、何らかの痕こん跡せきが残るはず。それがまったくなかったんだよ」

「だったら、ミアにも滅ぼす理由なんかないですよ」

　そこがミアの生まれ故郷であれば、当然、家族も一緒にいたはずだ。

　血の繋がった大切な家族を、ミアが消してしまったとは考えられない。

　いや、だが……。

「彼女としては、そこまでやるつもりはなかったんだろう。ただ、耐えられなかったんだ」

　おそらくは、先ほどのような光景が、毎日のように繰り返されたのだろう。かばってくれるはずの家族も、黒猫を産んだ家系として、肩身の狭い思いをしてきたに違いない。

　そうした辛つらい出来事が重なり、臨りん界かい点てんに達し、爆発、暴走したら……。

　自分をいじめる相手だけを懲らしめるつもりが、村全体を吹き飛ばしてしまったのだとしたら……。

「で、でも、あくまで噂、ですよね？」

「俺もそう思っていた。だから、この目で確認しようと思って現場に行った」

　そこで目にしたのは、噂通りの光景だった。いや、もっと酷かったかもしれない。

「本当に、なにもなかったんだ。ただ、凄まじい爆発があったと思われる、村を丸ごと飲み込むほどの巨大な穴が開いていた。そこにはなにもなかった。人の姿も、形も、家の残ざん骸がいも。なにもかもが吹き飛ばされ、焼き尽くされ、消えていたんだ」

「それでも、ミアがやったっていう証拠はないんですよね？」

「残念だが……」

　すがった希望を、バロンは残ざん酷こくにも打うち砕くだいてくる。

「状況証拠でしかない。だが、彼女は少なくとも、一度は力を使ったことがあるはずだ」

「どうして、そんなことが言えるんですか？」

「あの子は、自分に関わるなと言っただろう？　それは、自分がとんでもない力を秘めていることを自覚しているからだ。魔法に規制のかけられたこの世界で、自分の力を恐れるとなれば、規制から外れた、凄まじい力を発揮したことがあるということになるんじゃないか？」

　確かに、状況証拠でしかない。けれど、納得はできてしまう論理だ。

　頑かたくなに駿介の手を拒んだ様子が思い返される。

　追い詰められたような表情は、自分ではなく、駿介たちを守るためのものだったのだ。

　それは、優しさの裏返しとも言える。これだけ酷い目に遭いながらも、他人を気遣える彼女の心に、駿介は激しく胸を揺さぶられた。

「なんとか、できないんですかね」

「世界中の意識が変わらないことにはムリだろうな。それこそ、一度世界が滅んで、最初からやり直すくらいにならないと」

　つまり、不可能ということだ。

「やっぱり、どこに行っても差別とか偏へん見けんはあるんだね……」

　萌絵の嘆なげきは、この世界に限ったことではない。駿介たちがいた世界でも、差別や偏見はあった。けれど、誰一人として味方や仲間がいないということはなかったはずだ。

「もしかしたら、こういう想いが、魔王を生んだのかも」

　だとすれば、世界を滅ぼそうとした魔王に加担した黒猫たちの気持ちもわかる。

　一人の少女も救えない世界なら、滅んでしまった方がいいのかもしれない。
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　重苦しい雰囲気のまま夕食になった。

　バロンとの会話は、夕食の準備で忙しかったため、宿の主人はなにも聞いていない。だから、駿介たちが沈み込んでいるのは、公演が邪魔されたことなのだと勘違いしているようだった。

「ああ、ほら、まあ、そういう日もあるさ。それに、あいつは毎日来るわけじゃないし、次は大丈夫だって！」

　気持ちは嬉うれしい。しかし、この気のいい主人も、ミアのことになると豹ひよう変へんするのかと思うと、ますます気分が沈んでいく。

　夜になって食事をしても意気が上がらないまま、駿介は公衆浴場へと向かった。

　なにかと気分がささくれ立つ一日だったので、一人でゆっくり湯に浸つかって、気持ちを整理したかったのだ。

　浴場へ行く前に、少し夜の町並みを散策する。

　駿介たちを受け容れてくれた場所ではあるが、その一方で、ミアを恐れ、つまはじきにする場所でもあるのだ。

　そう考えると、非常に複雑な心境になる。

　マリカは「割り切れ」と言うが、簡単にできるものでもない。

　なにか、自分にできることはないだろうか。

　いっそのこと、自分たちと一緒に世界を旅すれば……。

　それも、難しいことだった。

　なにしろ、ミア自身が人と関わることを恐れているのだ。まずはそこをどうにかしないといけない。では、ミアが自分たちを受け容れるにはどうすればいいのか。

　あれこれと考えを巡らせていると、いきなり、脇の路地から何人かの子供たちが飛び出してきた。

　危うくぶつかりそうになり、駿介は一歩下がってやり過ごす。しかし、子供たちは駿介に気がつかなかったのか、脇目もふらずに走り去っていった。

　日が沈むと同時に眠りにつくようなこの世界で、こんな時間に子供が外をうろつくのは珍しい。

　だいたい、誘拐事件が起こっている中で夜に外出するのは危険なはずだ。

　なにをやっていたのだろうと、駿介は何気なく、子供たちが飛び出してきた路地を覗き込んだ。

　そこは、細い路地だった。

　商店の物置に挟まれており、人の気配もない、明かりもほとんど届かない。

　だから、路地の先で誰かの気配を感じて、駿介はギョッとした。

　そっと近寄って、目をこらし、駿介はさらに驚いた。

　そこには、地面に倒れたミアの姿があった。

「ミアっ!?」

　慌てて駆け寄ると、ミアは顔を上げ、ハッとして立ち上がろうとする。

「待て待て！　ムリするなって！　傷だらけじゃないか！」

　昼間よりも傷が増えている。ということは、また乱暴を受けたのかもしれない。

　先ほどの子供たちは昼間の少年たちではなかった。いつもこんな風に、入れ替わり立ち替わりで暴力を振るわれているのだろうか。

　回復魔法を使おうとするが、ミアは後ろへ倒れ込むようにして距離をとった。

「ど、どうして……？」

　震える声で、尋ねる。

「どうして、私にかまうんですか!?」

「どうしてって……、放っておけないからだよ！」

「どうして!?　わ、私は、黒猫なのに……」

「あ、いやぁ、その……」

　そこを説明するのは、かなり難しい。

　偏見がないと言うのは簡単だが、とても理解される言葉とは思えなかった。

　ミアは立ち上がろうとする。いまにも逃げ出しそうな態勢だ。

　このままでは、昼間の繰り返しである。妙案の思いつかない駿介は、思い切った手に出ることにした。

「お、俺たち、この世界の住人じゃないんだよ！」

「は……、えっ？」

　きょとんとした表情になる。丸い瞳は、猫そのものだ。

「だから、俺はこの世界のことをよくわかってない。黒猫がとんでもない魔力を持ってるとか、怖い存在だとか、知らないんだ。だから、きみが困ってるなら、なにか手助けできないかと思ってるんだけど……」

「そ、そんなこと、信じられないです！」

「そうだよね！　そりゃそうだ！　でも、ホントのことなんだよ！」

　なんとか信じてもらう方法はないだろうか。

　考えに考えた駿介は、ある方法を思い立つ。

「じ、じゃあ、証拠を見せるから。ちょっとついてきてくれないか？」

　胡う散さん臭くさい申し出に、しかしミアは警戒しながらも頷いた。

　人目のあるところではまずいし、できるだけ人家から離れたほうがいい。

　やってきたのは、森の入り口となる街の外れだった。

　周りに人がいないことを確認してから、駿介は言った。

「俺は、この世界の住人じゃない。だから、この世界の規制にも縛られない。その証拠を、いまから見せてやるよ」

「ど、どうやって？」

「こうするのさ」

　駿介は神しん言ごん魔法を口にした。

「夜空に開く大輪の花よ、闇にきらめけ──打ち上げ花火スターマイン！」

　瞬間。

　夜空に、色とりどりの花火が炸さく裂れつする。

　凄まじい爆音に、ミアはビクッとするが、視線をそらすことはしなかった。

　この世界に、まだ花火というものは存在しない。

　火薬は使用されているようだが、そこから着色したり形を整えたりという技術はまだないという。

　見たこともない魔法を使えば、それは即、異端者として認定される。異世界から来たとかいう話はともかく、ミアと自分は同じような立場なのだということだけは伝えたかった。

　花火は、時間にすれば一〇秒にも満たなかっただろう。しかし、ミアの目と、心には、しっかりと刻まれたはずだった。

「な、なに？　いまの、なに？」

　さっきまで曇りがちだった瞳に、輝くような精気が戻っている。

　恐ろしさと同時に、見とれてしまうほどの美しさを感じたのだろう。ミアの目は、夜空と駿介の顔を往復していた。

「見たことないだろ？」

「う、うん」

「花火っていって、俺たちの世界では、お祭りなんかの時に、よく打ち上げられるんだ」

「そうなんですか？」

「ああ。これで、信じてもらえるかな」

「…………」

　理屈ではわかっていても、感情が追いついていかない、といったところだろうか。

　ミアはそわそわしながら、今度は視線を地面と駿介の顔を往復させる。

「ど、どうして、助けてくれるんですか？」

「放っておけないんだよ。きみは何も悪いことをしていないのに、一方的にいじめられてるだろ？　そういうのが、許せないんだ」

「でも、私……」

　なにかを言いよどむ。

　やはり、バロンが言っていたことは本当なのかもしれない。

　ミアが、意図的ではないにしろ、村を一つ、滅ぼした。

　そこのところをどうにかしない限り、彼女は心を開いてくれないだろう。

　うだうだ考えている暇はない。ここは、ハッタリでもいいからぶちかますところだ。

「心配するなって。黒猫の力がどれほどのものか知らないけど、異世界人の俺にしてみれば、たいしたことはないよ」

「ほ、本当に？」

　すがるような目を向けてくる。

　手応えはあった。こんな目をしてくるということは、彼女はずっと、待ち望んでいたのだ。

　自分を受け容れてくれる、誰かを。

　もしかしたら、中にはそういう人もいたのかもしれない。けれど、自分の力は危険だから、あえて距離を置いたこともあるのかもしれない。

　だが、その力すらも凌りよう駕がする存在が現れたら？

　そんな人にだったら、頼ってもいいのではないか。

　そういう思考になっているのが、見ているだけでもよくわかった。

「本当さ。それに……」

　ふと思いついて、携帯を取り出す。

「これ、見てみな。ここに、大精霊様がいるんだ」

「大精霊様!?」

　さすがに驚いて、覗き込んでくる。

　画面では、サリィが『やっほー、大精霊様よぉ』と、ちっとも大精霊様っぽくない調子で手を振っていた。

「……私、大精霊様を見たことない」

『えっ？　ウソっ？　そんな子いるの!?　くそう、私の知名度もその程度か！』

　悔しがるサリィを余所に、ミアはもう一度、携帯を覗き込んだ。

「こんな変なものも見たことないし……」

『変なもの!?』

「本当に、この世界の人じゃないんですか？」

「ああ。そうだ、他にもこんなこともできるぜ？」

　駿介は音楽アプリを呼び出して、曲を再生する。

　小さくて薄い箱から音楽が流れてきて、ミアは心底驚いたようだった。

「す、すごい……」

「だろ？　こんなの、俺たちの世界じゃ誰でも持ち歩いてるんだ」

　とにかく、この世界の住人でないことをアピールする。それが、ミアの心を解ときほぐす、最短距離になるはずなのだ。

　ミアは、物珍しげに携帯を覗き込むが、興味はすでに別の所に移っているようだった。それと悟られないように、懸命に携帯に目を向ける姿がいじらしい。

　彼女の中で、どんな葛かつ藤とうがあったのかはわからない。

　けれど、なにがしらの駆け引きがあって、天てん秤びんにかけて、決断が下されたようだった。

「あなたは私を、どうしたいんですか？」

「なんの気兼ねもしない、普通の女の子みたいにできたらいいなって思う。この世界の人たちじゃ難しいかもしれないけど、俺たちなら平気だからな。いわゆる、友達ってヤツだ」

「と、友達……!?」

　なにか、いけない言葉を聞いてしまったかのような反応だ。それだけ、友達というものが遠い存在だったのだろう。

「頼ってくれていいし、甘えてもらっていい。ミアの好きなようにすればいい。そんなミアを、俺たちは全力で守るし、絶対に見捨てないから」

「信じて、いいんですか？」

「信じるかどうかは、ミア次第だけどな」

「…………あ、あの」

「うん？」

　ミアは、ペコリと頭を下げた。

「こ、これから、よろしくお願いします！」

「ああ、こちらこそ」

　花火の音を聞きつけて、街の人たちが外に出てきた。

　ミアが人目に触れないよう、宿まで戻らなければならない。

　駿介は手を差し出した。

　今度のミアは、おずおずとその手を取った。

　小さくて、柔らかくて、苦しい生活を強しいられてきたに違いない、荒れた手のひらだった。
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　宿に戻った駿介は、ミアを外に待たせて、二階にある自分の部屋の窓を開け放った。そこから、近くに生えていた木を巧みによじ登ってきたミアを迎え入れる。

　とりあえず、誰の目に触れることもなくたどり着けた。あとは、みんなへの説明と理解を求める番だ。

「ちょっと、俺の部屋に来てくれないか？」

　そう誘ってみたが、案の定、全員が驚きの表情を見せた。

　中でも一番の反応を見せたのは、マリカだった。

「貴様、正気か!?」

「残念だけど正気だよ。これ以上はもう、放っておけなくてさ」

　マリカは部屋の出入り口を背に、仰のけ反ぞるようにしてミアの様子を窺う。

「私も気持ちはわかるが……、しかし……」

「勝手に連れてきちゃってよかったのかね？」

　菜々子が舌を鳴らして手を差し出す。けれど、ミアは駿介の背中に隠れてしまう。

「ホントに猫みたいだね。それより、これって誘拐とかにならないの？」

「なる、のかな？」

「わざわざ連れてくる必要はなかったんじゃない？」

　菜々子はずっと手を差し伸べてかまうが、ミアは駿介の背中から一歩も動かなかった。

「でも、いつまた暴力を振るわれるかわからないし、子供の誘拐も続いてるんだろ？　寝るときくらいは安心してもらいたいじゃないか」

「しばらくはいいとしても、あたしたちがボルスモルを出発したらどうするの？」

「それは、まあ、連れてくしかないんじゃないか？」

「もし、元の世界に戻れることになったら？」

「…………」

　菜々子に攻め込まれ、返答に窮きゆうした。

　正直、そこまでのことは考えてなかったのだ。

「ねえ、佐嶋くん」

　萌絵が口を開く。

「先のことはともかく、これからどうするの？　宿の人に見つからないようにすることはできても、食事は？　トイレは？」

「食事は、主人に頼み込んで、部屋へ持ち込めるようにしてもらえばいいと思う。トイレは……、まあ、窓からうまく出入りすればなんとかなるんじゃないか？」

「寝床は？」

「それは、俺の部屋で寝てもらうよ」

「ちょっと待ちなさいよ！」清花が叫ぶ。「あんた、一緒に寝るつもりなの!?」

「だって、そっちの部屋はもういっぱいだろ？」

　女性陣は四人部屋を使っているが、駿介は二人部屋を一人で占領しているのだ。ベッドが余っているのだから、そうなるのは当然だろう。

「そうじゃなくて、女の子と一緒の部屋で寝るつもり!?」

「女の子ったって、まだ小さいじゃないか。変な心配するなよ」

「するわよ。あんたがロリコンじゃないっていう保証はないんだし」

「保証するよ！　ロリコンなんかじゃねぇよ！　俺の鋼はがねの精神力を信じろって！　仮に野木さんと一緒の部屋で寝ても、絶対に手は出さない自信はあるから！」

「それはそれでむかつくわね」

「甲か斐い性しようなさそうだもんね」

「ムッツリそうだし」

　菜々子と萌絵の波状攻撃を受けて、駿介の精神はズタボロだった。

「その件はともかく……、みんなとはまだ打ち解けてないみたいだから、そこへ放り込むわけにも行かないだろ？」

　ミアは、ずっと駿介の背中にしがみついて隠れたままだ。

　こうやって素直に頼られると、意地でも守ってやりたくなる。

　妹がいたらこんな感じだったのだろうかと、駿介は思った。

「まあ、そこは佐嶋っちの理性に期待するとして。昼間はどうするの？」

「外出するなら、一緒に連れ歩くしかないだろ」

「人の目があるよ？　変な噂を立てられたらどうするの？」

「覚悟の上だよ」

「評判にも影響するかもしれないわよ」清花が口を挟む。

「収入が減るのは、いただけないわね」

「迷惑がかかりそうだったら、俺が面倒見るから。みんなは関わらなくていいよ」

「あのねぇ、佐嶋っち」菜々子は腕を組んで呆あきれたような表情になった。

「そうやって一人で背負い込むの、やめない？」

「でも……」

「あたしたちは運命共同体なんだよ？　みんなが納得するなら、いくらでも協力するって」

「そもそも、訳のわからない風評で、私の価値は簡単に下がらないしね」

　清花が自信満々に言ってのける。

「じ、じゃあ、いいのか……？」

「全面的に賛成はできないが、貴様のことだ。ダメだといえば別行動もしかねんからな。認めざるを得ないだろう」

「あ、ありがとう、マリカ」

「でもね、佐嶋くん」萌絵が釘くぎを刺す。

「ただ一緒にいるだけじゃダメなんだよ？　これからどうしていくのか、先のことも、ちゃんと考えないと」

「わ、わかってるよ」

「ならいいけど。とにかく、しばらくは様子を見よう？　そのうち問題点なんかも見つかると思うし」

　そうと決まれば、女性陣の行動は早かった。

　ミアを自分たちの部屋に連れ込んで、汚れた服を着替えさせる。その際に、宿からもらってきたお湯で、体と髪を簡単に拭いたらしい。

　駿介の部屋に戻ってきたときには、髪に櫛くしまで入れられて、さっぱりとした様子になっていた。

　こうして改めてみると、幼いとはいえ、なかなかの美少女であることがわかる。猫という種族の特徴か、もともと目が丸くて大きいため、非常に愛らしく見えるのだ。

「さて、今日はもう寝るか」

「は、はいっ。あの……」

「どうした？」

「……本当に、誰も私のこと、怖がらないんですか？」

「見ての通りだよ。マリカはフレアルードの人間だから、ちょっと距離を置いてるけど、俺たちと一緒にいるくらいだから、すぐに慣れるだろ。他の三人は、最初からなんとも感じてないはずだよ」

「でも、私が一緒になるのを良く思っていないような……」

「そこはなんていうか、大人の事情だから、別にミアのことを悪く思ってるわけじゃないって」

「そ、そうなの……ですか？」

　なかなか状況を受け容れられないのもしかたがない。

　なにしろ、先ほどまで置かれていた状況とまるで違うのだから。

　ミアはずっと、誰に頼ることもなく生きてきた。ずっと、恐れられてきた。時には暴力も振るわれただろう。

　けれど、いまは誰からも恐れられない場所にいる。暴力とは無縁の場所にいる。それどころか、頼っていいとさえ言ってくれる人まで側そばにいるのだ。

　これが本当に現実の出来事なのか、そしてすべてを信用して受け容れていいのか、戸惑う気持ちは駿介にもわかるのだった。

「ミアも、みんなと一緒にいれば、慣れてくるって」

「…………」

　どんな表情をすればいいのかわからない、という顔になる。

　笑えばいい、という状況ではない。ここは、言葉を必要とする場面ではないだろう。とにかく、ミアが安心して落ち着ける雰囲気を出すことが最優先だ。

　駿介自身は笑って、ポンポンとミアの頭を叩たたいた。

「緊張しなくていいよ。畏まる必要もない。ありのままのミアでいればいいんだ」

「は、はい……」

　頷いたミアは、じっと駿介の顔を覗き込んできた。

　大きな瞳に、自分の顔が映っているのがわかる。

　やがて、意を決したように、ミアは口を開いた。

「一つ、お願いしてもいいですか？」

「お願い？」

「私、ずっと独りぽっちでした。たくさん酷い目にも遭ったし、誰からも嫌われてきたから……。だから、家族がほしかったんです。特に、私のことを優しく守ってくれるお兄ちゃんがいてくれたらなって、ずっと思ってたんです。だから……」

　顔を赤くして、目を伏せる。

「お兄ちゃんって、呼んでもいいですか？」

「お、お兄ちゃん？」

　突然の申し出に、戸惑う。

　いったい、どういう思考回路が働いたのだろう。あれだけ警戒して、なかなか現状を受け容れなかったのに、急に懐に飛び込んでくるようなことを口にする。

　駿介は、動揺を悟られないように先を促うながした。

「ずっと、憧れてたんです。『俺に任せろ』って言ってくれるような、頼りになるお兄ちゃんを。それに……、誰かに、頭をポンポンって撫なでてもらうのも、夢だったから……」

　精一杯の勇気を振り絞るような表情に、駿介の胸は熱くなった。

　感情の変へん遷せんはよくわからないが、頼られて悪い気はしない。それに、駿介自身も、こういう可愛い妹が欲しかったのも事実だ。

　駿介はミアの頭をぐしゃぐしゃと撫でまわした。

「頭くらい、いくらでも撫でてやるよ。よし、わかった。俺は今日から、ミアのお兄ちゃんだ」

　ミアは目を開け、満面の笑みになる。

「あ、ありがとうございます！　えっと、その……、お兄ちゃんっ」

　愛らしい仕草に、駿介の顔はにやけてしまう。

　二人でニヤニヤする様子は、さぞかし滑こつ稽けいだったに違いない。他に誰もいなくて本当によかった。

「じゃあ、寝ようか」

「うん、おやすみ、お兄ちゃん」

「おやすみ、ミア」

　二人はそれぞれのベッドに潜り込んだ。
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「佐さ嶋じまっち、朝だよー、起きるよー、ご飯に行くよー」

　ノックの後、海かい原ばら菜な々な子こが部屋に入ってきた。

　朝の目覚めがいいのは、マリカと菜々子である。

　マリカは、自由剣士という以前に命を狙ねらわれる立場のため、どんなに急に起こされても、寝ぼけるということがない。

　そして菜々子は、剣道の朝練で早起きには慣れているらしく、起きてからの活動開始も早い。

　だから、駿しゆん介すけたちの起床は、この二人が基準になっている。

　目覚ましのような便利な道具がない世界だから、朝になってどちらかが目覚めたときが全員の起床時間となるのだ。

　宿泊所などでは、部屋が別々になるので、毎日どちらかが起こしに来てくれることになっている。どうやら今日は、菜々子の日だったらしい。

　と思ったが、寝ねぼけ眼まなこをこすりながら起き上がると、女性陣全員が部屋に入ってくるところだった。

「おはよう、佐嶋っち」

「おはよう。今日は、みんなでどうしたんだ？」

「ミアにゃんが気になってるんだよ」

「そっか。って、あれ？」

　ハッとして、駿介は隣のベッドを見た。

　布団が跳ね上げられており、もぬけの殻だ。

「み、ミアっ!?」

　慌てて室内を見回すが、どこにもいない。

「みんな、ミアは……」

　言いかけて、女の子たちの表情が妙に冷めていることに気がついた。

　まさか、あれから女性陣だけで話し合って、やっぱりミアのことは諦めるみたいなことになったのか？　そして、夜中のうちに、外へ放り出したとか？　いや、まさか、そんな酷ひどいことはさすがにしないだろう。では、いったい、なんだ？

「なにしらばっくれてんの？」

「え、え……？」

「ミアにゃんなら、そこにいるんじゃないの？」

　指し示す先は、駿介のベッドだった。正確には、下半身を突っ込んだままの布団だ。

　自分の足しか入っていないのに、やけに膨ふくらんでいる。

　ゆっくり布団を持ち上げると、そこには猫のように丸くなって眠るミアの姿があった。

「ミア……」

　思わず、ホッとしてしまう。

　猫は暖だんを求めて、人間の布団に潜り込んでくることがよくあるという。きっと、ミアもそんな習性で駿介の布団にやってきたのだろう。

「まったく、仕方ないヤツだな」

「仕方ない？」

　苦笑する駿介とは対照的に、マリカが凍えるような冷たい声を放つ。

「仕方ないで貴様は、いたいけな少女と一晩をともにしたのか？」

「いや、待て、なんか誤解してないか？　俺はいま初めてミアがここにいることを知ったんだぞ？　なにかできるわけないだろ……っていうか、マリカさん？　どうして剣を持ってるんですか？　朝起こしに来るのに、人をぶった切る道具は必要ないですよね？」

「もしもの事態に備えて、だ」

「備えんなよ！　誤解だって！」

　必死に弁解していると、ミアがもぞもぞと動いて目を覚ました。

「ふぁ……、お兄ちゃん、どうしたの？」

「ミア、こいつらに説明してやってくれ！　ミアは自分で勝手に俺の布団に入り込んだんだよな！　そうだろ？　そうだよな？　そうだと言ってくれ！」

「……うん、そうだよ」

「そうだよな！　そうであるべきなんだ！　うん！　ほらみろ！　俺は無実だ！　潔白だ！」

　勢い込むが、しかし、女性陣はますます引いたように表情を歪ゆがめていた。

「ど、どうした？」

「どうしたって……」

「お兄ちゃんって、なに？」

　清さや花かが汚けがらわしいものでも見るような目で言った。

「あ、それは、実はあの後……」

「あんた、そういう趣味があったの!?」

「どういう趣味だよ！」

「ロリコンだけじゃ飽き足らず、妹属性まで付けた二重構造なわけ!?」

「だから、ロリコン前提の話はやめろ！　それに、俺はどっちでもないから！」

「野の木ぎさん、違うよ」

　萌も絵えがふるふると首を振る。

「獣属性も付属してるから三重構造」

「輪をかけてやばいでしょ!?」

「やばくねぇよ！」

「むむむ、佐嶋っちは年下趣味なのか……」

「年下はありはありだけど、さすがに下過ぎるだろ！」

　正確な年齢はまだ聞いていないが、一二、三歳といったところだろう。下へ手たすれば小学生という少女を対象にするのは、さすがにあり得なかった。

　昨夜、駿介はミアのよき兄であろうと決意したのだ。

　血が繋つながっていない、異世界の少女とはいえ、いくら何でもそんな目で見られるはずがない。だが……。

　細くて小さな体だが、丸みを帯びたそれは女性のものだ。そして、服の隙間から覗のぞく胸は、ほんのかすかではあるが、膨らみがハッキリと見て取れる。

　駿介は慌てて、全力で目をそらした。

　顔が火ほ照てり、体が熱くなる。

　まずい。

　本当に自分にはそういう気があるのか？

　ドキバクとうごめく心臓の音を悟られないように、駿介は昨日のやりとりを語った。

　それで一応の納得はしたみたいだが、疑いは完全には晴れないようだった。

「ミアにゃん、佐嶋っちに変なことされたりされそうになったら、あたしたちに言うんだよ？」

「変なことって？」

「べたべた触ってきたり、一緒に寝ようって誘ってきたり」

「し、しねぇよ……」

　頭を撫なでたのはセーフだろうかと緊張する。

　幸いなことに、それでひとまず駿介は釈しやく放ほうされることになった。

　ミアは女性陣の部屋に連れて行かれ、着替えるらしい。

　菜々子と清花、そしてマリカは部屋に戻ったが、なぜか萌絵だけが駿介の前に残った。

「……お兄ちゃん？」

「か、からかうのはやめてくれよ……」

「……冗談でも、ちょっと恥ずかしいよね」

「そりゃ、まあ」

「ミアちゃんは平気なのかな？　佐嶋くんのこと、お兄ちゃんって呼ぶことに、抵抗はないのかな？」

「ないから、呼んでるんじゃないか？」

「随分と急だよね？　昨日の感じだと、ほとんど心を開いたようには見えなかったけど」

「あ、ああ、それは俺も思った」

「なにか、ミアちゃんには思うところがあったのかな？」

「さあ、な」

　萌絵は何事か考え込んだ。

　読書家の彼女は、意外に人の感情を深く読むことができる。ミアのことでも、なにか発見があったのだろうか。

　顔を上げた萌絵は、まっすぐ駿介を見つめてきた。

「ミアちゃん、家族の話はした？」

「いや、してなかったはずだよ。いないって聞いただけだし」

「そっか……。ねぇ、佐嶋くん、ちゃんとお兄ちゃんしてあげてね」

「そりゃもちろん、そのつもりだけど……」

「うん」

　萌絵は頷うなずいた。しかし、その表情はなぜか少し悲しげだった。
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　今日は一日、買い物に費やそうということになった。

　萌絵と清花は最初から買い物をする予定だったが、ミアのために服の一つも買ってやろうということになって、全員で出かけることにしたのだ。

　ミアは、萌絵から借りたフード付きの服を着た。マリカが「あからさまに連れ歩くと、後々厄やつ介かいだからな」と、ミアの素性を隠そうとしたのだ。

　駿介としては、堂々としてもいいような気がするのだが、この世界で常にブレーキ役となってきたマリカの言葉を無視するわけにもいかない。なので、フードをかぶって、できるだけ顔が見えないように全員が固まって歩くことになったのだ。

　よく知らない人間に囲まれることに抵抗があるのか、ミアは駿介の腕にしがみついてきた。歩きにくいことこの上ないが、ミアの不安を考えれば仕方のないことだった。

　街中に出ると、ミアは顔を俯うつむかせながらも、盛んに辺りの様子を窺うかがった。

「どうした？」

「ひ、昼間から、こんな街中に出るの、初めてだから……」

　誰に見つかり、誰になにを言われるのかわからず、怖いのだという。

「大丈夫だって。いざとなったら、佐嶋っちを盾にすればいいんだし」

「相変わらず盾役かよ。いや、でも、ちゃんと守るから安心してくれ」

「それ以前に、ミアにちょっかいかけさせないけどね」

　清花が優しく微笑ほほえんでみせるが、ミアは視線をそらしてしまう。

「ちょっと、あなた、私の歌を褒ほめてくれたじゃない。なんでそんなにとりつく島がないわけ？　普通、一番になつくのは私でしょう？　どうして佐嶋なわけ？　なにをやらかしたらそうなるの？」

「やらかしたって言うな！　俺は普通に、優しくしただけだ！」

「優しく何をしたのよ」

「優しく優しくしただけだ！」

　服飾を扱う店にやってくると、駿介とミアを置いて、女性陣がものを物色し始める。

　女の子に任せきりになったのは、駿介に品質の善よし悪あしやデザインセンスがわからないからだ。

　女の子の服を選べるくらいの技量は持ち合わせたいとは思うのだが、どうにもハードルが高かった。

「とりあえず、普段着用に三着くらい買っとこうか」

「せっかくなんだから少し着飾ってもいいんじゃない？」

「可か愛わいいの、似合いそうだしね」

　自分が着るわけでもないのに、みんな楽しそうだった。

「お、お兄ちゃん？　もしかして、私の服を？」

「ボロボロの服を着続けるわけにはいかないからな。俺たちからのプレゼントだよ」

「そ、そんな……！　新しい服なんて、私……」

「気にしない気にしない。ほら、これなんかミアにゃんに似合いそうじゃない？」

　菜々子が差し出したのは、リボンをふんだんにあしらった可愛らしい服だ。確かに、ミアに似合いそうである。

　しかし、ミアは拒絶するように激しく首を振った。

「そ、そんな可愛い服着たら、目立っちゃうよ……」

「目立つくらい可愛いってのは武器なんだよ。それに、こういうのは年齢制限があるからね。着こなせるうちに着ておくのが一番だよ」

「で、でも……」

　怯おびえたように戸と惑まどうのは、人目につきたくないという気持ちが強いためだろう。

　服装一つでこれだけ怖がるのだから、いままでどんなに息を殺して生活してきたかが垣間見えるようだった。

　できれば、可愛く着飾ったミアを披露して、人々の認識を変えたい。しかし、見た目だけで偏へん見けんや差別が払ふつ拭しよくされるほど、世界中に根付いた恐怖は簡単ではないのも事実だ。

　結局、本人の支持を得られないまま、何着か購入することになってしまった。







　店を出ると、耳をつんざくような鐘かねの音が響き渡った。

　駿介たちはもちろん、街の人々も、何事かと鐘が鳴る王宮のほうへと目を向ける。

「非常時の鐘だな」

　マリカが言う。

「なにか、非常事態が発生したらしい」

　人々は不安そうな顔で、鐘の音に聴き入っている。

　非常事態が起こったのは確かだが、どういった類たぐいのものなのかがわからないため、身動きが取れないようだ。

　そこへ、誰かが叫びながら走ってくる。

　ダインを迎えに来て、叱しつ責せきを浴びていた、馬の兵士だった。

「フランブスが大量発生しました！　皆さんは至急、建物の中に避難してください！　再度の連絡があるまで、絶対に外に出ないようにしてください！」

　その声に、人々の表情が一気に強こわばった。

「フランブスだって？」

「噓うそだろ？　いつもよりやけに早いじゃないか」

「大量発生って事は、防ぎきれないのか？」

　不安を口にした後、人々は大慌てで走り去った。

　店を開いていた者は、店先の商品を乱暴に屋内に突っ込んで、扉を閉じる。街中を歩いていた女性たちは、連れていた自分の子供を抱きかかえて家に戻る。

　その手慣れた様子に、駿介は半ば感心しながら見守っていた。

「なにがあったんだ？」

「フランブスという雑食性のモンスターが大量に発生したらしい」

　マリカが教えてくれる。

「大きさは子供くらいで、それほど強いモンスターではないが、集団で行動するから厄介なんだ」

　ただでさえ集団行動するモンスターが、大量発生したというのか。

「一度、宿に戻ろう」

　人々の足並みに倣ならって、駿介たちは引き返した。

　宿では、親父おやじさんがホッとしたような顔で駿介たちを迎え入れた。

「良かった、街の外に出ていたんじゃないかって心配してたんだ」

「フランブスが、発生したんですか？」

「ああ」

　親父さんによると、フランブスは街の北側、険しい山脈を従えた森の中からやってくるという。

「フランブス自体は、毎年のように発生して、エサを求めて人里に降りてくるんだ。やつらは雑食性だが、街を襲うようなことは滅多にない。たとえ襲ったとしても、ほとんどが撃退されるんだが……」

　今年は、数が異様に多いのだという。おまけに、発生時期が例年よりも早いため、対応が後手に回っているらしい。

　宿には、ひっきりなしに人が出入りしていた。そのたびに、新しい情報が伝わってくる。どうやらここは、情報の中継基地になっているようだった。

　情報を得るたびに、親父さんは駿介たちにも提供してくれた。

「現在、騎士団が対処にあたっているが、人数が圧倒的に足りないらしい」

「フランブスって、そんなに多いんですか？」

　駿介が訊きくと、親父さんは頷いた。

「下手すれば万単位の数が、こちらに向かっているようだ」

「万単位!?」

「普段なら、発生時期を見越して、近隣の国や教会から兵を派遣してもらうんだが……、これだけ早いと、応援は間に合わないだろうな」

「どうするんですか？」

「ボルスモルの兵だけで対応するしかない。後は、腕に覚えのある者を、市民の中からも募つのっているようだ。一匹一匹はたいしたことがなくても、攻撃性の強いモンスターだからな。そんなヤツが入り込んだら、街はボロボロになる」

　たとえるなら、シロアリのもっとでかくてやばいバージョンだろうか。街がシロアリに食い尽くされる光景を想像して、ゾッとする。

　この件は、ボルスモル一国だけの問題ではない。だから、近隣諸国が兵を貸し出してまで対応に当たっているのだろう。

　しかし、今回は近隣の手助けが期待できない。

　こうなれば、放っておく訳にもいかないだろう。

　目で確認し合って、全員が頷く。

「俺たちも、協力できると思いますけど……」

「そうなのか？　だったら、中央広場に行くといい。そこで申請すれば、駆く除じよする地域を割り振られるはずだ」

「わかりました」

「大丈夫なのか？」

「いちおう、東方からずっと旅してますから。モンスターの相手には慣れています」

「ならいいが……」

　彼から見れば、自分たちはただの少年少女である。自由剣士であるマリカが一緒にいても、不安はあるだろう。

「こう見えて彼らは経験豊富だ。心配することはない」

　そのマリカが請け負うので、それで親父さんは引き下がった。

「ところで、ミアはどうする？」

「一緒に連れて行くべきだろう」マリカは即答する。「不安と混乱の中にいる人々と一緒にさせるのは危険だ」

「モンスターと戦いに行くのも危険じゃないか？」

「私たちといる方が、遙はるかに安全だろう」

　その通りだ。

「ふっふっふ、久しぶりの実戦だから、腕が鳴るわぁ」

　菜々子はすでにやる気満々のようだった。

　中央広場に行って申請を行い、地図を見せられながら、担当地域を割り振られる。

　どうやら無事に手助けができそうだった。

　その地図を見て、駿介はボルスモルが「防ぼう波は堤てい」と呼ばれる由ゆ縁えんを改めて思い知らされた。

　フランブスが発生する森の間には、小さな草原が広がっている。そこを挟んでボルスモルがあるのだが、ボルスモルの南側はすぐにサンズガルドの領地である。

　こうしてみると、ボルスモルは毎年発生するという、フランブスの被害を受け止める堰せきの代わりにもなっているのだ。もしかしたら、サンズガルドがボルスモルを支援した背景には、この件も関わっているのかもしれない。

　広場で悪あく態たいをつくダインの顔が思い浮かび、かすかな怒りを覚える。

「ボルスモルの人たちにとってみれば、いい迷惑だよねぇ」

　菜々子も、憤いきどおりを感じているらしい。怒りの矛ほこ先さきが、ダインに向けられつつあるようだ。

「それにしても、毎年こんな事が起こるわけ？」

「そのようだな」

　マリカが答える。

「フランブス自体は、そう珍しいモンスターではない。世界中の至る所で発生して被害を出している」

「モンスターが珍しくないってのは、怖いな……」

　駿介が呟つぶやくと、マリカは苦笑してみせた。

「我々の常識で恐れられても困るな。なるほど、貴様たちがこの世界の規制をおかしく思うのもムリはない、か」

　妙なところで納得されてしまった。

「ダインは助けに来ないのか？」

「来ないだろうな。ヤツが動かせる兵はそれほど多くないはずだ。それに、国の要よう衝しようを空からにするわけにもいくまい」

「ボルスモルがやられたら、次は自分たちの番だって、わかってるのかね」

「砦とりでは頑強だからな。持ちこたえる自信があるんだろう。二日も耐えてみせれば、本国から応援が到着するはずだ」

「ボルスモルは時間稼ぎに使われるってわけか……」

「それが弱小国家の辛つらいところだな。大国にいいように振り回され、こきつかわれる」

　その辺は、元の世界でも同じだった。ただ違うのは、脅威の中にモンスターとかいう未知の生物が絡んでくることだ。

　北の草原地帯が幾つかのブロックに分けられ、班が割り振られる。

　街と王宮が一本の線で守られるようになっており、この戦線の維持が至上命題となっていた。

　ここまでは、例年通りの対応だ。さすがに毎年対応しているだけあって、手慣れている感がある。問題は、その後だ。

　線の後方には、突破された時に備えた後方部隊があり、それらは主に市民からの義ぎ勇ゆう兵へいが担当するらしい。

　いつもなら、後方部隊は近隣からの応援部隊が担当するのだが、今回は一般市民である。前線が突破されたら事実上、壊滅したに等しい状況だ。

　駿介たちも、最初は後方支援に回される予定だったが、マリカが「自分たちは戦闘経験が豊富だ」と押し通したため、前線となったのだ。

　担当者が相当渋ったところを見ると、今回の対応は例外中の例外らしい。当然だ。国の兵士と一般市民が、肩を並べて戦うなど、聞いたこともない。

　最終的に折れたのは、それだけ状況が切羽詰まっているということなのだろう。

　持ち場につくと、予想以上に他のグループから離れていることに驚いた。隣のグループとは二、三〇〇メートルは離れているだろう。

　それでも、向こうの様子が把は握あくできないということもない。

「あまり、ハデな魔法は使わないほうがよさそうだな」

　マリカが忠告する。

　この世界では、教会が主導した魔法全集に載のっている魔法しか使用してはいけない決まりになっている。

　強い魔法は、それだけで魔王の再来を予期させるので、誰もが忠ちゆう実じつに規制に従っているのだ。

　異世界人である駿介たちは、その規制に縛られる下地がない。だから、いくらでも強力な魔法を遠えん慮りよなく使えるのだが、それを人に見られると面倒なことになるので、結局、控えめな魔法に落ち着かざるを得ないのだった。

「日頃の鬱うつ憤ぷんを晴らすためにも、ドカンといきたかったんだけどねぇ」

　鬱憤など溜たまりそうもないほど自分に従って生きている菜々子がそんなことをのたまう。

「地道に、少しずつ削っていくしかなさそうだね」

「ワルキューレは、使ってもかまわないかしら」

「空を飛んだりしなければ大丈夫だろう。要は、遠目から見ておかしくなければいい」

「地味な戦いになりそうね」

　清花はため息をついた。本人としては、華か麗れいに決めたかったのだろう。だが、抑制しながら戦わなければならないのが、ここフレアルードなのだ。

　それでも、他のグループと距離が離れているのはありがたい。地味に、とはいうものの、少しくらいなら規制から外れた魔法を使っても大丈夫だろう。

　フランブスは、コオロギのような姿をしたモンスターだった。硬そうな体表は、むしろカマドウマの方に近いかもしれない。

　いずれにせよ、その見た目は女性陣にとっては大いに不評だった。

「うげげ、あんなのと戦わなきゃいけないわけ？」

「絶対に、近寄りたくないわね」

「気持ち悪い……」

　そんなヤツが、何十、何百と集団でやってくるのだ。駿介でさえ、尻しり込ごみしたくなる光景である。

　だが、引くわけにはいかない。

　街を守るという名分はあるが、もう一つ、やっておかなければならないことがある。

　ミアはまだ、女性陣に対してそれほど心を開いていない。ここで一発、彼女たちも駿介と同じ異世界人なのだと知らしめ、心を開くきっかけを作る必要があったのだ。

「仕方ない、いきますか……」

　作戦は、いつも通りの基本的戦略だ。

　菜々子が先陣を切り、その後ろから清花のワルキューレが突撃する。そして、彼女たちが撃うち漏もらしたものを、マリカが、そしてさらに漏れた分を駿介と萌絵が遠距離からカバーするというものだ。

「久しぶりだから、新必殺技をお披ひ露ろ目めしちゃうよ」

　なんだかんだ言いながら、菜々子は楽しそうだ。しかし、彼女のネーミングセンスは極悪レベルで酷いので、うまく聞き流す必要がある。

「ナナコ、わかっているな。ハデなのはダメだぞ」

「わかってるって」

　答えて、菜々子はフランブスへと突っ込んでいった。

　剣道少女である菜々子の武器は剣だ。魔法を使えばあえて接近戦をする必要もないのだが、剣士としてのプライドが許さないのか、彼女の趣味なのかはわからないが、とにかく、遠距離攻撃をしたがらない。

　今回も、気持ち悪がったモンスターにできるだけ近寄ってから、攻撃を開始した。

「オオカミの牙きばよ、風のように駆け抜け、食い荒らせ──ウルフファング・ウインドゥナックル！」

「なんの捻ひねりもねぇ！」

　わかっていたはずなのに、駿介は突っ込まざるを得なかった。

　フレアルードでは、最初の言葉を連ねていく部分を『神しん言ごん』、そして最後の技名を『呪じゆ文もん』と呼んで区別している。

　理論的には、神に言葉を伝えて魔法を発動させるため、神言は長ければ長いほど威力が大きくなる。個人の魔力量にもよるが、誰でも簡単に強力な魔法が使えてしまうため、世界共通で文字数に制限がかけられているのだ。

　基本、各国の指導者レベルでも、三〇文字が上限とされている。一般市民であれば一〇文字以内だ。

　菜々子の魔法は、一般人の上限をあっさりと超えて見せた。

　それだけでも、ミアには驚きだっただろう。

　だが、彼女の驚きはそれだけに止とどまらなかった。

　菜々子の剣から放たれた魔法は、何匹ものオオカミの姿に変わり、まるで意志を持った生き物のように、モンスターへと食らいついていく。

「ウソ……、魔法が動物の形をとるなんて……」

　目を見開くミアに、マリカがうんうんと頷く。

　フレアルードの住人である彼女は、散々、駿介たちに驚かされてきたから、ミアの気持ちがわかるのだろう。

　愕がく然ぜんとしてミアは、辺りをきょろきょろと見回す。

「あ、あの、大丈夫なの……？」

「大丈夫、そうだな」

　駿介も辺りを見回してみる。

　各所で戦闘は始まっており、近くの部隊も、こちらを気にする余裕はないようだった。

　続いて、清花がワルキューレを呼び出す。

　こちらに至ってはドイツ語で、文字数をカウントするのもバカらしくなるくらい長い神言で発動させるのだ。ミアはそれが神言の詠えい唱しようだとは気づかなかったが、ワルキューレの出現には目玉が飛び出るほどに驚きよう愕がくして見せた。

「ワルキューレ、私たちに一歩も近づけないようにお願いね」

　清花の言葉に、九人のワルキューレは一斉に頷いてみせる。

「こ、言葉に反応した……？」

「驚くのはまだ早いぞ」

　マリカの言葉に、ミアは、もうとっくに驚き尽くしてるのに、まだなにかあるのかという表情をしてみせた。

「さあ、行きなさい。ただし、目立たないように！　それでも、美しく華麗に！」

　ワルキューレは、おのおのの武器を構えて、フランブスへ向かって突進した。

　今回、彼女たちは天馬に乗っていない。さすがに、人がまたがった馬が空を飛んでいたら目立ちすぎるからだ。

　それでも、彼女たちの攻撃力は存分に発揮された。

　清花の指示通りに、一匹たりとも近づけないという意志が感じられるほど、鬼神のごとき活躍だった。

　にもかかわらず、彼女たちは表情を一切変えない。それどころか、一つ一つの動作がまるでダンスを踊っているかのように華麗で、目を惹ひきつけた。

　清花の指示に従っているのだろうが、九人の戦いくさ乙女おとめによる群舞は、舞台監かん督とくがいるのではと疑うほどに見事なものだった。

　もしかしたら、清花の演奏に合わせて踊らせたことが生きているのだろうか。そんなことを考えさせるほどだった。

　これが初見となるミアは、ポカンと口を開けている。

　相変わらず駿介の腕にしがみついたままだが、自分がどういう立場なのかも忘れて、呆ぼう然ぜんとしていた。

「お、お兄ちゃん、あの魔法って……？　ううん、そもそも、魔法なの……？」

「魔法なんだよ、あれでも」

「信じられない……」

「わかる、わかるぞ、ミア」

　マリカは何度も力強く頷く。

　魔法が人の形をとるなどありえないし、しかも発動した魔法に指示を与えるなど、前代未聞なのだ。

　駿介たちにしてみれば、ゲームや漫画でありきたりな設定なのだが、フレアルードでは驚きよう天てん動どう地ちの出来事らしい。

　だからこそ、このことがばれたら、駿介たちは一瞬でお尋ね者になってしまう。事実、マリカを助けるために力を使いたい放題使ったせいで、ランドベルズという国から追われる身となってしまったのだ。

　菜々子と清花の魔法は、次々にフランブスを屠ほふっていく。それでも数で押してくるモンスターを完全には処理しきれない。

　そうして撃ち漏らした分は、萌絵と駿介がフォローする。

「炸さく裂れつする弾丸──ライフルショット！」

　目にも止まらぬ魔法の弾丸が、フランブスを撃ち抜く。

　あまりに一瞬の出来事に、ミアはなにが起こっているのかよくわかっていないようだった。

「すごい……、私が見たことも聞いたこともない魔法ばっかり……」

「だろ？」

「でも、こんな魔法を使ってたら……」

「もちろん、異端者扱いされるだろうな。ミアは、俺たちのことが怖いかい？」

　ふるふると、首を振った。

「酷いことをしてくる人たちの方が、怖い……。私を黒猫だって目で見てくる人たちの方が、よっぽど怖い……」

「だけど、俺たちはミアのことが怖くない。別に強い力を持ってるからじゃない。異端者だからでもない。どんな力を持っていても、結局はその人の心次第だってのがわかってるからな」

　野心や野望を抱く者にとって、強い力は世界の仇あだとなる。しかし、ミアは平凡な女の子だ。一人の人間として──彼女の場合、獣じゆう人じんだが──扱えば、恐れる必要など、なにもないはずなのだ。

「本当の異端者っていうのは、強い力を持っているヤツじゃない。弱い力だろうとなんだろうと、それを悪いことに利用するヤツのことを言うべきなんだ。俺たちは、誰かを傷つけたり、壊したりはしない。まあ、ちょっとお金を稼ぐ手段にはしてるけど、みんなも楽しんでくれるから、それくらいは許して欲しいんだけどな」

　駿介は、手のひらをミアの頭に載せた。

「だから、俺たちはミアのことを怖がらない。異端だとも思わない。一人の女の子として、仲良くやっていければと思う」

　ミアはこくりと頷いた。その表情に、もう怯えたような姿はなかった。

　代わりに、キラキラとした目の輝きが灯ともる。

　なにか、楽しい遊びを見つけたときの子供のような目で、ミアは駿介たちの戦いを見守っていた。
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　夜までに、フランブスの騒ぎは収束したようだった。

　市民も戦いに参加したことから、町中がお祭り騒ぎの様相を呈していた。

　駿介たちが宿泊している宿屋でも、食堂が解放されて、料理や酒が振る舞われた。こうなると、清花にお呼びがかからないはずがない。

　熱烈なラブコールを受けて、清花のミニコンサートが始まった。

　今回は、みんながおとなしく聴き入るというスタイルではない。聴ちよう衆しゆうもかけ声や合の手、それにダンスなどで一緒に参加するものだ。

　選曲も、自然にノリがいいものになる。

　観客がどんちゃん騒ぎに興じる中、駿介はふと、部屋に一人残してきたミアのことを思い出す。

　彼女のことを思うと、素直に楽しむことができなくなるのだった。







　その夜、いったんは眠りについた駿介だったが、夜中にトイレに行きたいというミアに起こされた。

　宿の主人にミアの姿を見られるわけにはいかないので、トイレは外に出てするようにしている。

　だから、夜中であっても二人は窓から外へ抜け出さなければならなかった。

　猫の獣人であるミアにとっては、二階の高さなど造作もないのか、ひょいと飛び降りて綺き麗れいに着地を決めるが、駿介はそうもいかない。

　窓枠に手をかけてぶらさがり、できるだけ距離を低くしてから飛び降りる。

　下は草地になっているので、よほど変な着地をしない限りは大丈夫だとはわかっていても、天にも祈る瞬間だ。

　着地と同時に転がって衝撃を吸収し、無事を確かめる。

　痛めたところはなさそうだった。

　公衆トイレでミアのついでに自分も用を済ませ、手を繋いで帰る。

　宿の側そばまで来たとき、不意に誰かの話し声が聞こえてきた。それが知った声だったので、駿介は思わず聞き耳を立ててしまった。

「話って、なに？」

「えっと、三年前のことなんだけど……」

　声の主は、萌絵と清花だった。

　二人は宿の入り口前で、顔を合わせているようだった。

　こんな時間に二人きりでいるということは、あまり人には聞かれたくない話らしい。

　駿介は咄とつ嗟さに建物の角に隠れて、二人の様子を窺った。

　しかし、意外な組み合わせである。

　あまり人と関わりたがらない萌絵と、趣味も性格も、まるで合いそうもない清花なのだ。いったい、なんの話をするのだろう。

「三年前？」

「萌絵が男の子に絡まれたの、覚えてる？」

　駿介はギクリとした。

　それはまさに、自分が関わった出来事だ。

　もちろん、萌絵に絡んだ側ではない。絡まれた萌絵を、結果的に助けた側だ。

　萌絵は、小さく頷いてみせた。

「あの男の子たちは、私の友人だったの」

　そういえば、あの場所には菜々子もいたらしい。

　そのことを萌絵には伝えていたが、「いた」ということしか告げていない。だから、いま清花が口にしたことは、萌絵にとっては初耳なはずだ。

　しかし、萌絵は表情を動かさずに「そうなんだ」とだけ答えた。

「ごめんなさい！」

　清花が、勢いよく頭を下げる。けれど、それでも萌絵の表情は変わらなかった。

「どうして、謝るの？」

「だって、私のせいで、萌絵は酷い目に遭ったのよ？　謝るしかないじゃない」

「でも、野木さんは手を出してないよね？」

「手は出さなくても、見てるだけだった。止めることもできたはず。でもなにもできなかった。間接的に、萌絵を苦しめた」

「ああ、そういうこと」

　萌絵は納得したようだった。

「別に、私は気にしてなかったのに」

「けじめが必要なのよ。わだかまりを持ったまま、これからも一緒にいるわけにはいかないでしょ？」

「真ま面じ目めなんだね」

「切り出すまで三カ月もかかったのよ？　ただの臆おく病びよう者ものよ」

「でも、ちゃんと謝ってくれた」

「きっかけがなければ、もっと先延ばしにしてたかもね」

「きっかけ？」

「あ、うん、まあ、いろいろと思うところがあって……」

　萌絵はしばらく、清花の目を覗きき込んでいた。清花は、居心地悪そうにしながらも、その視線を受け止め続ける。

「もしかして、ミアちゃんのこと？」

　自分の名前が出てきて、ミアは驚いたように耳を立てた。駿介も、身を乗り出しそうになるのをこらえて、続きを待つ。

「ミアちゃんがいじめられている姿を見て、過去の自分を突きつけられたのかな？」

「やっぱ、わかっちゃうもんなんだ……」

「あんな光景を見せられたら、考えることも多くなるよね」

「あんな光景を見せられるまで、私は踏ん切りが付かなかったのよ」

　清花は悔しそうに唇くちびるを嚙かんだ。

「萌絵は私のこと、気にしてなさそうだったから、このままでもいいかなって、甘えてた。逃げていた。ちゃんと謝らなきゃいけないって、思い知らされた」

「で、野木さんは謝ってくれた。私はそれで充分だよ」

「でも、私の気が済まない。謝るだけじゃ足りない」

「どうして？」

「気分の問題っていうか……、もし、私が萌絵に関わらなければ、萌絵はこんな世界に来なくて済んだかもしれないし……」

「それは少し違うよ」

　これまでより、わずかに力を込めて萌絵は言う。

「この世界に来られて良かったとまでは言えない。でも、この世界に来ることで得られたものも、確かにあるんだよ」

「得られたもの？」

　清花の疑問は駿介も同じだった。

　必殺技の開発に狂喜しながら勤いそしむ菜々子と、フレアルードで改めて音楽をする悦よろこびを味わっている清花に対し、萌絵はこの世界に馴な染じんでいる様子はなかった。むしろ、本が読めないということで、不満を抱いているとすら思っていたのだが……。

「それはちょっと言えないけど……」

　萌絵の頰ほおが赤く染まる。それだけで、駿介はなんのことか察することができてしまった。

　萌絵と駿介、二人だけの秘密。

　あのことに、萌絵がそれほどの重点を置いているとは思いもしなかった。

「とにかく、私もこの世界をそれなりに楽しんでいるから」

「そ、それならいいんだけど……」

　歌っているときの清花からは、信じられないほどの心許なさだ。

　こうしてみると、舞台に立つ彼女とは別人のように思えてくる。

「だからね、野木さんも、もっと自分に素直になっていいと思う」

「どういうこと？」

「遠慮とか、そういうのはいらないから」

　突然、話が見えなくなる。しかし、清花には通じているらしい。これまでになく、落ち着きがなくなる。

「も、萌絵は、どう思ってるの？」

「少なくとも、ミアちゃんに独占させたくはない、かな？」

　ミアに独占させたくない？　ということは、駿介のことを言っているのか。しかし、自分に遠慮とはどういうことなのか。

　萌絵は、清花の反応を見て楽しんでいるようだった。そんな萌絵に、清花はなにも言い返せない。

　そして駿介も、なんのことだと詰め寄りたかったが、一歩を踏み出すことができなかった。
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　翌朝、駿介は萌絵に呼び出された。

　昨日の今日なので、昨夜の覗きがばれていたのかと思ったが、そうではなかった。

　しかし、その方が良かったと駿介は思うのだった。

「そろそろ例のヤツ、いいかな？」

　萌絵が催さい促そくしてくるのは、昨夜の会話でも出てきた、「二人だけの秘密」だ。

　のらりくらりとかわしてきた駿介だが、いいかげん、断り切れなくなっていた。仕方なく、覚悟を決める。

　そうなると、二人きりになる必要がある。

　ミアを女性陣の部屋に連れて行き、なにかと理由を付けて行動の自由を得た。

　そして、宿を出て裏手へ回ったところで、先に出発していた萌絵と合流する。

「この先に、よさげな場所があったから、そこにしよう」

　萌絵に先導されて、ついていくことしかできない。

　案内された場所は、森へ入って少ししたところにある岩場だった。

　傍かたわらには小川が流れている。

　なるほど、ここなら身を隠す場所が多いし、川のせせらぎが、ちょっとした物音や小声ならかき消してくれるだろう。

「なあ、本当にやるのか？」

「もちろん。このために、ずっと準備を続けてきたんだから」

　やる気満々の萌絵に対して、駿介は及び腰だった。

　なにしろ、これから二人がやろうとしていることは、かなりきわどい行為なのだ。

　萌絵は、連ねた言葉で相手の五感に反応を与える魔法を生み出していた。

「腕をつねった」と口にすれば、自分の腕が指と指でつままれて、捻り上げられたような痛みと感覚を覚える、そういう魔法である。

　それを、萌絵自身に使って欲しいと、ずっと前から頼まれていたのだ。

　新しい魔法の開発に協力するのはやぶさかではない。しかし、萌絵が求めているのは、ちょっと、いや、かなりエッチな内容なのだ。

　読書家の彼女は、多くの本を読み、たくさんの文学作品に触れてきた。そこで得た知識や人の感情を読む力などで、いくつもの魔法を生み出してきたし、清花の興こう行ぎようも成功させてきた。

　しかし、彼女が一番求めているのは、男女間における愛の交歓なのだ。

　簡単に言ってしまえば、駿介が官かん能のう小説を朗読し、その内容を萌絵が疑似体験するというものである。

　彼女は、男女のそうした行為に強い興味を抱いている。けれど、そうした行為に及ぶ相手がいないし、実際に勤しむだけの勇気も持てない。

　考えた末に導き出し、駿介に協力を依頼してきたのが、これなのだ。

　そのために、萌絵はこの三カ月間、文章を練りに練ってきた。駿介はしばしば、その内容を携帯のメモ機能で書き留めてきたのだが、聞くだけでも赤面しそうになるのに、それを声に出して読めというのだ。

　おまけに、大きな声を出すわけにもいかないから、萌絵と密着する必要がある。

　女の子の息づかいすら感じられる位置で、官能小説を読み上げるのだ。ご褒ほう美びのように思えて、酷い拷ごう問もんである。一歩間違えれば、犯罪ですらある。

「合意」であるということだけを命綱に、駿介はいま、崖がけっぷちに立たされていた。

「それじゃあ、お願いね」

　言って、萌絵はスッと近寄ってきた。

　息づかいどころか、体温すら感じられそうな距離。

　もはや逃げ道はない。ただ、前に進むだけだ。

　駿介は萌絵の耳元に唇を寄せた。

「シンクロナイズ」

　同期、という言葉である。駿介の言葉と、萌絵の五感をシンクロさせて、より魔法の精度を高める呪文だ。

　この魔法が特徴的なのは、神言を詠唱してから呪文を唱えるのではなく、まず呪文を唱えてから、後付けで神言を詠唱する点だ。

　強い規制をかけられている神言魔法だが、用法自体はかなり広く、自由らしい。

　とにかく、この一言で、萌絵の体は、駿介の言葉に敏感に反応するようになったはずだ。

　あらかじめ呼び出しておいた携帯のメモ帳を横目に見ながら、萌絵が作った文章を読み上げる。

「彼の両手が、萌絵の頰を優しく包み込んだ」

　その一言で、萌絵が「んっ」と反応する。いまの彼女は、駿介の言葉通り、誰かの両手が頰を包み込んだように感じているはずだ。

「二人は見つめ合い、そっと口づける」

「ぅ、んっ……」

「やがて、頰に当てられた両手は、静かに首筋を撫で、鎖骨を渡り、萌絵の胸へと滑り落ちていく」

「あ、ぅ……」

　切ない吐息が漏れる。自分はなにもしていないのに、萌絵が敏感に反応している様が、手に取るようにわかる。

「服をめくり上げられ、下着の隙間から、男の指が差し込まれる」

「は、くぅん……」

「男の手が、乱暴に、けれど、痛みを感じさせない絶妙なさじ加減で、萌絵の胸をもみしだき、まさぐった」

「あぅ、んん……」

「そして、その手は萌絵の敏感な突起に狙いをさだめ、攻略にかかる」

　ビクンと、萌絵の体が跳ね上がった。

　ビックリした駿介は、萌絵に声をかけようとしたが、彼女の腕が駿介の腕にしがみついてきて、続行を促うながす。












「指で押されるごとに、こすられるごとに、つままれるごとに、下腹部の奥底から突き上げるような快感が萌絵を襲う」

「あふっ……、ダメ、佐嶋くん……っ」

　なんでそこで自分の名前を呼ぶんだ。

　おかげで、これまでなんとかこらえてきたのに、一気に興奮状態に陥ってしまった。

　目の前には、頰を上気させて、甘い声で息を荒げ、感極まったように自分の名を呼ぶ女の子がいるのだ。これで平常心でいろという方が不可能である。

「男は下着を引きはがし、服をたくし上げたまま、萌絵のそこに顔を寄せ、口に含んだ」

「あぁ……！　さ、佐嶋くん……！」

　言葉を連ねるごとに、萌絵の反応は激しくなっていく。そして、自分の名前を呼ばれるたびに、駿介も自然とヒートアップしていった。

　神言を連ねる言葉に、熱が入る。勢いが付く。それがそのまま乗り移ったかのように、萌絵も体を震わせながら、声が大きくなっていく。

　互いの声が互いの感情を昂たかぶらせ、盛り上げ、押し上げる。

　駿介は、もうただ言葉を口にしているのか、それとも実際に行為に及んでいるのかわからなくなっていた。

　だから、萌絵が「佐嶋くん！　ごめん、ちょっと待って！」と悲鳴を上げても、それが素の声であることに、すぐ気がつかなかった。

　胸を押され、二人の距離が少し開いたことで、ようやく我に返る。

　萌絵は潤うるんだ瞳ひとみで、身を守るように胸元を押さえていた。

　熱くなっていた頭が、一気に冷却される。

「うわっ！　ごめん高たか山やまさん！　やりすぎた!?」

「えっ？　ち、違うの。その、私が、止やめて欲しかったの」

「お、俺がやり過ぎたから、じゃない？」

「うん……。ちょっと、怖くなっちゃって……」

　恥ずかしそうに身をよじる。

「これ以上先に進むのが怖くて、ためらっちゃったの。自分でお願いしておいて……、ごめんね」

「い、いや、別に……」

　安あん堵どすると、先ほどの熱がまたぶり返しそうになる。

「でも、おかげでいろんな発見ができたよ」

「発見？」

「行為をなぞるだけの、下手な文章でも、充分に仮想体験することができた。もっと文章を練り込んだり、今回の経験を活かして感覚的な描写を増やせば、さらに繊せん細さいなところまで、敏感に反応できるようになるのかな……」

　あれ以上敏感になられても困るのだが。

「それに、やっぱりこの魔法は使用者側に左右されるみたいだし」

「使用者側って？」

「佐嶋くん、最後の方はけっこう役になりきってたでしょ？」

　なりきっていたというか、そのものだったというか……。なかなか返事をしにくいことを聞いてくる。

「きっと、佐嶋くんがのめり込めばのめり込むほど、魔法の精度は上がっていくんだと思う。佐嶋くん、次は最初からなりきってくれると助かるかな」

「い、いや、ちょっと待って。やっぱ、その、まずいよ、これ以上は」

「どうして？」

「だって……、なりきるってことは、高山さんにそういうことをしてるつもりになれってことだろ？　俺だって男だし、その……、つもりがつもりじゃなくなったらどうするんだよ」

　かなりぼかした言い回しだったので、うまく伝わらなかったらしい。

　萌絵はしばらく、その言葉を吟ぎん味みしていたようだったが、やがてポツリと答えた。

「私は別に、かまわないけど」

「はぁっ!?　かまわないって……、ええっ!?　高山さん!?　意味わかって言ってる!?」

「うん。私は、佐嶋くんなら、かまわないかなって思ってるけど」

「いやいや、おかしいだろ！　だって、俺たちは、そういう関係じゃないし、なのにそうなるってのは不健全だし……」

　萌絵はなぜかため息をついた。

「ここまで鈍いなんて……」

「えっ？」

「なんでもない。それより、次の機会なんだけど……」

「まだやるの!?」

「だって……」

　先ほどの感覚を思い出したのか、頰を染めて、瞳を潤ませる。

「すごく、気持ちよかったから。ねぇ、いいでしょう？」

「いや、それは……」

「いいわけあるか！」

　突然、マリカの声が割り込んできた。

　ギョッとして見やると、マリカがものすごい形ぎよう相そうでこちらへやってくるところだった。

「ま、マリカ!?　どうして!?」

「貴様を探して欲しいとミアが泣くんでな。妹を放ってなにをやっているかと思えば……！」

「なにかって……」

　そこでハッとした。

　駿介の前には、上気した頰に、涙目で胸元を押さえ、身をよじっている少女。

　ハタから見たら……、完全にやらかした後の光景だ。

「ち、違う！」

「なにが違うんだ？　私は貴様らがなにをやっていたか知らないし、モエがなにを求めていたのかも知らないんだぞ？」

「でも、さっき『いいわけあるか』って……」

「なんだかわからんが、とにかく否定させてもらった」

　言い切るマリカに、駿介はハメられたことを悟った。

　ここは、なんのことだととぼけておく場面だった。

　違うと否定してしまったことで、なんらかの後ろめたいことをしでかしたのだと、自ら認めてしまったようなものだ。

　実際には、なにもしていない。けれど、なにもしていないと言い切れるほど、なにもなかったわけではないのだ。

「弁解は、宿でゆっくり聞かせてもらおう」

　とんでもない修しゆ羅ら場ばが、待ち受けているようだった。
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「さて佐嶋っち、なにか言いたいことはある？」

　女性陣の部屋に連行された駿介は、菜々子たちに囲まれながら、正座をさせられた。清花とマリカも、鬼の形相で駿介を見下ろしている。

　ミアが背中に張り付くようにして気遣ってくれるが、この状況ではなんの慰なぐさめにもならなかった。

「俺は無実です」

「そんな言い訳は聞き飽きたよ」

「みんな誤解してます」

「じゃあ、その誤解とやらを説明してよ」

「だから、ただ新しい魔法の研究をしていただけなんだって」

「そんなの、二人きりでやる理由なんてないでしょ」

　ごもっともです。

　しかし、他に言いようがないのも確かなのだ。

「っていうか、それなら俺じゃなくて高山さんに訊けばいいじゃないか」

「被害者の傷に触れるようなこと、できるわけないじゃない」

　残念ながら、萌絵は被害者ではなく、主犯である。けれど、そう説明できないのが苦しいところだ。

　自分だけが責められるのは納得いかない。でも、萌絵に責任をなすりつけることもできない。

　元はと言えば、断り切れなかった自分にも、責任の一端はあるはずなのだ。

　萌絵は「ごめん」と言うように、小さく手を合わせた。

　些さ細さいな信頼ではあるが、裏切ることはできない。

　駿介は悪あがきと自覚しながらも、攻めに転じた。

「だいたいだな、仮に俺と高山さんの間に何かあったとしても、それが合意の上だったら、海原たちが口出しするのはおかしくないか？」

「えっ？」

　虚きよを衝つかれたように、菜々子たちはひるむ。

「俺が誰となにしようが自由だろ？　海原たちが騒ぐ必要はないだろ」

「で、でも、やっぱりさ、そういうのは風紀が乱れるわけじゃない。これからもみんなで頑張っていく中で、誰かがそういう関係になると、気まずいでしょ？」

「まあな。じゃあ、海原たちも、誰か好きな人ができても、そういうことにはならないってことだな」

「もちろんだよ」

「ちょっと菜々子、勝手に決めないでよ」

「それはさすがにやり過ぎだろう」

「ええっ!?　野木ちゃんもマリリンも反対なの!?」

「反対というか……」

「いろいろと、な」

　煮え切らない二人の態度に、菜々子ははてなマークを浮かべる。

　そこへ、萌絵がぼそりと呟いた。

「海原さんに好きな人ができても、その人と付き合うことができないってことだよ」

「そりゃ、そうに決まって……」

　突然、絶句する。

「どうした？」

「う、いや、そっか、そういうことか……」

　何事か、一人で納得している様子だった。

「とにかく、こそこそするのは禁止！　交際するならするでキチンと宣言してみんなに認めてもらう！　オッケー!?」

「それは別に、かまわないけど……」

「騙だまされるなナナコ！」

　マリカが、腰の剣を握りしめながら口を開く。

「こいつは結局、あそこでなにをしていたのか、口を割っていないぞ！」

「あっ、そうだった！　やるね佐嶋っち。あたしを欺あざむくとは！」

「海原がそういう方向に持って行ったんだろうが！」

「言い訳無用！　さあ、シュンスケ。貴様の所行を洗いざらい吐いてもらおうか！」

　結局、振り出しに戻ってしまった。

　どうしたものかと困っていると、ミアがポツリと呟いた。

「どうして、みんな、お兄ちゃんをいじめるの？」

「違うぞ、ミア」

　マリカが否定する。

「私たちはシュンスケを人の道から外れないように導いているだけだ。それが責めているように見えるのは仕方のないことなんだ」

「そうなの？」

「ま、まぁ、そう、かな？」

　本当に駿介が人の道から外れそうになっているのなら、見事な演説なのだが、生あい憎にくそうではないので、肯定しづらい。

　かといって、まったくのやましさがないわけではないので、否定もしづらいのだが。

「わかりやすく言ってやろう。ミア、きみの他に、シュンスケを兄と慕う女の子が現れたらどう思う？　その子は四六時中、ずっとシュンスケにくっついて離れない。独占しようとする？　どうだ？　おもしろくないだろう？」

　その光景を想像しているのか、ミアは少し考えた後、こくりと頷いた。

「いや、です」

「そうだろう？　そういうことにならないように、我々はシュンスケをしつけているのだ」

「俺はペットかよ！」

「しつけの悪い動物ほどたちの悪いものもないからな」

「お兄ちゃん、誰か他の人のものになっちゃうの？」

「ならない、ならないよ！」

「本当に？」

「ああ」

「だったら、二人で暮らそう？　この人たちと一緒にいたら、お兄ちゃん、きっと、私のものじゃなくなっちゃう」

「いや、俺はミアのものでもないけどね？」

「さすがだな、ミア。幼いとはいえ、立派な女性ということか」

　マリカはなにを褒めているのだろう。

「だが、それはできない。シュンスケは私たちにとってかけがえのない仲間だからな」

「仲間？　家族とか友達とかと、なにが違うの？」

「一口では言えんな。だが、血の繋がり以上の絆きずなで結ばれているのは確かだ。そういった意味での結びつきの強さなら、ミア、きみにも負けないつもりだ」

　ミアは不安そうな顔で駿介を見た。

　マリカの物言いは、多少なりとも大仰ではあるが、間違っているわけでもない。

　死線をくぐり抜け、過か酷こくな環境で生活を共にすれば、友達や家族とはまた違った連帯感を覚えるのは確かなのだ。

　駿介はミアの頭を撫でた。

「ミアにも、わかるときがくるよ」

　それまでは、ミアの兄でいようと決めていた。
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　ボルスモルに滞在してから一カ月が過ぎた。

　駿しゆん介すけたちの公演回数は一〇回を越え、国内での認知度も高まっていった。

　自然、駿介たちと交流を求める人々も増え、滞在先である宿屋には連日、多くの人が押し寄せた。

　これにウハウハ顔なのは宿屋の主人だ。

　食堂は宿泊者以外にも解放されており、酒や食事が大量に注文されるので、かなりもうけが出ているらしい。

「うわはははは、宿泊者様々だな！」

　笑いが止まらない主人は、代わりに駿介たちの料金をかなり割り引いてくれた。

　ならばその礼にと、清さや花かは食堂で即席のライブを行い、さらに宿の知名度を上げるのだった。

　今日も今日とて、清花の演奏にほろ酔い加減の客たちは大いに盛り上がり、そして大いに飲み食いして騒ぎまくっていた。

　駿介もその輪に加わって、酒を注いだりして席を渡り歩く。

　そのたびに、酔っ払いに捕まり、「綺き麗れいどころが揃そろってて羨うらやましい」だの、「あの中の誰かといい関係になっていないのか」など、いつか宿の主人に訊きかれたようなことを繰り返し尋ねられた。

　そのほとんどを曖あい昧まいな返事でやり過ごしたが、中にはしっかりと耳を傾けておかなければならない事柄もあった。

「ここだけの話だけどよ、昨日の公演に国の芸術官が来てたんだよ」

「芸術官？」

「国の芸術や文化を司つかさどる文官さ。そいつらに認められれば、いよいよ劇場でのお披ひ露ろ目めも見えてくるんじゃないか？」

　それは、何よりの朗ろう報ほうだった。

　すぐに清花に報告しようとしたが、次の一言が二の足を踏ませた。

「そういえば、今日はダインのヤツも来てたな」

「いたんですか？」

「ああ、いたぜ。不気味なもんで、観客の輪から少し離れたところで、じっとしていやがったんだ」

「なにしに来たんですかね？」

「もちろん、あんたたちの公演を見に来たんだろうよ」

　まさかと思った。

　ダインは二回目の公演の際、許せないほどの侮ぶ辱じよくをしていったのだ。

　その侮辱をした相手を見に来ることなど、あり得るだろうか。

「意識が変わるほど、お嬢ちゃんの演奏がすばらしいってことさ」

「そうだそうだ」と、あちこちから同意の声が上がる。

「ああ見えて、ダインは芸術方面に造ぞう詣けいが深いらしいんだ。もしかしたら、サンズガルドに引き抜かれたりするんじゃないか？」

「それは凄すごい！」

「サンズガルドと言えば、三本の指に入る超大国だ！」

「そこの官かん僚りように認められたとなれば、いよいよ世界進出があり得るぞ！」

　酔っぱらいたちは、自分たちの言葉でさらに酔っているようだった。

　本来ならば、駿介も喜びに浸ひたるところだ。それでも、ダインの印象を考えると、とても素直に喜べないのだった。

　とはいえ、大国に目をかけられて悪いことはない。

　まずは、みんなの耳には入れておくべきだろう。

　案の定、全員の反応は芳かんばしくなかった。

　ただ、清花だけは、少しだけ前向きに捉とらえたようだ。

「希望の芽を摑つかむことは、悪いことじゃないわよね？」

「まあな」

「だったら、利用できるものは利用して、大国でデビューするのも悪くはないわね。きっと、立派な劇場もあるだろうし」

　ホールも楽器の一つ、という話を思い出した。

　芸術の振興にも力を入れられる大国なら、さぞかし立派な劇場が建てられていることだろう。

　清花によると、ホールの残響時間は、コンマ以下の単位で綿密に計算されて作られているという。

　この世界にどれだけの設計技術があるのかはわからないが、大国であれば芸術家の意見がふんだんに取り入れられたホールがあってもおかしくはない。

　そこなら、演奏者や演者が声や音を響かせやすくなっているのだろう。

　清花が興味を示すのもムリはなかった。

「できれば、ダインの手は借りないで行きたいけどね」

　結局、ダインへの評価は変わらないままだったが。
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　その夜、菜な々な子こたちから一緒にお風呂に行こうと誘われ、ミアは戸と惑まどった。

　最初は嫌がったミアだが、菜々子にほとんど押し切られる形で、連れて行かれてしまった。

　駿介は手を振って見送ってくれたが、彼の目が届かないところに行くのが怖かった。

　濡ぬれたタオルで体を拭くだけじゃダメなのかと抵抗した。

「ミアにゃん、なかなか心を開いてくれないからさ。ここは一つ、裸の付き合いで交流を深めようじゃないか」

　菜々子の言葉に、ミアは反論できなかった。実際、女性陣に対しては、まだどう付き合っていけばいいのか、計りかねていたのだ。

　しかし……。

　誰かと一緒にお風呂に入るなど、何年ぶりのことだろう。

　ミアは裸になった心許なさに怯おびえながら、口元まで湯に浸つかる。

「そんな浸かりかたしていると、すぐにのぼせるわよ？」

　清花に指摘されるが、ではどうすればいいのかがわからない。

「なになに？　ミアにゃん、もしかして恥ずかしがってる？　大丈夫、佐さ嶋じまっちには覗のぞかないように釘くぎを刺してきたから」

「そ、そういうことじゃありません！」

「んじゃあ、みんなのプロポーションと比べて引け目を感じてる？　大丈夫、あたしとミアにゃんなら、そんなに大差な──んだと!?」

「えっ？　あ、あの……」

　確かに、そこは少しばかり羨むところではあった。

　マリカと清花はもちろん、萌も絵えが意外にメリハリのある体型をしていることに、ミアは少なからずショックを受けた。

　自分がもっと、いろいろ大きければ……。

　いまよりもずっと、駿介の心を自分に向けられただろうか。

　男の人は、女の人を評価するとき、まず顔と胸に注目するという。

　顔の優劣はよくわからないが、胸はハッキリとした差が出る。

　胸に関して言えば、ミアはないに等しい。自分にはない魅力で、駿介が他の女の子たちに目を向けるのが、ミアはイヤだった。

　その点、菜々子は安心だった。自分とあまり変わらないから、いくらでも対抗できそうだった。

「ふふふ、安心しなよミアにゃん。みんながみんな、大きいのが好きなわけじゃないから！」

「そう、なんですか？」

「むしろ佐嶋っちみたいなタイプは、小さいのが好みと見た！　ふふふ、あたしたちにも、充分勝算はあるよ、ミアにゃん」

「自分で言ってて虚むなしくない？」

　清花に指摘され、菜々子は激げつ昂こうする。

「うるさい！　持たざる者の気持ちが、あんたたちにわかってたまるかぁ！」

「そこでミアを引き込むのはどうかと思うぞ？」マリカも会話に加わる。

「ナナコはともかく、ミアにはまだ、成長の余地というものが残っているが……」

「あたしにはもう、見込みがないと!?」

「あくまで可能性の話だ」

「くっっそぉぉぉぉ！　ミアにゃん、これから一緒に頑張ろう!?　頑張って、いつかあいつらを見返してやるんだ！」

　なんだかよくわからないことに巻き込まれ、ミアは愛あい想そう笑わらいで応えた。

　それにしても……。

　この人たちは、本当に自分を怖がらないのだなと実感した。

　普通の人なら、お風呂に入るのはもちろん、側そばにいることさえできないのに。

　彼女たちが異世界からやってきたというのは、いまだに半信半疑だが、自分のことを恐れない様子を見るに、信じざるを得なくなる。

「でも、大きくなって佐嶋くんの趣味から外れたら？」

　萌絵の指摘に、菜々子は虚きよを衝つかれた表情になる。

「しまった、その可能性もあるのか！　あ、あたしは……、あたしはどっちの可能性に賭かければいいんだ!?」

「あ、あの……」

　ミアは気になっていることがあったので、思い切って声をかけてみた。

「一つ、訊いていいですか？」

「なんだい、ミアにゃん」

「みなさん、お兄ちゃんのこと、どう思ってるんですか？」

「ど、どうって……？」

　なぜかうろたえる菜々子に、ミアは疑問をぶつける。

「お兄ちゃんのこと、あんまり信用がない感じだったけど……、でも、お兄ちゃんの話題が多いから、どういうことなのかなって……」

「あ、ああ、なるほど、そういうことね。うーん、そうだなぁ。佐嶋っちは、まあ、いいヤツだよ。なんだかんだで付き合いもいいし、話もよく聞いてくれるし。そりゃ、ちょっと優柔不断というか、自分に自信がなさ過ぎるところもあるけど」

「私に言わせればへたれだな」

　マリカが一言で切って捨てる。

「後先考えないお人好しでもあるわね」

　清花も続く。

　ここまでで、ミアは聞いたことを後悔した。駿介の悪口を、これ以上は聞きたくなかった。

「でも、優しいよね」

　そんなミアの気持ちに気づいたわけでもないだろうが、萌絵がフォローに回る。

「体を張って、私たちを守ってくれるし」

「そう、だな」

　マリカが同調する。

「自分を曲げない信念の強さと正義感は、見習うべき所だ」

「私の才能を一番惜しんでくれたのは、佐嶋なのよね」

　清花も、頷うなずいた。

「この世界でもやっていけるってわかって、佐嶋には感謝してもしたりないわ」

「意外に、情熱的だったりするしね」

　菜々子は、しみじみと呟つぶやいた。

「曲がったことが嫌いな熱血漢でもあるし」

　まともな評価が出てきて、ミアは安心する。だが、ますます訳がわからなくなる。

　彼女たちは駿介を否定するようなことを口にしながらも、肯定もする。

　いったいどういうことなのかと訊くと、菜々子はあっさりと答えた。

「人間、いいところばっかりなわけがないんだよ。いいところも悪いところも含めてその人なんだから。だから、佐嶋っちにも当然、いいところも悪いところもある。それを理解した上で、あたしはちゃんと、佐嶋っちはいいヤツだって判断してるんだ。ミアにゃんだってそうだよ」

「わ、私も、ですか？」

「ミアにゃんは黒猫なんでしょ？」

「は、はい……」

「世界中から恐れられてる」

「…………」

「でも、あたしたちは、ミアにゃんがそんなことはしないって思ってる。ただの、甘えん坊の女の子だって思ってる。その上で、あたしたちはミアにゃんと一緒にいるんだよ」

　わかりきっていたことのはずだった。けれど、改めて言葉にしてくれたことで、より実感ができた。

　この人たちは本当に、自分が怖くないのだと。

　本当に、自分を受うけ容いれてくれているのだと。

　信じられないことだった。

　これまで誰も手を差し伸べてくれなかったのに。

　急にこんな、気持ちが軽くなるようなことを言ってくれる人たちが現れるなんて。

「あれ、ちょっとのぼせたんじゃない？　顔が赤いよ？」

　菜々子が心配そうに顔を覗き込んでくる。

「いったん、お湯から上がろうか」

「……はい」

　素直に、言うことが聞けた。

　自分の腕を、なんのためらいもなく手に取ってくれることが、嬉うれしかった。

「湯冷ましついでに、頭でも洗おうか」

「い、いいんですか？」

「ミアにゃんがイヤでなければ」

「お、お願いします」

「オッケー」

　洗い場で椅い子すに座らされ、頭からお湯をぶっかけられる。

　少々乱暴な手つきで、ミアの頭がかき乱される。

　こうして、誰かに頭を洗ってもらうのは何年ぶりだろう。

　ミアは懐かしい過去を思い返した。生まれ故郷の光景だ。

　そこには、両親がいた。歳としの離れた兄の姿があった。

　ミア以外の家族は、ごく普通の獣じゆう人じんだった。黒猫は突然変異として生まれてくるので、遺伝は関係ないらしい。

　だから、両親はミアのことをもてあましていた。降ってわいた災難を常に嘆いていた。

　いつしか、両親は離婚し、ミアはどちらにも引き取られなかった。誰も、ミアを守ってくれなかった。

　そんな中、唯一の味方になってくれたのが兄だった。

　兄は、父親に引き取られていたが、生活のほとんどをミアと一緒に過ごしてくれた。

　いじめられっ子から、身を挺ていして守ってくれる頼もしい兄だった。

　だから、ミアが家族と呼べるのは兄だけだった。

　ミアは兄のことが大好きだった。

　こうして、よく一緒にお風呂に入っては、頭を洗ってもらった。

　ミアにとって、頭を撫なでてもらうことは特別なことだった。

　それは、兄のクセのようなものだったかもしれない。

　ことあるごとに、兄はミアの頭を撫でた。優しいときもあれば、少し乱暴に髪をかき乱すこともあった。そのいずれも、ミアにとっては喉のどを鳴らしたくなるほど嬉しい行為だった。

　けれど、兄はもういない。

　自分の頭を撫でてくれる人はどこにもいない。

　一人で生きていくことを決めた日から、ミアは思い出を心の奥底に閉じ込めた。かすかな希望と願望さえ、ムリヤリ封じ込めた。

　自分は我慢しなければならない。でないと、またあの悲劇を繰り返してしまう。

　だから、精一杯、心を強くして生きてきた。心を閉ざすことで、ミア自身を守ってきた。

　それは、辛つらい日々だった。誰も助けてくれない、先の見えない一人きりの戦いだった。

　戦い抜いたところで、誰かが褒ほめてくれるわけでもない。

　意地を見せたところで、誰かが喜んでくれるわけでもない。

　ときに甘い記憶にすがり、引きずられ、諦めたくなるときもあった。

　ギリギリで気持ちを引き戻すことができたのは、こんなことで負けてしまっては、兄に顔向けできないという思い込みと意地があったからだ。

　自分は黒猫。生まれた瞬間から異端者として扱われる身。

　北の地送りにされないだけマシなのだ。

　教会によって裁かれないだけ、まだマシなのだ。

　そう言い聞かせてやってきた。

　けれど……。

　いま、ミアは、出会ったばかりの女の子に身をゆだねている。

　彼女の手に、ためらいも恐れもない。かつて兄がそうしてくれたように、優しく、ミアの頭を洗い流してくれる。

　彼女だけではない。

　駿介もまた、ミアの頭を撫でてくれた。

　ときに優しく。

　ときに、少し乱暴に。

　それがどれだけ、ミアにとって嬉しかったか、駿介たちにはきっとわからないだろう。

　だからこそ、何の気なしにミアの頭を撫でてくれることが嬉しかった。

　それだけで、心が落ち着いていく。

　それだけで、心が満たされていく。

　ささくれだった心が丸くなり、癒いやされていく。

　こんなに心地よいことがこの世界にはあったのだと思い出し、ミアは胸が熱くなり、少しだけ悲しくなった。

　涙が浮かんできて、どうにかごまかそうとするが、うまくいかない。

　そこへ、マリカがやってくる。

「ちょっと替わってくれないか？」

「いいよ」

　菜々子と入れ替わって、マリカがミアの頭を洗う。先ほどまでとは違って、優しく、繊細な指使いだった。

「私も、一人だったんだ」

　突然の言葉に、ミアは虚を衝かれた。

　振り向くわけにもいかず、黙って続きを待つ。

「親はもちろん、兄姉きようだいからも疎うとまれ、命を狙ねらわれた。誰も信用することができずに、ずっと一人で旅をしていた。生きているだけで充分、そう言い聞かせて過ごしてきた。だが……」

　言葉に、力がこもる。

「それだけじゃダメなんだ。どんなに言い聞かせても、寂さびしいものは寂しい。苦しいものは苦しい。いくら目をそらしても、現実は己の本心を突きつけてくる」

「…………」

「だからといって、正面から向き合う勇気もない。心が挫くじけるからだ。なんとか気持ちをごまかして、ギリギリのところで折り合いをつけていくしかない。でないと、壊れてしまうからな」

「…………」

「だから、いまの私はものすごく楽なんだ。自分を偽らなくていい。ムリをしなくていい。ありのままをさらけ出せる。これがどんなに楽で、どれだけ生きる糧かてとなるか、ミアにはわかるか？」

「……さあ」

「すぐにわからなくてもいい。ただ、信じて欲しいんだ。私はともかく、シュンスケやナナコたちは、必ずミアの力になってくれる。受け容れてくれる。かつての私がそうだったように、みんなの前では、飾る必要がないんだ」

　ミアには答えられなかった。

　マリカの言うことはわかる。彼女たちが、本心からミアを受け容れようとしているのも、わかる。

　けれど、ミア自身が、その事実についていけないのだ。

　信じてもいいのだろうか。

　彼女たちのことを。

　そして、この優しい温ぬくもりに、身を浸してもいいのだろうか。

　誰からも愛されなかったミアを受け容れてくれる、この人たちと一緒に過ごすことを、喜んでいいのだろうか。

　それはとても幸せなことで、畏おそれ多おおいのだけれども……。

　それくらいのことは、許されてもいいのではないか。

　頑張ったご褒ほう美びに。

　これくらいなら、兄も許してくれるだろうか。

　あまりの居心地の良さに、ミアは幸せであることが不安で、戸惑いを覚えるのだった。
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　翌日の公演中、駿介は持ち場を離れて観客の様子を窺うかがった。

　街の人から聞かされていたダインの存在が気になったのだ。

　グルリと一通り観察した時点では、憎らしい容貌の男は見つけられなかった。

　観客は皆、清花のステージに釘付けになっている。近くにいる人の存在になど、かまっていられない様子だ。

　ならば、ダインを見かけたという情報はなにかの間違いではないか。仮に見かけたとしても、たまたま近くを通って、さすがにこの人数の中をかき分けていくことはできないと、憎々しく思っていたのではないか。その辺りが妥だ当とうのような気がした。

　それに、一度聴き入っていたからといって、何度も足を運ぶとは思えない。

　サンズガルドの大たい使し館かんを兼ねた砦とりでは、ボルスモルの街からでも、屋根に上れば見える距離にあるらしい。充分に徒歩圏けん内ないであるとはいえ、他国の要人が、そう簡単に足を運ぶはずがないのだった。

　だから、建物と建物の間、路地とも言えないような小さな通路で、まるで身を隠すようにしてステージを眺めるダインの姿を見つけたとき、駿介の胸中はにわかにざわついた。

　本当に、清花の演奏に聴きき惚ほれているのならいい。

　しかし、ダインの様子は、明らかに音楽を聴く態度ではなかった。

　視線が、顔と一緒にあちこちに向けられているのだ。

　どう見ても、ステージに集中していない。

　かと思えば、いきなりお供を引き連れて場所を変え、聴ちよう衆しゆうの輪の外から、視線を巡らせる。

（なにかを探している？）

　察することはできたが、ハッキリとしたところまではわからない。

　考えられるとすれば、誘ゆう拐かい事件の犯人だろうか。

　しかし、ダインのような男が、自らの足で現場に出向いて、陣じん頭とう指し揮きを執とるとも思えない。

　まさかダインが誘拐犯では……？

　いくらなんでもあり得ないだろう。仮にそうだったとしても、白昼堂々と獲物を物色するはずがない。

　思い切って本人にぶつかってみることもできたが、正直なところ、あまり関わり合いになりたくないのも事実だった。

　公演が終わり、宿に戻った駿介は、みんなにダインのことを報告した。

　反応はそれぞれ違った。

　特に気にする必要はないというのは、萌絵だ。

「邪魔してくるわけじゃないんなら、放っておいてもいいと思うな」

「でも、気にならないか？」

「気にはなるけど、気にしたところでどうにかなるわけじゃないし」

「いっそのこと、締め上げて聞き出せば？」

　物騒なことを口にするのは菜々子である。

「周りをうろちょろされるのも、鬱うつ陶とうしいでしょう？」

　清花に同意を求めるが、彼女は首を縦に振らなかった。

「そんなヤツのこと、目に入らないから気にならないわ。それより、あいつが本当に私を評価しているかどうか、気になるのはその一点だけよ」

　最初に酷ひどい暴言を吐かれているだけに、彼女の関心事はみんなと少し違うようだ。

「ただ、不気味ではある」

　警戒心むき出しなのはマリカだ。

「ヤツだって暇ではないだろうし、理由もなく街をうろつくとも思えん」

「やっぱり、なにか目的があるんだろうな」

「しかも、手下ではなく自らが出てくるほどのなにかを、だ」

　そう考えると、やはり清花を聴きに来ているのではないかとも思えてくる。

　なにかを探すのなら誰かに任せればいいが、演奏を聴くには本人が来なければ聴くことはできない。

「とにかく、この後も気をつけてみるよ」

　そうするしかなさそうだった。

　夕食の時間となったので、食堂へ向かうことにする。

　ここで駿介は、一つの提案を持ち出した。

「なあ、そろそろ、ミアを一緒に連れて行ってもいいんじゃないか？」

「……これまでの努力を無にするつもりか？」

「そうじゃないけど……。俺たちもけっこう有名になったよな？　宿の親父おやじさんとか、常連さんには気に入られてるし、たぶん、それなりに信頼もされている」

「まあ、そうだな」

「だったら、俺たちがミアを連れていても、そこまで大事にはならないんじゃないか？」

「甘いな、シュンスケ。黒猫に対する風当たりは、貴様が考えているほど甘くはない」

「わかってるつもりだよ。でも、やっぱり、いつまでもこそこそしているわけにも行かないと思う。それこそ、親父さんたちに対する信頼を裏切ることになるし」

　自分がまず、宿に内緒でミアを連れ込んだことはこの際、棚に上げておく。

「それに、少しでもミアに、楽しむ機会を与えたいんだ」

　ミアはずっと、身を隠している。

　駿介たちと一緒にいるときでさえ、フードを目深にかぶって、髪と顔が見えないようにしているのだ。

　公演中は、少し離れたところから見てもらっている。駿介たちとの関連がばれたら、人気に影響が出るからだ。

「確かに、このままでいいとは思わない。だが、せっかく積み上げてきたものをフイにする可能性もある。全員の賛成が必要だろう」

「あたしはいいとおもうけど」

　間髪を入れずに同意したのは菜々子だった。

「ミアにゃんだって、堂々と人前を歩けるようになるべきなんだよ」

「気持ちとしては賛成だけど……」

　萌絵の歯切れは悪かった。

「やっぱり、今後の公演に影響してくるし……」

「もしかしたら、国が召し上げてくれるかもしれない、大事な時期だしね」

　清花も、すぐに首肯はできないようだった。ムリもない。彼女はもう、この道で生きていくと決めているようなものなのだ。

　我を通したいところではあるが、清花たちの気持ちもわかるだけに、無理強いはできなかった。だから、まずは妥協点を見つけるしかなかった。

「いままで通り、フードをかぶりっぱなしならどうだ？」

「それでは、いままでと変わらないだろ」

「雰囲気を味わうだけでも違うと思うんだ。そこから少しずつ、堂々とできるようにしていけば……」

　女性陣は顔を見合わせた。妥当かどうかを考えているらしい。

「あ、あの、私は別に……」

　ミアはいままで通りでかまわないようだ。彼女にしてみれば、わかりきった結果が待っているだろうから、乗り気になるはずがない。しかし、それではダメなのだ。

　なにかを、ほんの少しずつでもいいから、変えていくべきなのだ。

　駿介は、そこだけは譲るつもりはなかった。

　結局、女性陣が折れる形となった。

　フードをかぶってもらい、当面は、自分たちとは関係ない客として、夕食を食べてもらうことにする。

　食堂に行くと、すでにできあがった客が大勢、やんやの喝かつ采さいで駿介たちを出迎えた。

　その後を、影のようにミアが寄り添って席に着く。

　元々が猫の性質を受け継いでいるだけあって、歩き方はほとんど気配を感じさせない。

　そうやって一番端の席に着くと、駿介たちはミアを背にして囲むように陣取った。

　ほどなく、料理が出てくる。そのうちの幾つかを、見とがめられないようにひっそりと、ミアの席に送った。

　ミアはずっと、緊張の面持ちで俯うつむいたままだった。

　いつか、顔を上げて堂々と食事ができる日がくるだろうか。

　食事が始まると、街の人たちが入れ替わり立ち替わりやってきて、駿介たちのグラスに飲み物を注いでいく。

　毎日のように、みんなが酒を勧めてくるが、これを断るのが一苦労だった。

　こちらの世界では、一五歳ともなれば大人と見なされ、酒やタバコも解禁となる。

　しかし、駿介たちは、地球の、それも日本の高校生である。酒もタバコも二十歳からという法律が、異世界に来てまで効力を発揮するのかどうかはわからなかったが、元の世界に戻って酒飲みのタバコ吸いになっていたら、家族もクラスメイトも驚くだろう。

　だから、丁重に断るしかなかった。清花などは「声の調整のため」と言えばだいたい納得してもらえたが、公演自体には参加していない駿介には断る理由がなく、悪戦苦闘させられた。

　それは萌絵も同じようで、人々の攻勢から身を守るために、できるだけ端の席に座るようにしている。

　一度「私、泣き上戸なんで……」と口にしたことがある。咄とつ嗟さについたウソなのだろうが、これはある程度、牽けん制せいする効果があったらしい。

　ただ、男連中が「ほう……」と一瞬だけ真顔になったのを、駿介は見逃さなかった。きっと、萌絵の泣き顔を想像したのだろう。

　駿介もちょっと見てみたいと思ってしまっただけに、男たちの気持ちもわからなくはなかったが、それが防ぼう波は堤ていとなって、萌絵に酒を勧めてくる者は少なくなっていた。

「郷ごうに入れば郷ごうに従えって言うじゃん。こっちで成人って認められてるなら、呑のんでもいいと思うんだけどなぁ」

　などと言うのは菜々子だ。

　彼女は酒類に興味津々らしい。

　本当にただの印象でしかないが、菜々子は大酒飲みになる予感がする。がっぱがっぱ飲み干して、散々酔っ払ったあげく、次の日にはなにもかも忘れてケロッとしているタイプだ。

　逆に、酒に弱そうなのは清花である。

　彼女の場合、好きなのだけれど弱く、酔いつぶれたあげくに二日酔いで苦しむ、そんな姿が想像できる。

　その点、マリカは自分を知った酒の飲み方ができそうだった。追われる立場であることを一番自覚しているから、深く酔うことをしないのかもしれない。

　そういった意味では、彼女がしこたま酔っ払ったところを見てみたくもあったが。

　とはいえ、これは駿介の勝手な想像である。実際にどうなるのかは、もっと先にならないとわからないし、もしかしたら永久にわからないかもしれない。

　改めて、自分たちの関係は、「異世界に連れてこられた」、この一点のみで繋つながっているのだなと思い知らされた。

　グラスに注がれるのは、ミルクや果物を直接絞ったジュースだ。

　これが少しでも減れば次々に注がれるものだから、飲み物だけで腹が膨ふくれてしまう。

　みんな、自分たちに興味と関心を持ってくれているとわかっているから、無下に断ることもできない。

　最近の清花などは、さっさと食事を済ませ、接待攻めから逃げ出すように、早々に楽器を手に取るのだ。

　今日も、最初の数分間で料理を一通りかき込んで、一息ついた後、すぐに演奏の準備に取りかかる。

　こうなると、誰も清花に飲み物を勧めてこない。

「なんだか、一日ごとに早食いが得意になってく気がするわ……」

　愚ぐ痴ちりながらも準備を進め、演奏を始める。

　こうなると、その場にいた全員の目も耳も清花に集中する。

　駿介たちはこの隙に、一気に料理を平らげる。

「音楽を聴きながら食事するなんて、凄い贅ぜい沢たく……」

　ミアが、珍しく口を開き、感想を漏もらす。

　地球の飲食店では、常に音楽が流されているが、こちらではそこまで一般的ではないのだろう。放送設備のない世界なのだから当然だ。

　そうなると、音楽は生演奏ということになる。

　人件費やらスケジュールの調整やらを考えると、一般市民ではなかなか体験できないのかもしれない。ミアが阻害されていることを差し引いても、だ。

　良質の音楽にはリラックス効果があるという。気を楽にして食事をすれば、よりおいしさを引き立たせることにもなるだろう。

　未知の体験に、ミアは相変わらず俯きながらも、目を輝かせているようだった。

　音楽に合わせて、人々の興が乗ってくると、踊り出す者が現れる。それは次々に伝でん播ぱして、まるでダンスホールの様相を呈してくるほどだ。

　当然、駿介たちにも踊るよう催さい促そくされる。

「ほらほら、兄ちゃんも踊れや！」

「姉ちゃんたちも一緒にどうだい！」

　腕をとられ、強引に引きずり出されそうになる。

「行かなきゃ収まりそうもないね。しかたない、行ってきますか」

　渋々そうな物言いだったが、菜々子は乗り気だった。

　踊りの輪に加わると、清花にさらなるテンポアップを求めて煽あおる。

　駿介の腕をとっていた男は、マリカに促うながされて手を離した。

　マリカはダンスを習っていたらしいから、こういう場面でもうまく立ち回れるだろう。

　二人の様子を眺めながら、ミアは呟いた。

「マリカさん、お兄ちゃんたちと会う前は独りぽっちだったって、本当？」

「ああ、そうみたいだな」

「最初はどんな感じだったの？」

「警戒心丸出しだったな。俺たちがこういう感じだから、異端者じゃないかって、ものすごく疑ってた」

「ふぅん……」

　にわかには信じられない、という表情だった。

　確かに、踊りに興じ、男たちのさりげないボディタッチを冷たく刺すような笑顔で受け流す姿からは、想像もできないだろう。あまり感情が表に出るタイプではないが、いまの状況を楽しんでいることはしっかりと伝わってきた。

「ミアも、一緒に踊りたいか？」

「ムリだよ」

「いまはムリでも、いつかは」

「……そんなときが来るなら、もちろん」

　少しだけ、前向きになってくれたようだった。

　踊りはいつしか、マリカと菜々子が男たちのエロい魔の手から逃れるゲームに変わっていた。

「マリカちゃん、一度でいいからそのたわわな胸に顔を埋めさせてくれ！」

「ダメに決まっているだろうが、この不届き者が！」

「ああ、そのつれない態度もまたいい！」

「菜々子ちゃん、俺はきみみたいなぺったんこな胸がいいんだ！　結婚してくれ！」

「あははは、イヤだなぁ。そんなことを言われたら、あたし、問答無用でぶっ殺す！」

　実際に触られたりしたら問題だが、この二人に限ってはそんな隙は見せない。実害があるまでは放っておこうと駿介は決めた。

　それにしても、世界が変わっても、種族が違っても、男が求めるものは同じらしい。情けないような、微笑ほほえましいような、複雑な気分だった。

　そこへいくと、清花に男たちの魔の手が及ばないのは、演奏の邪じや魔まをしてはいけないという意識が働いているからだろう。

　それに、彼女には高嶺の花を思わせる独特の雰囲気がある。みんな、酔っ払っていても、その辺はキチンと見極め、わきまえているらしい。

　女性陣と男たちの攻防は、予定調和でできたコントの様相を呈してきた。

　空気中に漂うアルコール分が、少し駿介を酔わせたのかもしれない。

　単純な攻防の繰り返しが妙におかしくて、つい声を上げて笑ってしまう。

　それは萌絵も同じなのか、ムリヤリ笑いをこらえたせいで、肩が大きく震えていた。

　だから、ちょっとばかり注意力が散漫になっていた。

　踊りに駆り出された菜々子とマリカが抜けたため、席に穴が空あいたせいもある。

　ここで駿介は重大な見落としをした。

　食堂の賑にぎやかな様子を、どこか楽しそうに眺めていたミアに、声をかける者が現れたのだ。

　その存在に、駿介は気づくのが遅れた。

　気がついたときには、大柄な男の腕が、小柄なミアの肩に載のせられたところだった。

「あんたもどうだい？　こんなすみっこでチビチビやってないで、俺たちと一緒に楽しく……」

　男の言葉は最後まで続かなかった。

　ミアの顔を見て、惚ほうけたような表情になったかと思うと、一気に青ざめ、後ずさりながら叫んだ。

「く、く、く、黒猫だ！」

　その一言で、熱くなっていた室内が瞬時に凍り付いた。みんなの視線が、一瞬にしてミアに集まる。

「ほ、本当だ、黒猫だ……！」

「どうしてここに黒猫が……!?」

　みんな、これまでの弛し緩かんした表情がウソのように、顔を強こわばらせ、弾はじかれたように、ミアから距離をとろうとする。

「て、てめぇ、いつからいやがった！」

「なにしに来たんだ、ええっ!?」

　威い嚇かくするように、男たちは歯をむき出しにして叫ぶ。

　ミアは身を縮こまらせて、いまにも泣き出しそうな表情になっていた。

　にもかかわらず、店内の客は全員、殺気立ってミアに視線を送る。

　異様な光景だった。

　怯える少女を、大の大人が取り囲んで、恐れ、威嚇する。妙に滑こつ稽けいな姿だ。

　半ばムリヤリ連れてきた駿介だが、こういった事態への対処法まで考えていたわけではない。

　せめて割って入ろうと立ち上がろうとしたとき、マリカが手で制した。

「すまない、驚かせてしまったようだな」

「ど、どういうことだ……？」

「彼女は、獣人のミアは、私たちと行動を共にすることになった」

「な、なんだと!?」

　人々は驚いただろうが、駿介はもっと驚いた。

　そんなことを口走ってどうするつもりかと焦るが、マリカの淡々とした様子にまずは賭けようと気持ちを落ち着かせる。

「聞けば、この国でも彼女の扱いには困っているそうじゃないか。だから、私たちがこの国を去るときに、一緒に連れて行こうと思う」

「いや、それはありがたいが、わかっているのか？　そいつは黒猫だぞ？」

「わかっている。だからこそ、誰かがどうにかしなければならない。違うか？」

「そうだとしても、あんたらが責任を負うことはないだろう」

「幸い、彼女は私たちになついている。そう簡単に、滅多なことにはならないと思うが？」

　街の人々は、互いの顔を見合わせながら、どうしたものかと相談を始める。もちろん、結論ありきの相談だ。答えなど、あってないようなものなのだから。

「あんたたちがそれでいいって言うなら、俺たちはかまわないが……」

「それを聞いて安心した。この子のことは、私たちが責任を持って面倒を見るから安心してくれ」

　安心してくれ、と言われて安心できるくらいなら、ミアはとっくの昔に受け容れられただろう。そうならなかったのは、黒猫への恐怖と不安が刷り込まれているからだ。

「と言うわけで、今後は一緒に行動を共にするが、気にしないでくれ」

「いや、でも……」

「それとも、黒猫を保護したという名目で、我々を教会にでも売り飛ばすかな？」

「そ、そんなことはしないさ、なぁ？」

「あ、ああ……」

　売り飛ばす、という言葉には皮肉の混じった力があったらしい。

　人々は、不安と不満を押し殺すようにして、自分の席に戻っていった。もう、先ほどまでのような活気は戻ってこなかった。
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「ふぅ……」

　息をついて、駿介は緊張を解いた。ミアはまだ全身を硬くしたままだったが、ひとまず、危難は去ったようだ。

「びっくりしたよ」

　マリカに話しかけると、彼女は眉を上げて見せた。

「なにがだ？」

「マリカがあんなことを言い出すとは思わなかった」

「あの場を収めるには、こうするしかなかったんだ。それもこれも、私たちが積み上げてきた時間があったからだがな」

　駿介たちが一カ月かけて培つちかった名声と信頼。それがなければ、ただの旅人の戯ざれ言ごととして処理されていた可能性もある。下へ手たをすれば、ミア共々、ここを追い出されていたかもしれない。いや、最悪、教会に突き出される可能性だってあったはずだ。

　仮にでも場が収まったのは、日頃の行いが良かったからだ。

　図らずも、ミアを人前にさらすという目標が成功してしまった。もちろん、街の人々が彼女を受け入れたわけではない。

　目指すところはまだまだ先だが、最初の一歩としては、悪くないかもしれない。

　ただ、評判は下がるかもしれない。

　清花には申し訳ないが、ここは一つ、我慢してもらおう。

「東方の人が考えることはわからんね」

　給仕にやってきた宿の主人が呆あきれたように言う。

「どうして好きこのんで、厄やつ介かいごとを抱え込むのかね」

　主人の目は、駿介とミアとを行ったり来たりしている。

　やや及び腰なのは、やはりミアを警戒しているせいだろう。

「いくらなんでも、警戒しすぎじゃないですか？」

「はっ？」

　危険かもしれないと思ったが、駿介はこの際、疑問に感じていたことを口にしてみた。

「黒猫が凄い魔力を持って生まれてくるってのは知ってます。でも、この子はまだこんなに小さな子供なんですよ？　いまだって凄く怯えているのに、こんな子が、魔力を使って悪いことをするように見えますか？」

「いい悪いの問題じゃないだろう」

　主人の表情は、見たこともないくらいに厳しかった。

「過ぎた力を所持していることが問題なんだ。本当なら、この国に置いておく必要もない。さっさと教会に突き出して、北の地に送ってしまえばいいんだ」

「なにもしていないのに？」

「なにかがあってからじゃ遅いだろう」

「でも、彼女はいままで、なにかをしたわけじゃないですよね？」

「いままでは良くても、今後もおとなしくしているとは限らないだろう」

　視界の隅で、マリカがやめろと言っているのがわかったが、駿介は自分を止められなかった。

「その割には、街の人はミアにちょっかいをかけてますよね？」

「なに？」

「暴力を振るって、いじめている。反撃されたらまずいんじゃないですか？」

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　誰が、黒猫に暴力を振るったって？」

「子供たちですよ。あの様子だと、日常的に暴力を振るっていたんじゃないですか？」

「ば、バカな！」

　主人は慌てたように言った。

「そんなことをして魔法を使われたら、危険じゃないか！」

「もちろん」

「そんな危ないことを、子供たちがしているのか!?」

「少なくとも二回、俺たちは目撃しています」

「くそっ、なんてこった！」

　主人は悪あく態たいをつくと、側にいた男になにやら話しかける。

　すると、その男は血相を変えて立ち上がり、食堂を出て行った。

「いまの人は？」

「商店会連合のまとめ役だ。子供たちにバカな真ま似ねをやめさせるよう、通達を出させた」

　主人はドッと疲れたように肩を落とした。

「よく教えてくれた。でなければ、今後も寝た子を起こすようなマネが続くところだったよ」

「大人は、知らなかったんですか？」

「情けないことに、知らなかった。黒猫が異端であることだけが一人歩きして、危険だという認識が薄かったようだ」

「……それだけですか？」

「なにがだ？」

「思うところは、それだけなんですか？」

「他になにがある？」

「子供たちはミアをいじめていました。いつ、反撃されてもおかしくない。どんな目に遭ってもおかしくない」

「ああ」

「でも、ミアはなにもしなかった。黙って耐えていた。どうしてですか？」

　主人は虚を衝かれたような顔になって、絶句した。

「ミアはなにもしなかった。みんなが恐れる力を使えば、いくらでも反撃できたのに。いじめられることもなかったはずなのに。暴力を振るわれることもなかったのに。どうしてだと思います？」

「さ、さあ……」

　わかっているはずなのに、はぐらかす。だから駿介は、ハッキリと突きつけてやった。

「我慢していたんですよ。自分が力を使えば、とんでもないことが起こるのがわかっていたから、自重しているんです。そして子供たちは、それがわかっていた。わかっていたからこそ、無抵抗なミアをいじめた、暴力を振るった！　どっちのほうが理性的なのか、わかりますよね？　どっちの方が野蛮で残ざん酷こくで危険か、わかりますよね!?」

　自分でも、熱くなっていることがわかった。そろそろ潮時だということもわかっていた。けれど、止まらない、止められない。

「俺たちは、この国の人たちに感謝しています。俺たちを受け容れてくれて、評価してくれて、こんなにもてなしてくれた。でも、女の子一人に手を差し伸べることができないなんて、幻げん滅めつです。どうして誰も、彼女のことを守ろうとしないんですか？　一人きりで、孤独で、誰にも頼れなくて、酷い扱いを受けている。そんな生活が続けば、心がすり減っていくのはわかるでしょう？　ミアを守った方が、遙はるかに安全で安心じゃないですか!?」

「理想論だな」

　そう言ったのは、宿の主人ではなかった。

　これまでチビチビと酒を飲んでいた、鍛か冶じ屋やの親父だった。

　いつの間にか、駿介たちにすべての視線が集中していた。当事者であるミアだけが、この場にいる全員から背を向けるようにしていた。

　彼は、どこか遠くを見つめるようにして、駿介に指とグラスを突きつけた。

「貴様の言っていることは理想論に過ぎない。所詮は旅人、一定の地に留まらない、流浪の民だから言えることだ」

「どういうことです？」

「黒猫は不幸を呼ぶ。この国では、子供たちが行方不明になっているというのは聞いているか？」

「ええ、一応は」

「その事件が起こり始めたのは、黒猫がボルスモルにやってきた直後だ」

「偶然じゃないんですか？」

「仮に偶然だとしよう。では、なぜ犯人は捕まらない？」

「……さあ」

「おかしいんだよ。犯人は様々な証拠を残している。堂々と人前で犯行も行っている。俺の子供は、娘は、私たち家族の前で連れさらわれた！」

　悲痛な叫びに、駿介は自分の熱が冷めていくのを感じた。

「ヤツらは堂々と家に押し入った。二階の娘の部屋に、直接乗り込んできた！　あっという間の出来事だった！　俺が駆けつけたときにはもう、連れさらわれた後だった！」

　以後、娘の行方は不明。犯人の足取りもわかっていないという。

「こんな犯行が繰り返されているのに、犯人がわからないなんてことがありえるか？　我が国は小さいが、捜査能力は他国にも劣らないと信じている。なのに犯人は見つからない。あり得ない。……だから我々は一連の誘拐事件を、人間でも獣人でもない、異界の住人の仕し業わざだと考えるようになった」

　ギクリとなる。

　駿介たちはまさに、異界の住人だ。

「でなければ、こうも綺麗に身を隠せるはずがない。子供を抱えて北の山脈を越えるのは不可能だ。南のサンズガルドは入国審査がボルスモルよりももっと厳しい。にもかかわらず、犯人も子供も行方がわからない。わからないのに、事件は何度も起きる。これはもう、異世界からやってきた連中が、子供をさらっていってるとしか思えないんだよ！　そしてその異世界人を招き入れているのが……」

　ミアだという。

　これにはさすがに、突っ込みを入れたかった。だが、否定したところで、彼の思い込みを正せるとも思えなかった。

「国王も国王だ。こんな危険な生物を保護するくらいなら、その分の費用を捜査に回すべきなんだ」

「ミア一人を保護するお金が、そんなに高いとは思えないんですけど……」

「なにを言う。教会やサンズガルドからの引き渡し要請を国王は突っぱねた。その際にどれだけの金が教会とサンズガルドに流れたかわかるか？」

　それは思ってもみないことだった。

　突っぱねたといえば聞こえはいいが、要は、金でミアを保護したのだ。

　教会が簡単に引き下がるとは思えない。ならば、巨額な金が動いたとしても、おかしくはないはずだ。

　ボルスモルの民からしてみれば、黒猫にどうしてそこまで、となるだろう。

「黒猫はいるだけで不幸を呼び寄せるんだ。あんたらが連れて行くのは勝手だが、どんなことが起こっても後悔するなよ？」

　吐き捨てるように言って、鍛冶屋の親父は立ち上がり、食堂を出て行った。

　宿の主人は、困ったような顔を駿介に向けてきた。

「あの人は、娘さんが行方不明になってから、ずっと塞ふさぎがちでね。いつも明るく振る舞っているけど、本当はそんな気分じゃないはずなんだ」

　舞台を設営してくれたときの様子が思い返される。

　彼は、豪ごう快かいに笑っていた。一晩で舞台を作り上げてくれた。

　あれは、一種の現実逃避だったのだ。

　明るくて、陽気な人々を見てきたから忘れがちだが、その中には、子供を失って悲嘆に暮れ、それでもなんとか立ち直ろうと奮闘する家族もいるはずなのだ。

「いまのも、八つ当たりみたいなものだ。気にしないでくれ」

「いや、まあ、気持ちはわかります。俺も、似たような感じでいろいろ言っちゃいましたし」

「だが、あの人の言葉が、世界中の人々の考えであることは間違いないんだ」

「でも……」

「わかってる。俺たちだって、心の底ではわかってるんだよ。でも、怖いんだ。恐ろしいんだ。情けないと言われようがなんだろうが、黒猫への、異端者への恐怖は、しっかり刷り込まれているんだから。それが、世界の平和に繋がっているんだから」

　ふと、疑問に思う。

　この人たちは、ミアの、黒猫の力を恐れている。けれども、黒猫の力を目の当たりにした人は誰もいないのだ。

　見たこともない力に怯える。それが、生まれたときから刷り込まれたものだから、容易に脱することができないというのは理解できる。では。

　その、人々が恐れる黒猫の力とはなんなのか。

　ただ力が強いというだけでは、人々はここまで恐れないのではないか。

「みんなが恐れる黒猫の力って、どういうものなんですか？」

　この問いに、主人は顔を青くして、一言だけ口にした。

「神の力、だよ」

「神の力？」

　神しん言ごん魔法は、神に言葉を届けることで発動する魔法だ。

　ようするに、神の力を借りるということになる。

　それでは、普通の神言魔法と同じではないだろうか。

　だが、主人の様子から察するに、明らかに別な力が発動するのだろう。

　もっと詳しく知りたかったが、主人は口にするのも憚はばかられると言わんばかりに、唇くちびるを引き結ぶのだった。





　　　　　５






　翌日の公演も大盛況のうちに幕を閉じた。

　懸念されたミアの影響は、表向きはなさそうだった。

　あの場にいた人たちは、ミアのことを口外しなかったのかもしれない。

　もし口にしていれば、いつもと同じように、とは行かなかったはずだ。

　街の人たちの反応もいつも通りだ。

　広場へ向かう道中、すっかり顔なじみになった人たちと挨あい拶さつを交わすが、みんな笑顔で屈くつ託たくなく返事を返してくれた。

　ミアに関しては、宿の主人が言っていたように、それぞれ思うところがあるのかもしれない。

　それが自制に繋がっているのであればありがたいことだが、根本的にはなにも解決していないのが現状だ。

　ミアが人々に受け容れられるためには、やはり世界レベルでの意識改革が必要になる。

　そうなると、なにをどこから手を付ければいいのか、途方もなさ過ぎて、さっぱりわからない。

　雲を摑むような目標の中、公演終了後の片付けの最中に、マリカから意外な提案がなされた。

「ミアを、舞台に上げてみないか？」

　公演について、マリカが口を出したことは一度もない。

　だから、彼女が提案を持ち出したことにも驚いたし、その内容で二度、驚かされた。

「ミアを？　いくらなんでも無謀じゃないか？」

「私もそう思う。しかし、現状を変えるには、思い切った行動も必要だと思うんだ」

「でも……」

　ミアに目を向けると、彼女は「ムリだ」と言うように、激しく首を振った。

　街の中を歩くだけでもビクビクしているのに、さらに舞台に立ってなにかしろというのは、引きこもりに路上ライブをやれと言うようなものだ。ムチャにも程がある。

「それに、私たちがミアを連れているということが知られてしまった。街中に知れ渡るのは時間の問題だろう」

　隠す必要がないなら、積極的に前面に押し出すべきだという。

「シュンスケたちと一緒にいて、改めて考えさせられたんだ。黒猫に対するフレアルードの扱いは、厳しすぎるように思う。しかし、黒猫を受け容れる社会を作るためには、世界中の意識改革が必要。ここまではいいな？　私も、全面的にではないが賛成だ。だが、そのためにはまず、しておかなければならない変革があると気づいたんだ」

「それは……？」

「ミア自身の変革だ」

「えっ？」

「わ、私……？」

「ミア、君はこれまでに、自身を取り巻く環境に対して、なにか行動をとったかい？」

　ミアは沈黙で答えを返した。当然だ。こんな小さな女の子に、なにができるというのか。

「きっと、きみは堪たえ忍しのんできたのだろう。それが身を守る術すべである以上、仕方のないことはわかる。けれど、それではいつまでたっても、なにも変わらない。誰も、ミアを理解しようとはしない。理解できるはずがない」

　厳しい言葉に、ミアは唇を嚙かんで俯いた。

　それができればとっくにしている。そんな言葉が漏れ聞こえそうな表情だった。

「だから、舞台に立てって？」

「難しいことは私もわかっているつもりだ。しかし、なにかを変えたいと願うなら、まずは自分が変わり、行動するべきなのでは？」

　マリカの言葉は、全面的に正しい。けれど、それと実際に行動に移せるかは別問題だ。

　事が、ミアの性格に起因するだけならば、駿介はいくらでも後押ししただろう。しかし、問題の根底は、世界中の人々の心にある。

　そんな状況で舞台に立てというのは、なにかの発表会で、観客が自分をいじめるグループしかいない状況に近い。

　酷いことになるとわかって、それでも舞台に立つ勇気は、駿介にだってないだろう。

　だが、マリカの意志は固いようだった。

「私はシュンスケたちと出会ってから、ずっと見てきた。音楽の力が、人の心を動かしてきたところを。だから、世界を変えようと思うなら、音楽の力を借りるしかないんだ」

　ミアと、自分たちだけでは限界がある。だがそこに、音楽が加われば……？

「ミアのことが、思った以上に街に広がらなかった。今回の件で、私は確信した。音楽しかないと。音楽の力なら、世界を変える可能性があると」

「でもさ、根本的な問題として、ミアにゃんはなにかできるの？」

　菜々子の疑問はもっともだ。

　マリカの提案を実行するにしても、ミアがなにもできなければ、意味がない。

「なにもできないってことはないでしょ」

　清花がこともなげに言ってのける。

「言葉がしゃべれればそれで充分。歌うだけなら、誰にでもできるわよ。それこそ、佐嶋にだって」

「そこで俺を引き合いに出すのはどうかと思うが、簡単じゃないだろ」

「簡単よ。ミア、あなた、歌を歌ったことは？」

「……小さい頃に、少しだけ」

「充分ね」

「いやいや」

「思ったんだけど……」

　萌絵がまっすぐミアを見据えながら口を開く。

「ミアちゃんって、可愛い声してるよね。鈴を転がすって言うか。そういう、甘い感じの曲を歌わせたら映えそうな気がする」

「オッケー、何曲かチョイスしてみるわ」

「だから待てって！　まだミアがやるって決まったわけじゃないだろ？」

「でも、やらない手はないと思うの」

　こういうとき、萌絵の意志は固い。

　そういう性格なのか、プロデューサーとしての眼力がそうさせるのか、最近ではよくわからなくなってきたが。

「少なくとも、センスがないってわけじゃないし。何度か私の演奏に合わせてリズムをとってるところを見たけど、けっこう難しいリズムにもちゃんとのってきてたから大丈夫。後は発声練習と音程をそれなりに整えれば、なんとかなるはずよ。最終的には、私の演奏でフォローもカバーもするから」

　清花は、本人の意志とは無関係に、鍛える気満々だった。

　駿介はチラリとミアを見た。

　最後は、本人次第なのだ。

「ミアは、どうする？」

「どうって……」

　やりたくないに決まっている。

　そう答えることができたはずだ。

　けれど、答えることなく、言葉をよどませたのは、みんなの言葉に迷いが生じているからだろう。

　ミアの人生は、駿介たちの出現で劇的に変わったはずだ。そこにまだ、変われる余地があると提示されれば……？

　一人きりだったら、絶対にムリだっただろう。でも、ミアは一人じゃない。みんながいる。

　どんな葛かつ藤とうを経て、ミアがその結論にたどり着いたのかはわからない。

　けれど、小さく、それでもハッキリと、ミアは頷いた。やるという意志を見せた。

「決まりね」

　清花は指を鳴らして笑った。

「早速、帰ったら発声練習ね」

「いきなりかよ」

「お披露目は、できるだけ早いほうがいいでしょ？」

「それはまぁ……」

「なにを歌うかも決めなきゃいけないし……。あ、そうだ。ミアの晴れ舞台なんだし、せっかくだから、全員で演奏してみない？」

「はぁっ!?」

「難しいことをやれとか、楽器をやれって言ってるわけじゃないわよ。手拍子かなんかで、佐嶋や萌絵でもできる、簡単なリズムを刻んでもらうだけだから」

「ま、まあ、それくらいなら……」

　思わぬお鉢が回ってきた。

　しかし、心細いであろうミアを勇気づけるためにも、全員で舞台に上がるというのは悪くないかもしれない。

「いっそのこと、ミアちゃんのお披露目まで、公演は控えようか」

　興こう行ぎよう主ぬしの目で、萌絵が提案する。

「しばらく公演をなくすことで、街の人に渇望させて、期待感を煽るの」

「またハードルを上げるようなこと……」

「その分、ミアちゃんの特訓に集中できるしね」

　鬼だ。舞台の鬼がここにいる。

　方針が決まると、後は早い。

　清花はミアにつきっきりとなり、練習のために部屋に引きこもる。

　駿介たちは、ミアのバックミュージシャンとして、できることを探す。

　そうして、瞬く間に一〇日が過ぎた。

　街の人たちは、公演がないことを不満に思い、毎日のように宿に押し寄せては抗議の声を上げていった。

　まだ期待されていることを嬉しく思いながら、適当にいなしていく。

　清花からゴーサインが出たのは、ミアの舞台登とう壇だんが決定してから一二日目のことだった。
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　舞台はまず、いつも通りの展開で進められた。

　清花の演奏で集客し、舞台を暖めるという寸法だ。

　一二日ぶりの公演ということで、広場にはかつてない数の観客が押し寄せていた。

　駿介たちはなにも発表していなかったが、街の人たちが勝手に「新演目が披露される」と噂うわさし合って、期待が高まっているのだ。

　広場には、宿屋の主人や、鍛冶屋の親父、それに、あの日食堂にいた人たちの姿も、幾人か確認できた。

　あれからも、宿の主人は態度を変えることなく対応してくれた。

　それどころか、正式にミアを宿泊させてくれることもしてくれた。

　彼自身は、駿介の言葉になにかを感じることがあったのだろう。

　いまさらながらに、言いたい放題言ってしまったことを後悔したが、撤回するつもりはなかった。

　ただ、大人な対応をしてくれた主人には、感謝してもしたりないものがあった。

　曲が終わり、清花が優雅に拍手に応える。

　そうして、視線が舞台袖に向けられると、ミアだけでなく駿介まで緊張してしまう。

　ミアはガチガチだった。見ててわかるほどに足が震えている。

「落ち着け、ミア」

「う、うん……」

「大丈夫だから、俺が保証する」

　実際、ミアの成長を目の当たりにしてきた駿介には、いけるという手応えを感じていた。

　あとは、練習通りの成果が発揮できればいい。

　今日のミアは、当然だがフードをかぶっていない。

　いつものボロボロの服ではなく、街で買って、ずっと着る機会のなかった新品のワンピースを身につけている。

　それだけでも恥ずかしいだろうに、これから人前に出て歌わなければならないのだ。

　駿介はそっと、ミアの頭に手を載せた。そして、軽く撫でてやる。

「周りのことなんかどうでもいい。まずはミアが楽しむんだ」

「う、うん……！」

　少しだけ、落ち着きを取り戻したようだ。

　全員の顔を見回して、準備が万端であることを確認し、舞台へ上がる。

　当然、観客はざわついた。

　ミアの姿を目にしたとたん、人々の表情は青ざめ、引きつる。

　それでも、誰も逃げ出さなかったのは、なにが起こっているのかよくわからなかったからだろう。

　騒ぎが大きくなる前に、清花が合図を出す。

　ミアが歌うのは、アニソンだ。それも、二昔ほど前に大ヒットした、セーラー服美少女戦士のエンディングテーマである。正確には、第二シリーズのエンディングだったか。

　凄すさまじく意外な選曲に、初めて曲名を聞かされたとき、駿介は盛大に驚いた。

　てっきり童どう謡ようとか、もっと年少向けのアニメの主題歌辺りが来ると思っていたから、どうしてこれになったのか清花に問いただした。

「クラシックは難しいから論外。最近のポップスはガチガチのラブソングが多いから、これもミアには合わないから却下。童謡だとのんびりすぎて、ライブって事を考えるとノリに欠ける。年少向けのアニメも考えたけど、ローテンポとハイテンポの極端に別れすぎてて難しい。そう考えると、ミアの声に合ってて、明るくてノリが良くて、テンポも遅すぎず速すぎず、かつ歌いやすくてそれなりに舞台映えするリズミカルな曲ってなると、だいぶ絞られるのよ。正直、菜々子の助言がなかったら、選曲だけで一カ月はかかったかも」

　そうしたハードルを乗り越えて選曲されたのが、これなのだ。

　確かに、聴いてみると、それらの条件をすべてカバーしている曲だった。歌詞も、「辛いことがあっても負けない」という前向きなのも、ミアに合っていていい。

　清花は当然、楽器で伴ばん奏そうを務める。

　駿介は手作りのタンバリンを担当し、菜々子は木で作った拍子木のようなもの（クラベス、というらしい）を使い、萌絵とマリカは手拍子でリズムを刻む。

　バックミュージシャン、というほど立派なものではないが、ミアをサポートする態勢は整えた。後は、ミア次第だ。

　第一声。

　声が上ずって、駿介でも外したことがわかる。

　そのまま不安そうに声が揺れるところを、すかさず清花が寄り添って支えてくれた。

　これで調子を取り戻したのか、ミアの声は少しずつ張りと艶つやを帯び始める。

　清花が一番苦労していたのは、声量だ。

　これまで、ずっと俯くような姿勢で、一人で生きてきたミアは、声を発することがほとんどなかった。大声を上げるなど、一度もなかったかもしれない。

　だから、そんなミアに大きな声で歌わせるのは至し難なんの業わざに思えた。

　そこをどうにかできてしまったのは、清花のおかげだろう。

　清花は、大きな声を出すのではなく、声を遠くに飛ばすことを意識しろと、何度も言い聞かせていた。

「視線を上げるだけでも、声は遠くへ飛ぶようになる。あとは、意識とイメージの問題よ。歌っているという意識よりも、歌を観客に届けるというイメージを持って。お客さんの顔を見ると緊張するだろうから、視線は軽く空を見上げる感じで。後は、自分が楽しむ事よ。その気持ちは必ず、聞き手にも伝わるから」

　実際、ミアは楽しんでいたと思う。

　歌うことに、喜びを見いだしていたと言ってもいい。

　ずっと心を押さえつけて、耐えて、忍んできた彼女にしてみれば、感情を込めて歌うという行為は、経験したことがないくらいに気持ちよく、快感と、開放感を覚えたに違いない。

　ミアの歌声を聴いていると、心が弾んでくる。わけもなく嬉しくなる。体が踊り出しそうになる。

　そしていま……。

　ミアの声は、広場中に響き渡っている。

　清花ほどの技術はない。声量もない。滑舌も滑なめらかとは言いがたい。

　けれども、ミアの声は、歌は、確実に駿介の胸を打った。

　身内であるということを差し引いても、感動を覚えるものだった。

　これが果たして、観客にも伝わっているだろうか。












　曲が終わる。

　だが、反応はない。

　みんな、呆あつ気けにとられたような表情で、舞台上のミアに視線を注いでいる。

　成功したのか？

　それとも、失敗だったのか？

　たとえようのない緊張感と静せい寂じやくの中、一つの熱烈な拍手が沈黙を破った。

　バロンだった。

　フードをかぶり、スカーフのようなもので口元を覆ったお忍び姿で手を叩たたいている。

　体の大きな彼が手を叩くと、広場中に響き渡るほどだった。

「素晴らしい」

　バロンは駿介たちに向かって、声をかけた。

「素晴らしかったよ」

　その拍手は、やがてさざ波のように広がっていく。

　戸惑う観客の心情がそのまま表れた拍手の波だが、確実に、戸惑いを押しのけて表出した拍手だった。

　まばらで、熱狂というにはほど遠い反応だったが、ミアには充分だったらしい。

　振り返り、頰ほおを赤く上気させて、ミアは笑った。

　初めて見る、満面の笑顔だった。

　それは、街の人々も同じだったのだろう。

　何人かがその笑顔を目撃してしまい、見とれているのがわかる。

　ミアと同じくらいの年頃の少年に至っては、顔を赤くして凝視しているほどだ。

「お兄ちゃん」

「わかってる」

　言葉はいらないはずだった。

　目の前にある反応がすべてだ。

　これが成功と呼べるのかどうかはわからない。

　ただ……。

　なにかの第一歩を踏み出したことだけは、確かなようだった。
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　気むずかしげな初老の男たちが、二階の客席にズラリと並んでいる。

　広大な広間の中心には、野の木ぎ清さや花か一人だけが立つことを許された。

　天井からつるされた巨大なシャンデリアの輝きが、清花の姿をそっと照らし出す。

　鏡のように磨かれた床と、四隅に配置された神や大精霊を模した彫ちよう像ぞうが、神聖な場所であると錯さつ覚かくさせる。

　ここは、隣国サンズガルドの大たい使し館かんだ。

　決して、名のある劇場でもなければ、古くから続く高名な教会というわけでもない。大使館とは名ばかりの、ボルスモルを監視するための砦とりでだ。

　にもかかわらず、清花の一連の動作が、妙に儀式めいているのは、これがただの、演奏を披露する場ではないということをわかっているからだ。







　サンズガルドの大使であるダインから、面会を求められたのは、いまから五日前、ミアの公演が一応の成功を収めた翌日のことだった。

　宿の食堂で昼食を摂っていると、お供を引き連れたダインがいきなりやってきたのだ。

　話があるというダインは、駿しゆん介すけたちや他の客が食事中にもかかわらず、椅い子すとテーブルを勝手に移動させて、清花と向き合う形になった。

　何をしに来たのかは知らないが、清花を守るために、駿介は席を移動して、隣に座ってダインと対たい峙じした。

　そうしてダインの口から出てきたのは、予想もしない言葉だった。

「国立音楽堂？」

「そうだ」

　ダインは得意げに笑った。

「ワシはこれでも芸術には一家言持っておる。そのワシが、貴様らをサンズガルドに招待しようというのだ。悪い話ではあるまい？　もちろん、すぐにというわけにはいかん。一度、ワシの大使館で、国から派遣された芸術監査官に演奏を披露して、お墨付きを得る必要があるがな」

　予想もしていなかったが、噂うわさにはなっていた話だ。

　まさか本当に、ダインが誘ってくるとは思わなかったが。

　ダインは、断る理由などあるまい、という態度だった。

　普通の音楽家であれば、無条件で飛びついただろう。世界でも三本の指に入る大国からの招きを断るはずがない。

　ただ、駿介たちは（というより清花は、だが）普通の音楽家ではなかった。

　異世界から来た人間だし、他国からも追われる身である。

　身の振り方に関しては、熟考に熟考を重ねる必要があった。

「少し、考えさせてください」

　だから、清花の返答は妥だ当とうなところだった。しかし、ダインはそうではなかった。

　意外そうな顔になって、やや機き嫌げんが悪くなる。

「考える必要などあるか？」

「私一人の問題ではないので」

「他の連中のことか。サンズガルドはそこまでケチな国ではない。五、六人程度の付き人なら、いくらでも雇おう」

　いちいち上から目線なのが腹立たしい。

　だが、対立するには後ろ盾が強大すぎた。

「それともなにか？　ボルスモルになにか弱みでも握られているのか？」

「いえ、まさか」

「そうだろう？　だったら悩む必要はない。こんな獣けもの臭くさい国などさっさと捨てて、我が国へ向かうんだ」

　その物言いに、食堂内の空気が張り詰めた。

　宿の主人と何人かの客が、手を止めてこちらに不穏な目を向けてくる。

　だが、ダインは気づかないのか、気づいていながら無視を決め込んでいるのか、さらに暴言が続いた。

「だいたい、獣じゆう人じんどもが芸術を真に理解するとは思えんのだ。繊細な技術と感情は、人間や妖よう精せい族だからこそ芸術に昇華することができる。人と獣の中途半端な生き物が、美び醜しゆうを見分けることなど、できるはずがない」

　いくら護衛を付けているとはいえ、獣人たちがいる場所で、これだけのことを口にする神経がわからなかった。

　ダインの口は、止まらない。

「その証拠がこの国だな。世界中の獣人が集まってこの程度の国しか作れない。人間のまねごとをして、劇場なんかも作ったようだが、あれなら我が国の犬小屋のほうがまだ広くて綺き麗れいだ」

　どんなバカでかい犬を飼っているんだ。

　突っ込みそうになりながらも、駿介はどうにかこらえた。

「やはり、獣人は人間に使し役えきされていた頃が一番幸せだったんだよ。自分たちで国を興しても、中途半端な国しか作れない。だったら、人間に支配されて、使ってもらって、一流の褒ほう美びを得た方が遙はるかにマシな生活だったんじゃないか？」

「あ、あの……」

　たまらずに、駿介は口を挟んだ。

「ダインさんは……」

　本人と護衛が睨にらみつけてくる。

「……ダイン様は、獣人が嫌いなんですか？」

「嫌いだ」

　返答は予期していたが、即答とは思わなかった。

　そこには、獣人に対しての配はい慮りよだとか思いやりというものは、皆無だった。

「やつらは時代に取り残されたケモノなんだよ。なまじ言葉を操るだけに、人間と同じ立場に立てると勘違いをした愚か者だ。それに、獣人どもは、黒猫を生み出した」

　落ち着け、と駿介は自分に言い聞かせた。

　ミアは、食堂の隅に座っている。ダインが現れた瞬間に、慌ててフードをかぶっていた。マリカと菜な々な子こが壁のように陣取っているため、簡単には見つからないはずだ。

　緊張を悟られてはいけない。

　平然と、やり過ごせ。

「フレアルード史上、最悪の存在は魔王だ。しかし、その魔王に与くみし、現在に至るまで強大な魔力を宿しながら平然と生きる異端者だ。そいつらを生み出したことだけでも、獣人は世界の敵とされてもおかしくはない。世界の温情で生かされているのをいいことに、国まで作ってのさばりおって。分をわきまえることを知らないから嫌いなんだ、獣人は」

　子供か、と言いたかった。

　好き嫌いだけでものを語るなど、大人とは思えない態度だ。

「それに、獣人どもはなにを考えているかわからないのもいけ好かん。この国には黒猫の少女がいるそうじゃないか。我が国だけではなく、教会からの要請をはね除のけて保護しているようだが……。気にはならんか？」

「……なにがです」

「芸人に難しい話はわからんかもしれんな。黒猫を保護するということは、異端者をかくまうということだ。同時に、強力な神しん言ごん遣つかいを囲い込むということでもある。ボルスモルが世界に仇あだなす算段を企てていたとしても、ワシは驚かん」

「……まさか」

「他に、こんな貧乏国が黒猫を保護する理由があるか？　後ろ指を差され、あらぬ疑いをかけられるのを承知で、なぜ黒猫を守る？」

『差別のない開かれた国を作りたい』

　バロンはそう言っていた。しかし、この男にその理念が理解できるとは思えなかった。

「黒猫はかくまう、犯罪は放置する、守護国には刃向かう。自分たちが世界からいかに嫌われているか、まったく理解できていないから、恥も外聞もなくのさばることができるんだ」

「嫌われてるんですか？」

「当然だ。この国ができたことが何よりの証あかしだよ。どの国もどの種族も、獣人をもてあましていた。なまじ独立した感情を持つから、扱いに困った。そうやって追い出され、不要とされた連中が寄り集まってできたのがボルスモルなんだ」

　駿介はマリカに目を向けた。

　自分たちは、フレアルードの情勢に疎うとい。

　ダインの言葉が本当なのか確認したかったのだ。

　マリカの表情は、暗かった。首を振るでもなく、なにか言いにくいことを閉じ込めているような顔だ。

　当たらずとも遠からず、といったところか。

「とにかく、こんな国に埋もれていないで、さっさと我が国へ来るんだ」

　そう言い残して、ダインたちは去って行った。

　主人が出した飲み物には、一度も口を付けなかった。

　ダインは最後に、「明日また使いの者をよこす。そこで返事を聞かせてもらうぞ」と言い残していった。やや不機嫌だったのは、即答されなかったせいだろう。

　ダインたちが去って、駿介たちは盛大にため息をついた。

　他ひ人との悪口を延々と聞かされる行為が、こんなにも苦痛なのだと初めて知った。

「みんな、よく爆発しませんでしたね」

　店にいた獣人に声をかけると、彼らは顔を見合わせて苦笑した。

「ヤツの悪意には慣れてる。それに……」

「ああ。ヤツは、俺たちがぶち切れて暴れるのを待ってるんだ。そうすれば、この国を攻める口実になるからな」

「うちの王様は、サンズガルド相手によくやってると思うよ。あんなのを相手にしながら、国益を得ようと頑張ってるんだから」

「しかし……、あそこまでハッキリとした悪意を向けられたのは、初めてだなぁ」

「すいません」

　なぜか、駿介は謝ってしまう。

　ダインの意見が、人間の総意であると思われてはたまったものではない。

「残念だが、ダインの言うことは本当なんだ。妖精族やドワーフなんかは気にしないんだが、人間だけは、やたらと俺たちのことが気にくわないみたいでね」

「自分たちと姿形が違うだけで、ほとんど化け物扱いだよ。内心ではケモノ扱いしながらも、表面上は友人面してくれるなら、まだマシなほうだな」

　彼らの祖先は、そうした人間との関係がイヤになって、住んでいた場所を捨て、ボルスモルに集まってきたという。

「ああいう輩やからを見てると、黒猫に怯おびえる自分たちまで醜く感じちまう」

「あんたがいつか啖たん呵かを切った言葉、いまじゃ正しいように思えてくるぜ」

　いい兆候だった。ほんの少しずつだが、人々の意識が変わり始めているのかもしれない。

　ダインのような存在も、場合によっては有用なのだろう。

「で？　どうするんだい？　兄さんたちはダインの申し出を受けるのか？」

　宿の主人が訊きいてくる。

　問題はそこである。

「なんとなく、胡う散さん臭くさいな」

　マリカが顔をしかめて言った。

「先日までは、これでもかと貶けなしていただろう？　それが手のひらを返したような扱いだ。なにか、裏がありそうな気がするが……」

「でも、何回か見に来てただろ？　使いの人間じゃなくて、本人がだ。意外に、聴いているうちにファンになったとか、そういうことじゃないのか？」

「個人的にはいけ好かないヤツだからなぁ」

　菜々子は椅子にもたれかかって、だるそうに言う。

「あんまり、関わり合いにはなりたくないかな」

「ムリに付いてこなくていいわよ？　なんだったら、私だけでも行ってくるから」

「それはダメだ」

　清花の提案を、マリカが一いつ蹴しゆうする。

「大使館とはいえ、事実上の異国なんだ。我々が別々の国に別れてしまうのは、良くないだろう」

「どうしてよ」

「なにかあったときに、お互いに連絡のとりようがない。行くなら、全員で行くべきだ」

「でもなぁ……」

　菜々子は乗り気ではないようだ。

「国立音楽堂ってのが、凄すごいところなのはわかるけど、そこに固こ執しゆうする必要はないんじゃない？　どこへ行っても、それなりに稼げることはわかったんだし」

「いや、固執した方がいいぞ」

　宿の主人が割り込んできた。

「国立音楽堂の舞台に立つことは名誉なことだが、そこで成功を収めれば、さらなる立身出世が見込めるはずだ」

「どういうこと？」

「国のお抱え芸術家になれるんだ。そうすれば、身分も将来も保証されたも同然だ」

「むむっ」

　と、菜々子の心は揺れたようだった。

　国に生活を保障してもらえれば、過か酷こくな旅を続ける必要もなくなる。衣食住の心配をしなくてもいいというのは、このうえなく魅力的だった。

　しかし、ここで一つの問題が持ち上がる。

　駿介たちは、お尋ね者なのだ。あまり有名になりすぎるのも困るし、一カ所に留まり続けるのも避けなければならない。

　それを考えると、非常に惜しい申し出ではあるが、辞退したほうが良さそうだった。

　そんな駿介の考えを読んだのか、萌も絵えが口を開いた。

「でも、大国の懐に飛び込むのは悪いことじゃないと思う」

「なんで？」

「私たちは、元の世界に戻る手がかりも探さなきゃいけないでしょ？」

「あっ」

「音楽堂の舞台には立つ。けれど、国の専属にはならない。その代わり、別の要求を持ち出す。これがベストだと思う」

　元の世界へ戻るためには、過去の文ぶん献けんを調べる必要がある。

　ボルスモルのような小さく新しい国では、文献には期待できないが、サンズガルドのような大国であれば、膨ぼう大だいな量の文献が眠っているはずだ。

「やってみる価値はあるってことか」

　駿介が言うと、菜々子も清花も頷うなずいてみせた。ただ一人、マリカだけが最後まで渋っていた。

「あの男の言葉は額面通りに受け取れんが……」

「心配なら、誰かについてきてもらえばいいんじゃないか？」

「そんな頼りになりそうなヤツがいるか？」

「バロンさんとか」

「……ああ」

　目的はどうあれ、ボルスモルの中枢に顔が利きく人物に知っておいてもらうのは悪くないだろう。

　その日のうちに、駿介はバロンを探し出し、同行してくれるように申し入れた。

　バロンは二つ返事で了承してくれた。

「ただ、一緒に行くのではもしもの際に身動きが取れない。俺は大使館の外で、連中に見つからないように隠れていよう」

　さらに、上層部に掛け合って、兵も動員するという。

「それはちょっと、大事過ぎませんか？」

「なにもなければそれでいい。だが、なにかあってからでは遅いからな」

　確かに。保険は多ければ多いほど安心だ。

「でも、いいんですか？　俺たちの都合で国まで動かしてしまって」

「こちらにはこちらの都合があるんだ。そこは気にしないでくれ。それより、なにかあったら、盛大に暴れてほしいんだ。異変を察知できれば、大使館に駆け込むなり、ボルスモルへ連絡に走るなりする」

「お願いします」

　こうして、いちおうの後ろ盾を得て、駿介たちは大使館へとやってきたのだった。
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「見事だ！　素晴らしい！」

　清花の演奏が終わると、ダインをはじめとして審査に訪れた官かん僚りようは、盛大な拍手を送った。

　ホッと息をついた清花だが、ダインは彼女には目もくれず、なにやら審査官たちと話し込み始めた。結果について相談しているのだろう。

　やがて、駿介たちは食堂に通された。

　真っ白なクロスのかかったテーブルの上には、見渡す限りの料理が並んでいた。

　そのほとんどが肉料理だ。ずいぶんと偏かたよったメニューだが、ダインの体型を考えれば納得できた。それに、いい匂いがするのは間違いない。どれも、見ただけで唾つばが出るほどおいしそうだった。

　ダインがやってきて、食事が始まる。

　街にいても、これほどの肉料理を食す機会はほとんどない。だから、駿介は食欲を存分に発揮したいところだったが、周辺には給仕のためにメイドや執事が控えており、落ち着いた雰囲気の高級レストランのようで、がっつりと肉にかぶりつくようなマネはできなかった。

　自然、行儀も良くなり、肩肘張った、非常に食べづらくも味わいにくい食事となってしまった。

「いやぁ、さすがはワシが見込んだだけのことはある！　素晴らしい演奏だったわい！」

　だみ声を盛大に響かせて、ダインは笑った。

「そんなに、気に入ってくれたんですか？」

「もちろんだとも。最初にきみたちの様子を見たときからこれだ！　と思っていたんだ。これは一〇年に一度の逸材だと！」

　ウソつけ、という言葉が喉のどまで出かかった。

　ダインは、終始、気味が悪いくらいに機嫌が良かった。

　大使館前で駿介たちを出迎えたときから満面の笑顔だったし、公演中もひたすらにこやかだった。

　もしこれが本心からの笑顔だったとしたら申し訳ないのだが、非常に胡散臭かった。

　結果は後日知らされるということなので、食事が終わったら早々に退散しようと決めていた。

「芸術審査官どもも賞賛していたぞ？　本国行きは決定的ではないか？」

「はあ……」

「そしてワシも、推薦者として鼻が高い。おかげでこんな僻へき地ちの大使ではなく、王宮入りへの道が切り開けたわ！」

　なるほど、そういうことか。

　計算があったとしても、そういう理由があってくれたほうが、納得しやすい。いけ好かないヤツではあるが、いいものを見抜く力はあるようだった。

　今回は、ミアも同行させている。さすがに頭をさらすわけにはいかないし、みすぼらしい格好もさせられないので、新しい服に帽子をかぶらせてごまかしている。

　こういう場で脱帽しないのはマナー違反だろうが、そこはなんとか言い訳するしかなかった。

　ミアは、食事に集中している。動きがぎこちないのは、駿介同様、場の雰囲気に呑のまれて落ち着かないからだろう。

　そんな中、マリカだけは料理にも飲み物にも口を付けず、ダインとの会話に集中していた。

「ダイン殿は、ボルスモルの大使では不服なのですか？」

「ボルスモルは所しよ詮せん、小さな新興国ですからな。同じ大使でも、大国のアイグラードやサルバドルクに比べると格が落ちます。仕方なくやっとるんですわ」

「獣人が治める国ということで、なにかやりにくいことはありますか？」

「ヤツらは人間でも動物でもない中途半端な連中ですからな」

　ビクリと、ミアの体が動く。いまの彼女は、帽子をかぶるだけでなく、シッポも服の中にしまい込んでいるので、一見すると獣人とはわからない。だから、ダインは遠えん慮りよなく言葉を紡いでいるのだろうが、さすがに悪意が滲にじみすぎている。

「対等な関係になるわけがないんです。だから、融通の利かないことがあっても、笑って許しますわ」

「そのわりには、最初に会ったときは、随分と荒れていたようですが？」

「いや、お恥ずかしい。国同士の折衝に関しては寛かん容ようにはなれるのですが、ことが犯罪となるとそうもいかないわけでして」

「……数年前から起こっている、子供の誘ゆう拐かい、失しつ踪そうですか？」

「何件も犯罪を起こしていながら、まったく手がかりがつかめないと言うんです。本気で捜査しているのか怪しいですな。もしかしたら、この国の上層部に犯人がいるのではないかと、我々は睨んでおるのですが……」

　それで、たびたびボルスモルの王宮を訪れては、様子を窺うかがっているのだという。

　これも本心であれば立派なものだ。しかし、バロンからは、ただ悪あく態たいをついて帰っているだけだと聞いていた。素直には受け取れない。

「本当は我々が独自に捜査したいのですが、やはり権限がありませんからな。指をくわえて、犯罪が起こるのを見ているしかできないわけです」

「心中、お察しします」

「いやいや、気にしないでいただきたい。あなた方のおかげで、ここを離れることができるかもしれないんですからな」

　こいつの片かた棒ぼうを担ぐのはイヤだったが、利害が一致するのなら、とことん利用するべきだろう。

「ところで……」

　いきなり、ダインの視線がミアに向けられた。

「そこのお嬢さんは、どうして脱帽しないのだね？　屋内の、それも食事時にはふさわしくないと思うのだが……」

　きたか。

　駿介は慌てて言い訳を口にした。

「彼女、恥ずかしがり屋なんですよ。俺たちの一座に加わったばかりで、人前に出るのが苦手で……」

「ふむぅん？　どれ、よく顔を見せてくれんかの？　目鼻立ちのハッキリした、なかなかの美少女ではないか？」

　まさかこいつ、ロリコン趣味でもあるのか？

　俯うつむくミアに代わり、笑顔のままで牽けん制せいする。

「申し訳ありません。修行中ということで、勘かん弁べんしてください」

「そうか、残念だ。本国の舞台に立つまでには、人になれておきたまえよ」

「は、はい……」

　ミアは小さく返事した。

「もっとも、そこまで待つ必要はないんだがね」

「はい？」

　と聞き返したつもりだった。

　どういうことだと問い返そうとした。だが、できなかった。

　突然、眠気が襲ってきた。

　急激な睡魔は、一気に駿介を眠りの底へと引きずり込もうとする。

　視界の隅で、清花に菜々子、萌絵がテーブルに突っ伏すのが見えた。

　一人、マリカだけが立ち上がって、何事かを叫ぶ。しかし、いまの彼女は丸腰だ。武器の類たぐいは、ダインたちに預けてしまってある。

　すぐに、マリカの元に兵士が殺到して、取り押さえられてしまった。

　そして、ミアは……。

　血の気の引いた顔で、何度も何度も駿介の名前を呼んでいた。

　けれど、その声も、姿も、なにもかもが闇に呑まれていった。
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　気がつくと、駿介は薄暗い牢ろう屋やに閉じ込められていた。

「あ、気がついた？」

　すぐ側そばで、菜々子の声がする。

　体を起こすと、うっすらとだが、みんなの姿が見えた。

「お、俺……」

「大丈夫？　フラフラしない？」

「なんとか。いったい、なにが起こったんだ？」

「みんな、薬で眠らされたみたいなんだ」

「薬……？」

　急激な眠気はそのせいか。

　頭の奥がしびれるような感覚があるが、痛むほどではない。

　大きく深呼吸して、気持ちを切り替える。

「なんか俺たちって、眠らされてばっかりだな」

「悪かったな」

　ふて腐れたように答えるのはマリカだ。

　駿介たちは一度、マリカの手で眠らされてしまったことがあるのだ。

「私だって、牢屋に入れられてばかりだ」

「つまり、みんなして注意不足だったり警戒不足だったりするわけだ」

「今回に限って言えば、私は眠らされてないがな」

　不安に思い、あの豪華な料理を前にして、一度も口をつけなかったのだという。

「今後は、怪しいヤツとの食事は気をつけよう。それより、なんで俺たちは眠らされたんだ？」

「どうやら、ミアが目的だったようだ」

　苦々しそうに、マリカが口にする。

「ミア？」

　慌てて周囲を窺うが、ミアの姿は見当たらなかった。

「なんで!?　どうして!?」

「どうやら、ダインの目的は、最初からミアだったらしい。詳しいことはわからんが……」

　なぜかマリカは、視線を駿介の後ろに向ける。

　そこで、駿介はようやく気がついた。

　この場にいるのは、自分たちだけではなかったのだ。

　一〇人近い子供たちが、不安げな表情でこちらを見つめていた。

　シッポや耳の長さが様々な、いずれも幼い獣人たちだ。

「こ、この子たちは？」

「みんな、さらわれてきた子たちのようだ」

「さらわれた!?」

　ダインの言葉が蘇よみがえる。

　子供が誘拐、失踪する事件が相次いでいる。

「まさか、その被害者の子供たちなのか？」

「おそらくな」

「どうしてここに!?」

「わからんが、ダインのヤツが絡んでいるのは間違いないだろう」

　よく見れば、みんなボロボロの衣服を身に纏まとい、一様に腫はれ上がった顔をしている。擦すり傷きずや青あざも多く、酷ひどい虐ぎやく待たいが行われたことが見て取れた。

「ミアは、どうなったんだ？」

「ダインに捕まったところまでは私も見ていた。その後は、わからない」

　もし、この子供たちと同じ目に遭っているのだとしたら……。

「ミアを助けに行かないと！」

「そうだな。しかし、この子たちはどうする？」

「一緒に連れて行くに決まってるだろ！」

「ミアを助けに行けば、イヤでも戦闘になる。この子たちを守りながらの戦いになるぞ？」

　それが難しいことであることを、マリカは忠告していた。かといって、放っておく訳にもいかないだろう。

「高たか山やまさんは、子供たちを守ることに専念してくれ。戦うのは、俺たちでやる」

「わかった」

　萌絵は頷いた。

「久々だね、悪者をやっつけに行くのは」

　菜々子はすでにやる気満々だ。彼女は常にやる気に満ちている気がするが。

「私たちを利用したこと、思い知らせてやらなきゃ」

　清花も、闘志を燃やしている。散々持ち上げておきながらこの仕打ちだ。ダインに対して一番怒りを感じているのは彼女なのかもしれない。

「みんな、ここから脱出するぞ」

　子供たちに声をかけるが、反応が鈍い。

　逃げるということに頭が回っていないのか、ムリだと諦めているのか。どちらにせよ、一人一人を抱きかかえていくわけにもいかないので、彼らの自発性を促うながすしかなかった。

　ふと、一人の少女に目が止まる。

　子供たちの中でも、ひときわ高い耳を持った少女だ。

「きみ、もしかして鍛か冶じ屋やの？」

「……はい」

　ウサギの獣人である、鍛冶屋の親父おやじを思い浮かべる。

　あの人の子供が、ここに！

　接点のある人物を見つけて、駿介は彼女に狙ねらいを絞った。

「きみの名前は？」

「……マナ」

「マナちゃんか。おれは駿介。きみのお父さんの知り合いだ」

「知り合い？」

「俺たちの仕事場を作ってもらったんだよ」

「……そうなの？」

　少しずつ、会話が成立するようになる。マナという少女も、駿介に対して興味を持ちだしたらしい。

「お兄ちゃんは、獣人じゃないの？」

「俺たちは人間だ」

　そう答えると、マナだけでなく、他の子供たちも小さく悲鳴を上げて後ずさった。

「大丈夫、俺たちはなにもしない。ボルスモルで歌を歌ったり、楽器を演奏したりする芸人なんだ」

「芸人、さん？」

「聞いてみたいかい？」

　こくりと、何人かの子が頷く。

「そのためには、ここから脱出しないとな」

「……どうやって？」

「そこは、俺たちに任せてくれ。みんな、家族の所に帰りたいだろ？」

「う、うん……」

　マナが頷くと、つられたように、みんな一斉に頷き出す。

「帰りたい……」

「帰りたいよ……」

「パパとママの所に帰りたい……」

「か、帰れる、の……？」

「帰してみせる」

　言い切ると、にわかに精気が戻る。

「ただし！」

　マリカが釘くぎを刺す。

「これから起こることは、誰にも内緒だからな」

　どういうことなのかという疑問が張り付く。けれど、必要な約束だった。

　なにしろ自分たちは異端の神言遣いなのだから。

「それにしても、やるね、佐さ嶋じまっち」

「なにが？」

「見事に子供をあやしたじゃん」

「あやしたというか、言い聞かせたというか……」

「どっちでもいいよ。それで子供が言うことを聞いてくれるなら。なにか、コツみたいのがあるのかな？」

「さあ？」

「意識しないでやったんなら凄いよ。佐嶋っち、いいパパになる素質があるんじゃない？」

「そ、そうか？」

「問題は、子供を作る相手がいるかだけど」

「それに関しては……、いまのところ、絶望しかないな」

「失礼なヤツだなぁ！」

「なんで!?」

「勝手に絶望するから、勝手に絶望するんだよ」

「意味わかんねぇよ！」

　しかし、清花に萌絵までもが「うんうん」と激しく同意している。

　なんだ？　俺のどこが失礼なんだ？

「いつまで無駄口を叩たたいている」

　マリカに注意されてしまう。

「そういうのは、無事に戻れてからにしてくれ」

「……わかってるよ」

　釈然としないまま、牢屋の扉をあっさりぶち破って、駿介たちは逃走を開始した。

　本当であれば、このまま外に出てしまえばいい。

　どこかで待機しているバロンに異変を知らせることができれば、あとはどうにでもなるはずだった。

　しかし、まずは行方のわからないミアを探す必要があった。

　どのみち、砦の構造には詳しくない。出口へ向かうにしても、最初は闇雲に走り回るしかなかった。

　途中、兵士たちに出くわすが、彼らはなぜか戦おうとしなかった。それどころか、背中を向けて逃げ出す始末だ。

「……なんだ？」

「練度が低い、というわけでもなさそうだが……」

　疑問に思っている間も、兵士たちは出くわしては逃げるを繰り返す。しかし、一定の距離が開くと、こちらを待ち構えるようになる。

「誘導、されている？」

「どこに？」

「わからん」

　マリカとやりとりしているうちに、駿介たちは大広間へと出た。ここは、通ったことがある。この先は、出口に繋つながっているはずだ。

　しかし、駿介は足を止めざるを得なかった。

　広間の二階、バルコニー部分に、ミアの姿を見つけたからだ。

「ミア！」

　駿介が叫ぶと、ミアは顔を上げた。その顔には、殴られたようなアザがくっきりと浮かんでいた。

　さらに、彼女の首には鉄製の首輪が塡はめられており、鎖で繋がれている。その鎖を手にしているのは、ダインだった。

「ダイン、貴様！」

　激げつ昂こうする駿介を、ダインは蔑さげすんだ目で見下ろした。

「ふん、やはりおとなしくしている連中ではなかったか」

「なんだと？」

「貴様らの正体は、ランドベルズから聞いている。なあ、異端の神言遣いども」

「……知っていたのか？」

「つい最近だが、お触れが回ってきた。くくく、どうだ？　天国と地獄を味わった気分は」

「最悪よ」

　清花が吐き捨てる。

「貴様らは、ワシの出世の道具となってもらう。まったく、ボルスモルの王は愚かだな。ヤツの所にもお触れは回っただろうに、こんなに目立つ連中を野放しにしておくとは」

　駿介は冷や汗をかいた。

　街の人たちはともかく、王宮ではすでに駿介たちのことは知られていたわけか。

　今日までなんのリアクションもなかったのを、どう評価すればいいのか、いまのところわからなかった。

　見逃してくれていたのか、それとも、ただ泳がせていただけなのか……。

　真相は、ここから生きて帰れてから確かめるしかない。

「もしかして、俺たちの公演を聴きに来ていたのは、この日のために？」

「いや、それはあくまでついでだ。ワシの目的は、最初から黒猫だったからな」

「ミアを？　おい、ミアをどうするつもりだ!?」

「裁くのだよ」

「なんだと!?」

「黒猫は忌むべき存在だ。世界を滅ぼしかねない恐るべき力を秘めている。だからワシが、裁いてやるのだ」

　鎖を引っ張って、ミアを引き寄せる。首が絞まったのか、ミアは苦しげに唸うなった。

「黒猫をかくまった貴様らも同罪だ。いや、こやつに生活の場を与えたボルスモルにも罰を与えねばならん。再三の引き渡し要求にも応じず、突っぱねおって。所詮は獣人が治める国だ。同族意識で黒猫を保護したのだろうが、ワシにいわせれば世界に仇なす行為に過ぎん。それを、少しずつ思い知らせてやるのだ」

「なら、この子たちは、どうして……」

「遊びのためだよ」

「遊び？」

　ダインは愉快そうに、肉のついた顔を歪ゆがめた。

「遊びのための道具として、獣人は最高だ。ただの動物と違って、泣き叫び、必死で命乞いをしてくれる」

　駿介は反射的に、傷ついた子供たちの姿を振り返った。

「この傷は、貴様の『遊び』のせいで……!?」

「やり過ぎると感情が壊れておもしろくなくなるからな。常に新しいおもちゃが必要なのだよ！」

　どこまでも、獣人を見下した物言いである。

　だが、失踪事件の謎は解けた。

　ボルスモルがいくら調べても、犯人がわからないわけだ。

　他国の人間が、それも大使という役職を持つ人間が関わっていれば、捜査の手はまず及ばない。ボルスモルがどこまで摑つかんでいたかはわからないが、もしかしたら、犯人がわかっていて、それでも手が出せなかったという可能性もある。

　いけ好かないヤツだとは思っていたが、ここまでとは想像を超えていた。これはもう、差別とかそういうレベルの問題ではない。命に対する冒ぼう瀆とくである。

　命ある生き物をおもちゃ扱いする時点で、この男は壊れているのかもしれない。ダインが世界の標準でないことを、願わずにはいられなかった。

　ともかく、ダインに対しては遠慮する必要がないということがわかった。

「佐嶋くん」

　萌絵が声をかけてくる。

「扉を塞ふさがれた」

　気がつけば、いま入って来た扉も、出口へ通じる扉も、兵士たちが立ち塞がっている。

　さらには、駿介たちを取り囲むように、輪を作り始めた。

　人数の上では、圧倒的に不利だ。しかも、子供たちを守りながら戦わなくてはならない。

　普通なら、絶体絶命のピンチだ。けれど、駿介たちは普通ではなかった。

「俺たちはおまえを絶対に許さない。悪いが、ミアは返してもらうぜ」

「できるものならやってみろ」

「やってやるさ！　炸さく裂れつする弾丸──ライフルショット！」

　音速の魔弾が、二階にいるダインの元に届き、肩を撃ち抜く……、はずだった。

　駿介は愕がく然ぜんとした。

　なぜか、魔法が発動しなかったのだ。

「な、なんで!?」

　驚く駿介に代わって、マリカと菜々子が神言魔法を使う。だが、どちらも不発に終わる。清花もワルキューレを呼び出すが、なんの反応もない。

「なにこれ!?　どういうこと!?」

　菜々子の叫びは全員の代弁だった。

　ダインは、不敵に笑った。

「残念だが、この広間で魔法は使えない」

「なんだと!?」

「貴様らが立っている場所には、魔方陣を書かせてもらった」

「魔方陣!?」

　確かに、広間いっぱいに文字がびっしりと刻み込まれた円形の陣が刻み込まれていた。

　神言魔法は、文字にしても効果を発揮する。

　文字を円形に描き、その範囲内であれば、書いた文字通りの魔法が発動する。それが魔方陣だ。

「遮しや断だんの魔方陣か！」

　マリカが叫ぶ。

　神言魔法は、神に言葉を伝えることで発動する。けれど、もしその言葉を遮断することができれば……。

　言葉は、神には届かないことになる。当然、魔法も発動しない。

「貴様らが異端者だと知ってから準備させてもらったわ。このワシが、なんの備えもせずに貴様らを迎え入れると思ったか!?」

「ウソだろ……」

　駿介は途方に暮れた。

　魔法が使えなければ、あとは物理的な攻撃に頼るしかない。しかし、駿介たちは丸腰だ。

　普段は武器を所持している菜々子もマリカも、剣を取り上げられてしまっている。

　対して、駿介たちを取り囲む兵士は、完全武装である。分が悪いどころの話ではない。完全に、詰んでいた。

「だから、兵士たちはここに誘導したんだ……」

　萌絵の呟つぶやきに納得する。兵士たちが逃げていたのはここにおびき寄せるためだったのだ。

「ど、どうするの!?」

　菜々子が悲鳴のような声を上げる。

「ど、どうしようもないでしょ！」

　答える清花の声も震えていた。

　本当に、どうすればいいのか。

「一つだけ、道はある」

「本当か、マリカ！」

「だが、実現は、難しいかもしれん」

「なんでもいい、教えてくれ！」

「……ミアの、力を使うんだ」

　ハッとする。

　ダインは、駿介たちの足下に魔方陣を刻んだと言っていた。ということは、二階のバルコニーにいるミアとダインは、この魔方陣の影響を受けないのかもしれない。

「ミア、頼む！　力を貸してくれ！」

　それは切なる願いだった。この状況を打開するには、ミアの協力がなければ不可能だ。

　しかし、ミアはゆっくりと首を振った。

「できない……」と、ハッキリ口にした。

「ミア!?」

「私には、できない……」

　大粒の涙をこぼしながら、顔を伏せる。

「どうして！」

「できない、できるわけがないんだよ」

　代わりに答えたのは、ダインだった。

「こいつは過去に、生まれ故郷を滅ぼしているからな」

「なっ……!?」

　バロンが噂話だといっていたことだ。

　あれは、やはり、本当のことだったのか。

　だとすれば、ミアが拒否するのもわかる。力を使って、また甚じん大だいな被害をもたらしたらと、恐れるのもわかる。

　けれど、それでも、駿介たちにはミアしかいないのだ。

「ミア！　気持ちはわかる！　だけど……、おまえの力が必要なんだ！」

「ムリだよ……」

「ミア！」

「もう、あんなこと、したくない……。あんな気持ちを味わいたくない……。なにより……」

　顔を上げたミアは、まっすぐに駿介を見据えた。

「もう二度と、お兄ちゃんを失いたくない……」

「み、ミア……」

「やっぱり、そういうことだったんだ」

　萌絵が得心したように頷いた。

「高山さん？」

「どうして急に、ミアちゃんが佐嶋くんになついたのか、ずっと不思議だったんだ」

「それは、俺も思ったけど……」

「たぶん、ミアちゃんにはお兄さんがいた」

　絶句する。

「それも、たぶん、佐嶋くんによく似た、お兄さんが……」

　そういえば、彼女は駿介の顔を見ることが多かった。一番最初の出会いにしても、そのときの主役である清花ではなく、自分の方に目が向けられていた気がする。

　だから、なのか。

　ミアは駿介に兄の面影を見いだして、甘えていたのか。

　やるせなさがこみ上げる。そして、ミアの気持ちが手に取るようにわかってしまった。

　呆ぼう然ぜんとする駿介たちに、兵士が襲いかかる。

　全員、床に押し倒され、身動きを封じられた。

「女どもはなにかと利用価値がありそうだ。東方人の美女ならば、どこの国も欲しがるだろう」

　ダインは下げ卑びた笑みを浮かべた。

「だが、男には興味も価値もない。殺せ」

　ダインの声に、兵士たちによって駿介は膝立ちにされる。そして、目の前には、鈍い輝きを放つ剣が。

　その剣が振りかぶられ、駿介の首に狙いをつける。

　ウソだろ？

　こんな簡単に、殺されてしまうのか？

　こんなあっさりと、人生が終わってしまうのか？

　視線を上げると、ミアが必死の形ぎよう相そうでなにかをダインに訴えかけていた。

「やめて！　お兄ちゃんを殺さないで！　なんでもするから！　お願いだから！　お兄ちゃんを助けて！」

「助けてみればいいではないか。貴様の力を使ってな」

「……！」

「できないだろう？　できるものならとっくにやっているはずだ。くくく、結局、貴様はまた人を殺すのだ。貴様の力は、存在するだけで人を殺すんだよ！」

　違うと叫びたかった。

　どんな力であろうとも、肝かん心じんなのはその使い道なのだ。

　それをミアに伝えたかった。けれど、もう声を上げる気力もなかった。

　目前に迫った死の恐怖に、押しつぶされそうだった。

「さあ、その目に焼き付けるんだ！　貴様がもたらした絶望の光景を！　貴様のような存在が、この世に存在してはいけないという証明をな！」

　剣が、振り下ろされた。

　駿介は叫んだ。

　なにを叫んだのか、わからないままに。

　そして──
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　歌うことが大好きだった。

　歳としの離れた兄から、いくつもの歌を教わり、毎日のように口ずさんだ。

　兄はうまいと褒ほめてくれた。

　それが嬉うれしかった。それだけで、幸せになれた。

　ミアの生活は、常に兄と共にあった。

　一緒に寝て、一緒に起きて、一緒に食事して、一緒に遊んで。

　たまに水浴びをしては、兄に頭を洗ってもらうのが好きだった。

　ことあるごとに、頭を撫なでてもらうのが日課になっていた。

　辛つらいことの多い毎日だった。

　体に傷がつくこともしょっちゅうだった。

　けれど、ミアには兄がいた。

　兄はいつも優しくしてくれた。守ってくれた。だから、頑張れた。

　一緒に歌を歌って、気分を紛らわせた。自分は不幸なんかじゃないと、言い聞かせることができた。

　だが。

　きっかけは、些さ細さいなことだった。

　相手の子供からしてみれば、いつものように、ミアをからかっただけなのだろう。

　けれど、その日は我慢できなかった。自分を抑えることができなかった。

　前の日に、大好きな兄にも被害が及んでいたせいだろう。

　その日、兄は泣いていた。

　全身が泥だらけになって、至る所から出血するほどに傷つけられて、悔しさに唇くちびるを嚙かんで、目にいっぱいの涙を溜ためて……。

　ミアを、突き飛ばしたのだ。

「来るな」と。

「側に寄るんじゃない」と、生まれて初めて、ミアは突き放された。

　ショックだった。

　いきなりの拒絶に、ミアは呆然とするしかなかった。

　いまなら、兄の気持ちがわかる。

　一番助けを必要としていたのは、兄だったのだ。

　自分の責任ではないことで、兄もまた、迫害を受けていたのだ。

　たった一人の妹だから、守ってきた。かばってきた。けれどそれは、人々の恐怖と敵意を一身に受けることになる。

　年端のいかない少年が引き受けるには、大きすぎる負荷だった。

　だから、つい、言葉がついて出てしまったのだろう。

　どうして自分がこんな目に遭わなければならないのか。

　どうして自分が、妹のために、酷いことをされるのか。

　ミアは守られていた。守られることで、安穏としていた。

　なにもしなかった。兄が大変な思いを胸に抱いていることに気づけずにいた。

　だから、爆発した。

　兄の言葉は本心だった。

　なんとなく、わかってしまった。

　そのとき、結局、兄は助けに来てくれなかった。見捨てられたと思った。

　だから、たがが外れた。

　自制をかけなかった。かけられなかった。

　体の底からあふれ出る憎悪と力を、ためらいもなく解き放った。

　──結果。

　気づいたときには、ミアは一人きりだった。

　なにもかもが焼き尽くされ、吹き飛ばされた廃墟とも言えない村の跡地で、ミアは立ち尽くしていた。

　誰もいない。誰の姿もない。

　ミアは兄の姿を探した。家族の姿を探した。

　けれど見つからない。どこにもいない。

　ミアは歩き回った。この際、ミアをいじめていた子たちでもいいから、元気な姿を見たかった。

　けれど、その願いは届かなかった。

　自分のしでかしたことを理解するまで、丸一日かかった。

　これが自分の力なのだと、思い知らされた。

　ミアは泣いた。絶望した。

　どうしてこんなことをしてしまったのかと後悔した。

　しかし、どんなに泣いても、どんなに悔やんでも、大切な人たちは帰ってこなかった。戻ってくることはなかった。謝ることもできなかった。

　一番大切な人と、別れを告げることもできなかった。

　それからのミアは、ずっと一人でいた。

　各地を放浪し、何度か保護されてはすぐに捨てられるということの繰り返し。

　自分が黒猫だから。

　どこへ行っても受うけ容いれてもらえず、どこへ行っても疎まれる。それがミアだった。黒猫だった。

　そうしてたどり着いた先が、ボルスモルだった。

　この国の王は、初めてミアを受け容れてくれた。住むところを与えてくれたし、簡単な作業をこなすことで、賃金も払ってくれた。けれど、それだけだった。

　周りからの視線は相変わらずだったし、容よう赦しやや遠慮を知らない子供たちは、毎日のようにミアに突っかかってきた。

　結局、これまでと変わらない日々が続くだけだった。

　そんなときだった。

　綺麗な歌声に誘われるままに広場へ向かうと、ミアは信じられない光景を見た。

　そこに、兄の姿があったのだ。

　よく見ると、すぐに別人だということがわかった。けれど、似ていた。ミアに向かって優しく声をかける姿も、そっくりだった。

　もしかしたら、これは神様が与えてくれた生きる意味なのかもしれない。

　駿介の姿を見るたびに、そう考えるようになっていた。

　そして、駿介に助けられ、身の上を打ち明けられたとき、確信したのだ。

　この人は、兄の生まれ変わりなのだと。

　異世界からやってきた、兄の分身なのだと。

　駿介は、ミアに優しくしてくれた。受け容れてくれた。本当の妹のように側に置いて、かわいがってくれた。それが嬉しかった。

　また、駿介たちはミアに歌を勧めてきた。

　久しぶりの歌は、ひどくぎこちないものだった。けれど、感情を声に出すという行為が、とても気持ちよく感じられた。

　人前で歌い、ささやかながらも反応を得たときの喜びは、たぶん、一生忘れないだろう。

　やっと、生きる意味が生まれた。希望がわいた。

　なのに……。

　どうして、こんなことになってしまったのだろう。

　気がつくと、周囲には砂煙が巻き起こっていた。

　ミアのすぐ傍かたわらには、全身がボロボロになってもがき苦しむダインが転がっている。

　いや、こんなやつのことはどうでもいい。

　ミアは階下に目を向けた。

　砂煙が収まり、下の様子が窺えるようになる。

　大勢いた兵士たちは、その多くが昏こん倒とうしていた。

　少なくとも、自由に動き回れるほど無事な者はいないようだった。

　清花に、菜々子、萌絵とマリカは、伏せていたのが幸いしたのか、無事のようだった。後ろにいた子供たちも、恐怖に顔を引きつらせながらも、ケガ一つないらしい。

　そんな子供たちの前に、ひときわ鮮やかな色が目についた。

　目に痛いほどの赤。

　その赤い池の真ん中に、駿介が倒れていた。

　なにが起こったのかわからなかった。

　けれど、なにをしでかしてしまったのかは理解できた。

　ミアは声にならない悲鳴を上げた。

　とても、現実を受け容れられなかった。

　またか、またなのか。

　またしても自分は、己の手で、大切な人を、傷つけてしまったのか。

　絶望に、心が闇に沈んでいく。

　自分ではないなにかが、ミアの心を侵食していく。

　自分が自分でなくなっていく。

　もういい。

　もうこんな絶望しかない世界なら、消えてしまいたい。消してしまいたい。

（それが、そなたの願いか──）

　誰かの声がする。

　誰かはわからない。けれど、ミアは頷いた。

　もう、誰にも嫌われたくない。一人きりになりたくない。

　だったらもう、誰の手も取らなければいい。誰かに心を開かなければいい。このまま自我を失って、なにも考えず、なにも感じない存在になってしまえばいい。

　それが、ミアの願いだった。最後の望みだった。

（よかろう。そなたの願い、しかと聞き届けた──）

　誰かの声は、そう告げた。

　そして……。

　ミアは、黒猫としての力を解放した。

「……神よ、我が身を依より代しろとして力を示せ──神力降こう臨りん！」
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　気がつくと、駿介は地面に倒れていた。

　起き上がろうとするが、どこにも力が入らない。ただ、天井を見上げることしかできなかった。

　どうしたんだ。

　いったい、なにが起こったんだ。

　先ほどまでの記憶を呼び覚ます。

　剣が駿介の首を切り落とそうとした瞬間、突風が吹き荒れた。凄すさまじい光の奔ほん流りゆうが、四方八方に逬ほとばしった。

　そのうちの幾つかが、駿介たちを取り囲んでいた兵士たちをなぎ払った。そして、一つが、子供たちに向かっていた。

　駿介は咄とつ嗟さに地面を蹴っていた。なにも考えていなかった。反射的な行動だった。

　凄まじい衝撃を感じて、気づいたらこうなっていた。

「佐嶋！」

「佐嶋っち！」

「佐嶋くん！」

「シュンスケ、大丈夫か!?」

　マリカたちが泣き出しそうな顔で駿介を覗のぞき込こんでくる。

　なんだ？

　自分はそんなに危険な状態なのか？

　そういえば、体が動かないほど傷ついているのに、痛みがほとんど感じられない。これって、けっこうまずいのでは……？

「モエ、回復魔法は!?」

「やってる！　でも、全然間に合わない！」

『出血が多すぎるのよ』

　サリィの声が聞こえる。

『傷を塞いでも、この量は、致命的よ』

「そんな……！」

　サリィの言葉を否定するかのように、萌絵は魔法をかけ続ける。

　どうやら、先ほどの一撃で魔方陣が崩れたらしい。魔法が使えるようになったみたいだが、相変わらず駿介の体は動かないままだった。

『落ち着いて、萌絵ちゃん』

「落ち着いてなんか、いられません！」

『いいから落ち着きなさい！　さっきも言ったように、傷を塞ぐだけじゃダメなの。この大量の出血をどうにかしない限り、駿介くんは回復しないのよ！』

「だって、血液なんて、どうしようもない……。私たちの世界でも、血液は人工的に作り出せないのに……」

『でもここはフレアルードなのよ？　あなたたちの世界ではできないこともできるはず。そしてそれができるとすれば、いくつもの魔法を発明したあなたにしかできないの。だから考えて。最後まで諦めずに考えるの』

　萌絵は唇を食いしばった。

　目にいっぱいの涙を浮かべながら、駿介の顔を見つめる。

　ムリならムリでいい。そう言ってやりたかった。けれど、声が出ない。口が開かない。

　どれくらいそうしていただろう。

　やがて、萌絵はハッとしたように目を見開いた。

　血だまりに手を浸ひたし、真っ赤に染まった手のひらと駿介の顔を交互に見る。

　そして、なにを思ったか、萌絵は手についた血を舐なめとった。

「萌絵ちん!?　なにやってんの!?」

　菜々子が正気を疑う声で止めに入る。

　だが萌絵は、黙って見ていろとでも言うように、菜々子を睨みつけた。

　萌絵の唇は駿介の血で真っ赤に濡ぬれていた。

　その唇が、ゆっくりと近づいてくる。

　なにを──と思う間もなく、萌絵と駿介の唇が重なった。

　これだけでもギョッとしたのに、さらに、なにか柔らかいものが口の中に入り込んでくる。なにか熱いものが、流し込まれる。

　た、高山さん!?

　駿介は声にならない声で叫んだ。

　とんでもない事態に、薄れそうになっていた意識が、強引に引き戻される。

　なにをされているのかわからないまま、唇が離された。

　そして、駿介の耳元で、囁ささやくような呪文が聞こえた。

「血液よ増殖して体内を駆け巡れ──増殖加速度現象！」

　いきなり、体の中をなにかが駆け巡るような感覚がした。

　全身が熱くなり、意識が鮮明になる。

　反射的に体が動いて、動くことに驚き、次いで凄まじい痛みが襲ってきた。

　思わず悲鳴を上げた駿介に、萌絵は手をかざし、さらに叫ぶ。

「痛みよ因果地平の彼方かなたへ消え失せろ──イタイのイタイの飛んでいけ！」

「──っがぁっ！」

　なにかがすっ飛んでいく音がして、駿介は飛び起きた。

　体中が痛い。胸の辺りがモヤモヤして、吐き気もした。

　けれど、動くことができる。

　荒い呼吸を繰り返しながら、駿介は辺りを見回した。

　自分の周囲には、おびただしい血が流れていた。いかに瀕ひん死しだったかがわかる光景だ。

　そして、心配そうな表情の女の子たちが、駿介を取り囲んでいる。

「佐嶋っち、大丈夫？」

「な、なんとか」

　ちゃんと、声も出る。

「萌絵、なにをやったの？」

　清花が訊くと、萌絵は脱力したようにへたり込んだ。

「佐嶋くんの血液を増殖させて、佐嶋くんの体内に送り込んだの」

　なるほど、だから駿介の血を舐めとって、駿介の口の中へ流し込んだのか。

「ありがとう、高山さん」

　お礼を言うと、萌絵は力なく首を振って、グラリと倒れ込んだ。

　ギリギリのところで抱きとめた駿介は、萌絵の顔が酷く青白いことに気がついた。

「高山さん、しっかり！」

「ご、ごめんね。ちょっと、疲れたかも……」

　血液を増殖させることが、どれほどの魔力を消費するのかはわからない。

　ただ、一人の人間を死地から呼び戻したのだ。

　魔力どころか、生命力まで消費してもおかしくないだろう。

　まさに、奇跡的な魔法だったのだ。

「相変わらず、とんでもないことをしでかしてくれるな」

　マリカはもはや、呆あきれたり驚いたりすることを放棄したらしい。

　いっそ淡々とした口調で、感想を述べる。

「だが、まだ終わりではないぞ」

　そうだ、まだ、終わっていない。

　駿介は二階のバルコニーに目を向けた。

　そこには、醒さめた表情でこちらを見下ろすミアの姿があった。







「ミア……？」

　感情の読めない瞳ひとみに、能面のような表情。

　そこにいるのはミアのはずなのに、まったくミアに見えなかった。

「なぜ、生きている……？」

　声も、ミアのものだった。けれど、絶対にミアではあり得なかった。

「致命傷、だったはずなのに……」

「あいにく、俺はしぶといし、しつこいんでね。それより……」

　駿介はミアを見据えた。ミアではない何者かを、睨みつけた。

「おまえは、誰だ？　ミアじゃないな？」

「いかにも。我が名はジュノー。フレアルードに君臨せし唯一神なり」

「じゅ、ジュノー様!?」

　マリカは絶叫した。

「ほ、本物なのですか!?」

『本物よ』

　答えたのはサリィだった。

　ジュノーの全権大使たる彼女が言うのだから間違いないのだろう。しかし、なぜ神様がこんな所に現れたのか。

「少女に呼ばれたのだ」

「呼ばれた……？」

「世界を、滅ぼせと」

「バカな！　ミアがそんなことを望むはずがないだろ！」

「ならば聞くがよい。少女が余に訴えし、心の叫びを」

　どういうことだ、と問いただす前に、突然、頭の中に声が響き渡った。

（いやだ！）

　ミアの声だった。

「ミア!?」

　だが、見上げる少女が口を開いた様子はない。にもかかわらず、声は聞こえ続ける。

（もうイヤだ、イヤなの……）

　ミアは声を発していない。ジュノーの力なのか、頭の中に、直接声を届けているらしい。

（大切な人が傷つくのを見たくない。大切な人を傷つけたくない）

　ミアの声は震えていた。

　悲しみに彩られ、絶望にうちひしがれていた。

（ごめん、ごめんネ、お兄ちゃん……。私……、やっぱりダメだよ……。お兄ちゃんを傷つけて、せっかく買ってくれた服も血で汚して……。今度も、自分で自分の大切なものを壊しちゃった……。もう、大切な人がいなくなるのを見たくない。大切な人を、私の力で壊したくない……。もうイヤだ……、イヤだよ……。こんなに辛くて悲しい気持ちになるなら、私なんかいらない。私なんか、なくなっちゃえばいい！　こんな絶望しかない世界、消えちゃえばいいんだ！）

　それは、文字通りの、魂の叫びだったのかもしれない。

　繰り返される絶望が、自分に宿る力への恐怖が、諦めとなって噴出していた。

　だから、望んだというのか。

　すべてを破壊し尽くせる、神の力を。

　だから呼び寄せたというのか。

　すべてを無に帰すことができる、絶対の神を。

「ふざけんな！」

　駿介は声を限りに叫んだ。

　目の前にある現実を、ミアの絶望を否定するためにも、声を上げずにはいられなかった。

「なに勝手に絶望してるんだよ！　俺を見ろ！　ミアにやられたってピンピンしてるじゃないか！　たとえどんなに傷つけられても、俺は何度でも立ち上がってやる！　だからミア、そんなヤツはさっさと追い返して、帰るぞ！」

「ムダだ。貴様らの声は、もう届かん」

「ああそうかい。だったら、体に直接、訴えかけてやる！　ミア、痛いかもしれないけど我慢しろよ！」

　駿介はライフルショットを放った。

　だが、音速ではじき出された魔力の弾丸は、ミアに届かなかった。

　直前で、まるで壁にぶち当たったかのように受け止められ、消えたのだ。

「ちっ、この程度じゃダメか！」

「だったら、あたしたちに任せて！」

　菜々子と清花が飛び出す。

　だが、リミッターを外した菜々子の剣技も、清花のワルキューレも、ミアに触れることができない。

「ちょっと、どういうこと!?」

「もっと強い魔法じゃないとダメなの!?」

『たぶん、どんな魔法も通用しないわ』

　サリィが、いつになく緊張感をはらんだ声を出す。

『神言は神に言葉を伝えて発動させる魔法よね？　だけど、いまのあの子は神自身なのよ』

「まさか……」

　萌絵が愕然とした表情を浮かべる。

「神は、自分自身を打ち倒すような神言を、受け容れない？」

『そういうこと』

「ちょ、ちょっと待てよ！　じゃあ、俺たちのどんな攻撃も、いまのミアには通用しないってことか!?」

　サリィは答えなかった。それが現実だと、無言で突きつけてきた。

　同時に、黒猫がなぜ、人々から恐れられるのかがわかった。

　黒猫は、神をその身に宿すことができるのだ。それはつまり、神の力を手にするのと同じ事である。

　だが、神が万人に対して平等であるのに対し、黒猫は違う。

　個人の意志で、望むがままに、力を振るうことができる。差別や排除の方向に心が傾いたら、世界を滅ぼすことだって可能だろう。

　それはまさに、魔王の誕生である。

「そろそろ、始めようか」

　ミアが、ふわりと宙に浮いた。

　次いで、凄まじい光が爆発したように逬る。

　目の上に腕をかざしながら、駿介は見た。

　ミアの背中に、巨大な翼が生じるのを。

　それは、白と黒のコントラストを伴って、不気味に広間全体を覆い尽くすように広がっていく。

「な、なんだ……？」

　駿介は、自分の体がジリジリと動いていることに気がついた。

　いや、違う。動いているのではない。動かされているのだ。

　駿介の周りでは、意識のない兵士たちが、倒れたままの姿勢で、少しずつ引きずられている。子供たちも同じようで、みんなでより固まって、謎の力に対抗していた。

　その様子は、まるで磁石に引き寄せられる砂鉄のようだった。

　まさか……。

　駿介はミアを見上げた。

　ミアに、引き寄せられている？

　ミアは、さらに輝きを増していた。その光は、まぶしさだけではなく熱を持ち始めていた。

　それはまるで太陽の輝きだった。太陽の引力に引き込まれるように、駿介たちの体はミアに向かって引き寄せられているのだ。

　問答無用の磁力は、ブラックホールと言ってもいいかもしれない。

　いずれにせよ、凄まじい力が放たれているのがわかる。

　ミアはゆっくりと、バルコニーから地上に降りてきた。

　その姿は、なにも知らなければ光り輝く天使に見えたかもしれない。

　だが、駿介には悪魔の降臨にしか見えなかった。

　不意に、ミアが手を振り上げた。

　それだけだった。

　にもかかわらず、天井が吹き飛んだ。

　何層にもなっているはずの壁を何枚もぶち抜いた。

　その場に似つかわしくない澄み切った青空が、駿介たちを見下ろした。

「や、やべぇぞ、これは……」

「佐嶋っち、どうするの!?」

「どうするったって……、ミアの意識を取り戻さないと！」

『きっと、ムリでしょうね』

　サリィが、希望を打うち砕くだくようなことを言う。

『あの子は世界に絶望している。自分自身をも滅ぼそうとしている。つまり、もう戻ってくる気はないのよ』

「戻ってくる？」

『神の力は、生身の体に宿すには負担がかかりすぎる。あまりに長い時間宿していると、心が浸食されてしまうの。そうなったらもう、元には戻れない。人として、生き物としての姿を保てない。この世界に居続けることはできず、神のいる世界へと導かれるのよ』

「それって、死ぬのと同じじゃないか！」

『だけど、それがいまのあの子なのよ。ミアちゃんはもう、意識をほとんど持って行かれている。みんなの言葉も、届いていない』

「そんな……」

　絶望が襲いかかる。

　ミアに言葉は届かない。魔法も通用しない。完全に八方塞がりだった。

「サリィ、あんたは大精霊なんだろ!?　神様の声を聞くことができるんだろ!?　説得できないのか!?」

『ダメよ。声を聞くことができてもそれは一方的なの。私の言葉は、ジュノー様には届かない』

「くそっ！　他になにか、なにか方法はないのか……!?」

『ないわ。あるとすれば、神の力を越えてみせることだけど……、この世界において、神は絶対、唯一無二の存在。それを越えるなんてできない。越える存在なんて、いない』

　サリィの言うとおりだ。

　世の理ことわりを支配する神に対抗する術すべなど、どこにもない。なにも存在しない。

「佐嶋、なにかないの!?」

　清花がすがりつくように問いかける。

　清花だけではない。

　菜々子と萌絵も、期待を込めた目を向けてくる。

　確かに、いざというときには駿介がどうにかしてきた。これまではどうにかできた。

　しかし、今回もどうにかなるとは限らない。そうそう、絶体絶命のピンチをひっくり返せるような妙案を、思いつくはずがないのだ。

　彼女たちが期待するのはわかる。けれど、何度も期待に応えられるわけでもない。

　焦しよう燥そうに駆られ、絶望にうちひしがれそうになったそのとき……。

　いきなり、マリカが駿介の腕を摑んできた。

　ギョッとしつつも、必死の形相を見せるマリカに、駿介は言葉を飲み込んだ。

「神を、越えればいいんだな」

「そ、そうだな」

「だったら、可能性はあるんじゃないか？」

「可能性……？」

「貴様、私を助けてくれたとき、妙な神の名を名乗っていなかったか？」

「妙なって……」

　そこで、心当たりに思い当たった。

　まさか……。いや、あれが、再び逆転への切り札となるというのか……？

　そう、駿介は一度、神になっている。

　皇こう帝てい邪じや神しん王おうという、中二病全開の心が生み出した存在に。

「あ、アレで、いけるのか？」

　サリィに確認する。だが、彼女からは唸り声だけが帰ってくる。予測不能、ということらしい。

　見方を変えれば、可能性はあるということだ。ならば、やるしかない。一いち縷るの望みにかけて。

　目の前に立ちはだかる駿介に、ミアは、いや、ジュノーは怪け訝げんな様子を見せた。

「なにをする気だ？」

「ミアを取り戻す」

「不可能だ」

「そんなの、誰が決めた？　ミアを連れて帰るまで、俺は絶対に諦めない！　ミアを取り戻すまで絶対に引かない、逃げ出さない！　だから見ていろ。俺の……、皇帝邪神王の力をな！」

　そう言って、駿介はかけだした。

　まっすぐに、ミアに向かって。

　瞬間、ミアの腕から光の刃が放たれた。

　まともに食らえば一撃死間違いなしの攻撃を、駿介は避けなかった。

　真っ正面から、受け止めた。

「大神の雷をも防ぐ絶対障壁イージスの盾！」

　光の刃が、駿介の一歩手前で弾はじかれる。

　だが、威力を完全に消すことはできなかった。

　攻撃を防ぐ反動で、駿介は吹き飛んだ。

「そ、そんナ……」

　受け身をとり、立ち上がりながら、ミアが発した驚きよう愕がくの声を聞く。

　それはまさにミアの声だった。

　感情のない神の声ではない。正真正銘、ミアの感情が漏もれた声だった。

「はは、やっと、捕まえたぞ……」

　ミアはまだ、こちら側にいる。完全には、心を失ってはいない。

　神の力を防ぐこともできたいまなら、いけるはずだ。

「帰るぞ、ミア」

　駿介は再び、ミアに向かって歩みを進める。

「俺たちと一緒に、帰るんだ」

「でも……、でも……」

「ミア、俺たちを信じろ」

　自らにも言い聞かせるようにして、告げる。

「いつか絶対に、ミアが力を使う必要のない、ミアにとって幸せを感じられる世界を作ってみせる。だから、そんな力は捨てて、もう一度、俺たちと一緒に行こう」

「う、噓うそダ……！」

　否定すると同時に、ミアから放たれる光が、波のように駿介に襲いかかる。

　だが、イージスの盾がそれを受け止める。足を踏ん張らないと吹き飛ばされそうになるくらいの力を感じるが、ギリギリのところで、耐える。

「噓じゃない。その証拠に、見てろ……」

　駿介は、一歩一歩、ミアに向かって歩み寄る。

　凄まじい暴風の中に押し込まれたように、一つ一つの動作が大変な労力を必要とする。

　気を抜けば、光が束となって盾を突き破り、駿介に襲いかかるだろう。

　けれど、駿介は進む。少しずつ。けれども、着実に。

　頰ほおに鋭い痛みが走った。

　盾にひび割れができたのかもしれない。ほんの少しの隙間を縫って、光が切り裂いたのだ。

　近寄れば近寄るほど、光の勢いは増していく。距離と比例するように、盾の効果も少しずつ薄れていくようだった。

　体のあちこちに擦り傷ができる。なにかが額ひたいにぶつかったような衝撃があって、思わず仰のけ反ぞった。

　かろうじて踏ん張ることに成功し、ひっくり返ることは避けられた。だが、頭から流血して、視界が真っ赤に染まった。

　ぬぐっている余裕はなかった。そうしている間にも、光が駿介の右足を切り裂いて、思わず膝をつきそうになる。

　こんなときだというのに、駿介は悲しくなった。

　自分を拒否しようとするミアの心情を考えると、涙が出そうになった。

　ミアは、救いを求めていた。その救いの手が目の前にありながら、それを払いのけようとする彼女の心情が、不ふ憫びんで仕方がなかった。

　次いで、怒りがこみ上げてくる。

　ミアは泣かなかった。

　自分よりも年下の女の子が、ずっと一人でいて寂しくないはずがない。

　人々からどんなに恐れられても、耐えてきた。

　暴力を振るわれても、歯を食いしばってやり過ごしてきた。

　泣きじゃくって、弱音を吐いてもおかしくないのに。

　ミアは絶対に泣かなかった。

　それは決して、強さではない。心が麻ま痺ひして、すり減っていただけではないか。

　歌を歌ったときの、ミアの姿を思い出す。

　駿介たちが見る、初めての、心からの笑顔だった。

　思わず見ほれるような──事実、街の人たちは見ほれていた──表情こそが、ミア本来の姿なのだろう。

　その笑顔を奪ったであろうこの世界を、いわれのない偏へん見けんを、駿介は憎んだ。

　ミアのような子が、世界を滅ぼしたいと願うなど、あってはならないはずだ。

　そう願わせてしまう残ざん酷こくな世界など、自分が否定してやる。変えてみせる。

　だから、駿介は意地でもミアの元にたどり着かなければならなかった。証明しなければならなかった。

　世界には希望があるのだと。

　自分が、希望になるのだと。

　ふと、清花の声が聞こえた。

　歌っている。

　歌声で、ミアの心に訴えかけている。

　そうだ、思い出せ。

　己が求めるものは、自らの手でたぐり寄せるのだと。

　ミアの元まで、後一歩。

　そこまで来たとき、最大級の衝撃が駿介を襲った。

　盾の大部分が破壊されたのか、駿介の上半身を光が貫いていく。

　こみ上げる嘔おう吐と感かんと、叫びだしそうになるほどの焼け付くような痛みが全身を襲う。

　しかし、駿介は歩みを止めなかった。全身がボロボロになっても、足が動くのなら、止まる必要はなかった。

「いいかげんに、観念しろよミア……。俺は──余は、皇帝邪神王なのだ。神の対となる絶対的存在。余の力は神と同等。故に、我が言こと霊だまは神すらも抗あらがえぬ。さあ、獣の少女よ、願うのだ。そして口にせよ。そなたの願い、我が叶かなえてみせよう」

　この世界では、言葉が何よりも力となる。ならば、ハッキリと口にすればいい。

　そして、ミアだけの力ではどうにもならないのであれば、神と同等の存在を作り出し、この世界の神に囚とらわれる必要はないのだと信じさせればいいのだ。

　だから駿介は、そのための最後の一歩を、踏み出した。

　その小さな体を、抱きしめた。
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　信じられなかった。あり得なかった。

　そう思ったのは、果たして自分だったか、神だったかはわからない。

　これが、誰かが言っていた絆きずなというヤツなのだろうか。

　ミアは駿介の温ぬくもりを直じかに感じ取った。

　その温もりに、抱きしめる強さに、捨て去ったはずの未練がほとばしる。

　絶望した世界で、それでも差し伸べられた手に、ミアはすがりついた。

　自然と、言葉が溢あふれてきた。

「私は……私は、私のままでいたい！　もう一度みんなと、一緒にいたい！　また一緒に歌いたい！　だから、だから……、もう神様の力なんて、いらないです！」

　叫んだ瞬間だった。

（それが、そなたの望みか。よかろう、その願い、しかと聞き届けた──）

　声がしたと思ったら、なにかが体の中から抜け去って行くのを感じた。

　そして、そのなにかが駿介に視線を送った気がした。

（おもしろい人間だ。そなたがどのようにこの少女を導いていくか、見届けさせてもらおう）

　そんな言葉を駿介に残して、それはどこともしれない場所へと消えていった。

「……ミア？」

　耳元で、駿介の声がした。

「お兄ちゃん……？」

「さあ、帰るぞ」

「いいの……？」

「当たり前だ」

「本当に、いいの……？」

「いいに決まってる。ミアは俺の、妹なんだから。なにも、遠慮することはない」

　駿介の息づかいが、直に感じられる。声も温もりも、確かなものとしてそこにある。

　帰ってきた。

　自分は、自分があるべき世界に、帰ってきたのだ。

　自分はこれから、いま目の前にある幸せと、これから先の未来を堪たん能のうするのだ。

　そのための第一歩を、いま、踏み出す。

「ありがとう、お兄ちゃん」

　こんな自分を、助けてくれて。

　こんな自分を、家族だと言ってくれて。




















　子供たちを連れて砦とりでを出た駿しゆん介すけたちは、中に残してきたダインたちをどうするべきか悩んでいた。

　しかし、もう頭を使うだけの気力がない。駿介に至っては、体がボロボロで、まともに立つこともできなかった。

　後はもう、バロンに任せてしまおう。

　ということで、近くにいるはずのバロンを呼び出そうとして、駿介は異変に気がついた。前方から、武装した兵士の集団がやってくるのだ。

　まさか、砦の増援？

　緊張するが、先頭を走る馬に乗った人物の姿を見て、驚く。

　それはバロンだった。

　なぜか、立派な服に豪ごう奢しやなマントまで身につけている。

「バロンさん？」

「やあ、無事だったか。その子たちは？」

　駿介は事情を説明した。

　すると、バロンは険しい表情になって頷うなずいた。

「やはりそうだったか……。よし、総員突入しろ！　中にいるヤツは片っ端から引っ捕らえろ！」

「はっ！」という声と共に、兵士たちは砦に突っ込んでいく。

　わずかに残った兵士が、バロンに声をかけた。

「バルドフォロン様、この者たちはいかがいたしましょう」

「丁重にもてなしてくれ。この件の立役者だからな」

「あの、えっと、バロンさん？」

「ありがとう、きみたちのおかげで、誘ゆう拐かい事件が立件できそうだ。感謝する」

「いや、その、どういうことですか？　バロンさんは、何者なんですか？」

「ああ、すまない。正式な自己紹介はまだだったね」

「えっ？」

「初めまして、ボルスモル国国王、バルドフォロンだ。以後、よろしく」

「え、えぇぇぇぇぇぇ!?」

　駿介たちの絶叫が木こ霊だました。







　さらわれた子供たちは、簡単な治療を受けた後、それぞれの家族の元に帰って行った。

　いかつい鍛か冶じ屋やの親父おやじが、涙を浮かべた笑顔で娘を抱きしめる姿は、心に来るものがあった。

　その様子を見送ると、バロンことボルスモル国王バルドフォロンは、王宮に招待すると言ってくれた。

　しかし、気力も体力も底をついた駿介が、畏かしこまった場所に行くのに難色を示したため、いつものように、宿屋の食堂で話をすることになった。

　宿屋の親父さんは軽い食事を出しながら、目玉が飛び出るほど驚いていた。なにしろ、国王が自分の店に陣取り、食事をしているのだから。

「というわけで、改めて礼を言わせてもらおう」

「いえ……」

　礼を言われるようなことはしていない。

　実際、駿介たちと国王の目的はまったく違ったのだ。

　バロンは、誘拐事件の犯人がダインであると目星をつけていた。しかし、相手は隣国の大使で、捜査権がボルスモルにはない。大たい使し館かんも外国の扱いなので、調べることもできない。

　そうして手をこまねいているところに、駿介たちが現れたというわけだ。

「でも、俺たちは芸人としてダインのところに行ったんですよ？　なにも騒ぎが起きない可能性だってあったんじゃないですか？」

「いや、それはない」

　バロンは即答した。

「ダインは黒猫の存在に執しゆう着ちやくしていた。いままでは国のほうで目を光らせていたんだが、きみたちが彼女を引き取ったことにより、そうもいかなくなった。きみたちがダインに呼ばれたときに、黒猫が目的であることは明白だった。なにかが起こらないはずがない。それに──」

　バロンは鋭い視線を向けてきた。

　飄ひよう々ひようとした態度はなりを潜め、国王としての威厳と鋭さを併せ持った視線だった。

「ダインはきみたちの手配書が回ってきたと言っていたそうだね。実は我が国にも、同じ手配書が届いていたんだ」

「えっ？」

「つまり、私はきみたちが異端者として追われている立場だということを把は握あくしていた。なんらかの騒ぎが起これば、きみたちは躊ちゆう躇ちよなく、規制から外れた魔法を使うだろうと予測していたんだ」

　もし、規制から外れた魔法を使えば、要よう塞さいといえどもただでは済まないはず。それを見越して、あらかじめ兵を用意し、何かがあったときは、すぐに突入する算段ができあがっていたのだという。

　もっとも、砦を破壊したのは駿介たちではなく、ミアなのだが。

「じゃあ、俺たちは、泳がされていた上に、利用されていたってわけですか」

「そうなるね」

「利用価値がなくなった俺たちは、どうなるんです？」

「問題はまさにそこなんだ」

　意外な言葉に、駿介は面食らった。

　てっきり、捕まるなり教会に突き出されるなりされると思っていたのだ。

「きみたちは、これからどうするつもりだい？」

「どうするって……」

　いろんな事が一気に起こりすぎて、そこまで考えていなかった。

「俺たちの素性がバレたからには、もうこの国にはいられないと思っています。バロンさんが望むなら、すぐにでも出て行きますよ」

「まあ、そうなるだろうね。我々としても、きみたちがいては困ったことになるんだ。しかし……」

　バロンは、言いよどんだ。闊かつ達たつなこの男にしては珍しい態度だった。

「今回の件で、私もいろいろと考えさせられた。差別のない、開かれた国を作ると標ひよう榜ぼうしながらも、黒猫の子一人も、満足に守れなかった」

「はあ……」

「自分たちのやり方の限界を感じた。だから、君たちのことが少し、羨うらやましかったんだ」

「羨ましい……？」

「自分たちが正しいと思うことに、遠えん慮りよなく力を使えることが、ね。本音を言えば、きみたちにはこの国に残って欲しい。そして、その力で、ボルスモルを支えて欲しい。だけど……」

　それは、実現できないという。

「何度も言うが、ボルスモルは小国だ。他の国と比べても立場が弱い。そんな場所にきみたちがいたら、世界に仇あだなす危険な国として、世界中から非難を浴びるだろう」

「つまり、ボルスモルではかくまえない、と？」

「サンズガルドが関わっていなければ、なんとかなったのかもしれないがね」

　ダインは誘拐事件の犯人として、ボルスモルとサンズガルド、両国から裁かれることになる。しかし、事件が発覚した経緯を調べていくと、いずれは駿介たちに行き着くのは明白だった。

　そうなれば、サンズガルドは駿介たちを見逃さないだろう。異端者として、全力で捕らえに来るはずだ。

「どのみち、すぐ出国した方がいいわけですね」

「そうなるね。もちろん、我々もできるだけのことはさせてもらうが……。本当に、申し訳ない」

「いいですよ、別に」

　この国には、実に良くしてもらったのだ。

　異端者として断罪しないばかりか、快く送り出してくれるのだ。

　これ以上のことは、望むべくもない。

「黒猫の少女は、連れて行くんだろう？」

「もちろんです」

　いまさら、置いていくなど考えられない。

　この国ならば、やがてミアを受け容れてくれるかもしれないが、それはまだまだずっと先の話だろう。ならば、連れていくしかないし、ミアもそれを望むはずだ。

「不思議だな」

「……なにがです？」

「君たちの存在が、だ。きみたちは異端者でありながら、人々の心を摑つかんだ。楽しませてくれた。それに、黒猫を恐れず、親身になってくれた。いったい、きみたちは何者なんだ？」

「異世界人です」と言って、納得してくれるものではないだろう。

　だから駿介たちは、曖あい昧まいに笑ってやり過ごすことしかできなかった。

「……差別のない国を作るには、世界中の意識を変えなければならない。私はそう勢い込んでいたが、結局は国を維持するために、たいしたこともできなかった。その点、きみたちは違う。自分たちが信じた道を貫き通す。その強さが羨ましいよ」

「そんな大層なものじゃないですけどね」

「いや、たいしたものだよ」

　バロンは大まじめに言ってのけた。

「きっと、きみたちのような存在が、世界に革命を起こすんだろうな」







　バロンは約束通り、できるだけのことをしてくれた。

　出国前日には、国立音楽堂で公演を行うことができた。

　詰めかけた満員の観衆を前に、清さや花かは最高のパフォーマンスを披露した。

　また、旅立ちに際して、馬車を用意してくれた。旅に必要な道具や食料も、積み込めるだけ積み込んでくれた。

　こうして、ボルスモルを後にした駿介たちだったが、ここから先の当てはなにもない状態だった。

「さて、これからどうする？」

　マリカに聞かれ、駿介は思っていたことを口にした。

「北に、行ってみないか？」

「北？　どうしてまた」

「北には、異端者を収容する施設があるんだよな？　もしかしたら、異端者の中には、ミアみたいに不当な扱いを受けているだけの人もいるかもしれない。その辺りのことを、直接調べてみたいんだ。それに……、魔王が、どういう人間だったのか、知りたいっていうのもある」

　ミアは、神の力を宿すことができた。

　では、その黒猫たちを従え、世界を滅ぼさんとした魔王は、どんな力で、どんな理由で世界に挑んだのか、気になったのだ。

「あたしはいいよ」

　すぐに賛同してくれたのは菜な々な子こだ。

「世界の核心に迫るみたいで、おもしろそうだし」

「私も賛成」

　清花も頷いた。

「というより、どこへ行っても、私がやることは変わらないから」

「そっか。……高たか山やまさんは？」

「特に、反対する理由はないかな？」

　積極的な肯定ではないが、しかたがないところだろう。

「私は、お兄ちゃんと一緒ならどこでもいいよ」

　ミアは駿介の腕に張り付いて動かない。

　火の中だろうと水の中だろうと、地獄の底までついていく。そんな気き概がいが読み取れそうなほど、力強い言葉だった。

　こんなことでも、ハッキリと意思表示ができるようになって、嬉うれしくなる。

　まだぎこちなさは残るけれども、きっと、これから本来のミアを取り戻していくだろう。

「あまり気は進まんが、しかたない」

　マリカは、諦めたようにため息をついた。

「どうせ、どこへ行ってもお尋ね者なんだ。だったら、好きなように立ち回ろう」

「決まりだな」

　当てのない旅になる。

　けれど、不安はどこにもなかった。

　どんな困難が待ち受けていようと、みんなと一緒なら、絶対に負けない、挫くじけない。

　世界中が敵に回るというなら、世界を変えてしまえばいい。

　そう。




　俺たちは、異端の神しん言ごん遣つかいなのだから。


終わり











あとがき






　好きなことが仕事になるって、いいですね。

　と改めて思ったのは、自分の経験ではなく、作中の人物たちが実に楽しそうにしているのを見て（書いて）いたからです。

　一巻では、主人公たちの特技や趣味をいかに戦いで活用するかが中心になっていましたが、今回はその力でどうやって生計を立てていくのかが大きな比重を占めることになりました。

　各自の能力をどうやって使い、どのように活用し、魅せ、それでいてそれぞれが納得する形にどう落とし込むか。

　話を作る前は大変に思えましたが、実際に作業に移ると、意外なほどすんなりと決まっていきました。

　やはり、やりたいことが明確になっていると、キャラもそれに従って勝手にアイデアを出してくれるようです。こうなると、書いてる方も楽しくて仕方ありません。

　作者もキャラも楽しいというのは幸せな形であり、そこに読者の皆さんも加わっていただけたなら、これ以上の幸せはないような気がします。

　よくよく振り返ってみたら、自分の作品には「やりたいことをやる」という、ハッキリとした意志を持つキャラが大勢いました。特に意識していたわけではないですが、やはり人間、好きなことをやっているときが一番楽しく、輝くのかもしれません。

　作者も、そうしたキャラたちを描くことに楽しさを見いだしていたようです。いまさらながらの新発見です。

　なので、これからも「やりたいことをやる」キャラとお話を読者の方々にお届けしたいと思います。もちろん、「萌もえと燃もえ」の両立も忘れませんよ。

　というわけで、今回もいろいろとお手を煩わずらわせてしまいました担当の宿しゆく谷たにさん、ありがとうございます。今後もよろしくお願いします。

　恩師のＨ先生。お体は大丈夫でしょうか。この本が出る頃には快方に向かっているといいのですが……。

　イラストの武む藤とう此くり史ひとさん。可愛いミアをありがとうございます。たまりません。ぐぇへへへ（じゅるり）。

　その他、制作に携わってくださったすべての方に感謝を。

　そしてなによりも読者のみなさん、本当にありがとうございます。

　これからも精進していきますので、どうかよろしくお願いします。

　それでは、この辺で。





二〇一七年六月某日　佐さ藤とう 了りよう
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